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瀬 尻 経 営 区 の 土 壌

HiroyukiKoI】ArrA,TakahiroKIZAKTandToshioWATAコVA上‡E:Soilsof
tbeSEJIRINationalForest.

(Tokyo,RegionalForestryOffice)

東 京 営 林 局 子 幡 弘 之

〟 木 崎 隆 弘

〟 波 遮 利 夫
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Ⅰ 経 営区の概況

A 地 況

1 位 置

本荘営区は天龍川流域の静岡県磐田郡浦川町及び同郡龍山村地籍に属し,崖営区の総面積は
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附図 瀬尻経営区位置図 (Surveyedarea)
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1586,34haである｡

東海道線浜粗駅から電車で北上

すること約 20blで西鹿島に着

く｡ここから自動車で天青巨川に滑-

って 23km ほど北上すると龍山

村西川に着 く｡ 更に 10km 西北

に行 くか,あるいは 7kmほど北

の同村瀬尻から酉には 同ゞじ距離

を行 くと本経営区に到達する (位

置図参月召).

2 地 形

本経営区は主として橿山,白倉~

rlJを連ねる分水嶺の東側にある｡

潅芹からの距離は50km以上で,

約 4COm から 1000m内外の高さ

でほぼ東北から西南の方向に細長

く横たわっている｡

主要な流域は鉄保, 旧聞, 新

開,椅口並に椎ケ沢の古流域に分

つととが できる . 大審すると旧

開,新開,栂口は商画し,鉄保は

西南 し,稚ケ沢は北面している.

一般に経営区は壮年期のLl｣岳地

形を呈し その複雑さは主として

谷の発達の良香によって決定され

る｡か しる勧点から小出氏は,い

わゆる谷密度によって地形の複雑

さを示 し,椅口,新開谷, 7f.普

択 ･旧関谷の三流域について,そ

れぞれの谷智彦を計算 したOその

結果樽[1が地形が最 も複雑‥五号

沢 ･旧開谷が地形が最 も簡単で,

新開谷はその中間にあるといって
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小る｡

このことは流域を宜視的に見た場合のことで,更に経営区全域について細かく勧察すると,

椎ケ沢は樽口より地形が複雑で,鉄保は割合に簡単である｡又,新開谷では西側より東側が簡

単である｡五号沢では西側が複雑で念斜地が多く,旧聞谷では一般に南面側よ拍 ヒ両側が複雑

で急斜地が多い｡又鉄保でも北面側 (7,8,9林班側)が複雑で念斜地が多いということがで

_きる｡

3 地 質

本荘営区附近の基岩は古生管に尾する三三波川系結晶片岩類で, 小出氏(1)の詳細な調査報菅が

あるから,こ 1ではその要点の略記にとどめる｡

即ち天龍川流域に発達する三波川系結晶片岩類では,いわゆる上部三波川系 (別子統)と,

下部三波川系 (大崩壊統)とは互に漸移的関係にあって地厚としての対立した存在ではないO

三波川系結晶片岩類を森林立地学的に分類 して見ると三大の如 くである｡

緑色片岩

ノー

ノ＼し

別子銃の点紋- 片岩 く芸芸三言≡芸三雲三孟芸芸岩石に由来するもの

大崩壊銃の緑 色 片岩 く

別千枚の点紋黒色片岩

黒色片岩 く大崩壊流の黒色千枚 岩

片状絹雲母-石英を

基性火成岩に由来するもの

盈性火山砕屑岩及び凝衣質岩石に由来するもの

絹雲母一石英若及び紅旗石一絹雲母一石英岩

晶質石衣岩

片状砂岩

本荘営区における緑色hL一岩は主として別子枕の緑色片岩で,旧関谷の支流クロンクワ谷を通

るほぼ南北の組を境とし,その西側分村峠附速までの一帯と,鉄保の西半分一帯とがこれに属

している｡天崩壊銃の線色片岩は,五号沢の北部で点紋緑色片岩から移化し,新開谷の西側の

部分及び山の神,長達等の上流に薄督となって分布している0本岩は青石と呼ばれ,深青色乃

至淡緑色で,化学的風化の行われ難いことが特徴である｡

次に黒色片岩としては犬崩壊銃の黒色千枚岩と別子琉の点紋黒色片岩とがある｡大崩壊銃の

黒色千枚岩は本荘営区の大牢を占め,クロンクワ谷を通る南北の断骨組を境として,それから

東部の大部分に本岩が分布 し,別子銃の点紋黒色片岩は分村峠のやや東部から鉄保の東竿にか

けて分布 しているO大崩壊紋の黒色千枚岩は絹雲母の多少によって黒色乃至夜色を呈し,理学

的風化作Fl=)の極めて容易に行われることが特徴である｡別子銃の点紋黒色片岩のところは理学

的風化過程の異なる部分が入り交っているQ絹雲母一石英岩,紅塵石-絹雲母-石英岩,晶質
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石衣札 片状岩等は通常滞暦又はレンズ状に極めて僅かに出現するのみで,面積的に重要でな

い (土壌図参照)0

B 気 候

本経営区は赤石山系の南端と,木曾山系の南端とに挟まれる標高のさほど高 くない小山塊の

一部であるO天龍川の右岸にあって,南方は西速の沃野に続いている｡このような地形の関係

から気候はあまりきびしくない｡しかし,気流の変化等にはやや著 しいものがあって,経営区

内でも,局所的には気象状態がかなり相異している｡即ち,旧関谷,新開谷は気候が塩和で,

これに反して,椎ケ沢は塞気がきびしい (後述するポドゾルの出現を見ても,このことは首肯

できる)｡叉鉄保は冬季の北西風が強く,6,7林班の上部は風簡地となって林木成育に支障を

来 している｡

今,経営区内瀬尻事業所 (標高約 600m)における昭和 19,21,22の3ケ年間の観測結果

の平均値を表示すると攻の通 りである｡

第 1表 気 象 観 測 表

Tablel. ClimatologicalData.
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即ち,年平均気濃約 14oC,年降水量約 2500mm,湿度約 70% で風向は6-8月の候を除け

ば殆んど北西風である. なお上表から結霜期間 11月-3J==Jを除いた ラング係数を算出すると

]00となっているD

C 林 況

経営区面積の 2% 弱,即ち約 24haは天然生林であるO人工林は約 88% で,全立木地面

積の約 98% を占めている｡いずれ もスギ,ヒノキの植栽地で,そのうちスギ林は蓄鎮におい
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て全体の79% を占めている｡ この人工林は金原明善氏によって,明治 19年から同 31年の

閲に,鉄保 , 旧閑の全域及び新開,樟口,椎ケ沢方面に順次植栽されたものである｡これ以

外は鉄保の-一部を除き (前所有者植栽),明治34年以降尊重林野局によって植栽されたもので

ある｡故に 60年生前後の社令林分が大部分を占めている｡

∬ 調査方法及び調査成績

A 調 査 方 法

1 土壌暦断面の調香及び試料の採取

土壌骨断面の調査は森林土壌調査方法書(6)によった｡

土壌暦断面の勧察,記載の終了後,各層位毎に土壌搾取円筒を用いて理学的調査日j供試二l二境

として,自然状態における土壌の一定容積を採取 し,叉,別に化学分析用供試土壌を土壌袋に

搾取 したC

2 土壌型分布図の作製

森林土壌調査方漢書に従って地形,植生等を単位として土壌昏断面の調査を行い,その形態

的特徴によって土壌を類別し,一方分の-地形図鞍上に,山岳,河川,釈 ,径路,境界等ととも

に各種土壁の分布範囲を略線によって図示し,土壌型分布図を作製 した｡図上には史に地質,

土壌の堆積様式,岩石士勘 崩積的岩石地,風簡地その他必要と思われる事項を記入したO

3 室 内 実 験

理 学 的 性 質

理学的性質については,森林土壌調査方法苦(6)に従って攻の実験を行った｡

a) 自然状態の理学的性質

孔隙量,自然状態の容積重,最大容水量,最小客気量,採取時含水量｡

■b) 淘 汰 分 析

国際土さ変学会A法 (ピペット法)によったO

化 学 的 性 質

化学的性質について_は攻の実験を行ったo

a) pH の測誌三

鈴木式比色器を用いた｡

b) 置換酸度の定量

風乾細土の N-KCl浸出液 (20:100cc)10ccを用いて N/10-NaOH で滴定 し,滴定

数を 12.5倍した cc数をもって滴定酸度 (yl)とした｡

cJ 炭素の定量

* 添附した土壌は,縮尺2万分の1に縮少してあるD
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Tiurin旗によった｡

d) 全窒素の定量

Kjeldahl港によった｡

林野土壌調査報告 第 2号

B 調 査 成 績

1 代表的土壌層断面の記載及び室内実験の成積

各士き衰型の梗準的な骨断面は毒矢の通りである｡なお骨断面を設定した位置は土塊図上に番号

をもって示したので,以下の ProfileN0.と符合 して参照せられたい｡

ProfileN0.1-PDI塾土壌 (定積土)

117林班内,傾斜:290,万位 :N78oW,棲高 :約 cm

900m, 基岩 : 黒色千枚岩

F 1-2cm 主としてヒノキの衛朽葉,潅木類の腐

朽葉 も僅かに認められる｡

H 約 8cm 黒褐色腐植臥 頗る粗怒,乾｡

A2 約 15cm 溶晩臥 衣褐色,砂質壌土,敬,潤｡

Bl 約20cm 集積骨,風化の進んだ基岩片に富む,

埴質壌土,堅,潤｡

C やや風化の進んだ黒色千枚岩｡

各管位の推移は一般に判然としている｡根系は A2暦に

最 も多く,ついでH暦-(ほとんど銅板)で,B骨に僅かに

認められる｡

本土壌は椎ケ沢方面の標高約 800m以上のヒノ千林等に

Fig.I ProfileNo.1
PDT-SOil.

現われる｡この土壌に生育するヒノ千の成長は決 して良好とはいえないが,スギの成長は更に

不良であるO

附近に見 られる主な植物は三大の通 りである.

喬木階,ヒノキ (a),平均直径約 12-14cm,平均樹高約 13m,スギ(a),平均直径 618cm,

平均樹高約 7m (約 50年生の植栽木)

潅木階, ドウダンツツジ (f),アセtr (f-a),ネムノキ (o),ヒカゲツツジ (0), ミツバツ

ツジ (o),ウシコロシ (0),ソヨゴ (o),スノキ (o), ミヅナラ (r), ク リ (r), ムラサキ

シキブ (r),ヒメコマツ (r),ヒノキ (天然生)(r),モミ(r),

地表階,クマゴケ (o),ダルマゴケ (o)0

ProfileN0.2-BD塑土塀 (崩環土)

87林班, 傾斜 :280, 方位 :N88DW, 槙高:約 860m, 基岩 :緑色片岩
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i(F)112cm 主として新鮮なスギの落葉o cm

H 2-3cm 黒褐色の腐植臥

Al 約 18cm 暗黄褐色,腐植に頗る富む,石磯に富

む,壌土,crumb,戟,潤｡

A2 約 16cm 曙黄褐色,腐植を含む,石磯を含む,

壌土,crumb,戟 (Alより堅),湿｡

Bl 約 10cm 黄褐色,腐植に乏 し,石磯に乏 し,壌

土, crumb,戟 (ほゞA2 と同じ),

B2

湿O

黄褐色,埴質盛土,massive,戟 (ほ

ゞA2 と同じ),湿O

各瞥位の推移は Al一>Aaはかなり判然としているが,

A2→B⊥→B3は漸変的である.根来は Al>A2>Blの順で

B3には僅かに認められ,H 唇には紬梶が多い.

10

20

30

40

50
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Fig.2 ProfileN0.2
BD-soil.

長達沢上流のスギ林の土壇で,腐植は Al管に多く認められるが,全般に湊透少く,一見未

熟土のようであるoLかし,理学性良好と見られる厚い崩積土で,スギの生長もよいo附近に

見 られる主な植物は二大の通 りである｡

喬木階,スギ (a),平均直径約 22cm,平均樹高約 20m (約 60年生の植栽木)

港木 ･草本階,クマザサ (lva),クロモジ (f),アブラチャン (i),コアヂサヰ (o),ムラ

サキシキブ (o),ヤマグlJ(r), サンセウ (r), タラ (r), キイチゴ (o), タチッボスミレ

(o),チゴL.) (o),チドメグサ (o),ヤマブダウ (o),チヂミザサ (r), ゴトウヅル (r),

ヤマギク (r),ツタウルシ (r),マタダビ(r), テンナン cm

シャウ (r)

ProfileNo.3-Bc 型土壌 (定積土)

33林班, 傾斜 :300, 万位 :S60oW, 標高:約

700m, 基岩 :黒色千.枚岩｡

L スギの落葉が点在する程度｡

Al 約 2cm 暗黄褐色,腐植に頼る富む,石磯に乏

し,砂質壌土,塊状構造,軟,湿o

A2 約 18cm 暗黄褐色,腐植に富む,石磯を含む,

砂質壌土,壁,堅巣状構造,湿｡

Al 約 22cm 暗黄褐色,腐植を含む,石裸に富む,

砂質壌土,頗る堅,堅果状構造,湿｡

10

20

90

48

50

60

Fig.3 ProfileN0.3
B(トSoil.
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Bl 暗黄褐色,腐植に乏 し,細砂質壌土,粒状構温 湿｡

各官位の推移は,A1---,A3-A3は激変的であるが,A3--+Blは判然としている0枚系の分

布は A,>A3>B▲>Aiの順で Alには草本の根系も僅かに認められる0本土壌は堅蜜な定積

土で, スギの成長は不良である｡土壌は深く,腐植 も割合深 くまで入っているが,概 して淡

色,単調な断面である｡

主な植物は次の通 りである｡

喬木階,スギ (a),平均直径 12-14cm,平均樹高約 13cm (約 60年生の植栽木で成長は既

に停止 している)0

従喬木階,シバグ') (o)

濯木 ･革木靴 アセビ (fJ,ヤマザタラ(o),ムラサキシキブ (0),コナラ (o), コアヂサ

ヰ (o),ヒサカキ (f), ネジキ (r), ヒメシャラ (r), ネムノキ (r), アカマツ (天然生)

(r), ヒノキ (天然生)(o),ヤマウルシ (r),ヤマモ ミジ (0), ミツマグ (o), サル トブイ

バラ(o),ノイバラ (o), ヌスビト-ギ (r), カヤ (0), タデアポスミレ (0), ヤマソデフ

(r),ノアザ ミ(0),ヤマギク (0)

profileN0.41BE型土壌 (崩環土)

22林恥 傾斜 :200, 方位:S32oW, 繰高 :約 900m･ 基岩 : 緑色片岩

各官位の推移は,Al-Aコは漸変的で,一A2→Bは判然と u60

しているO根系の分布は B>Al>A3の順になっている
Fig.4 ProfileNo･4
BE-soil.

が,全般には少いようであるO

-股に各暦とも膨歌で,石棟は上酎 こまで分布 し,腐植もまた蘭 当深レ潮 まで湊透してい

るOスギの成長は旺盛で,ここの林分は本経営区内で見られるスギ優良林分のJ jであるO

主な植物は攻の通 りであるO

喬木階,- (a),平均直径約 24cm,平均樹高約 25m (約 60年生の植栽木)



瀬尻経常区の土壌 (子幡 ･木崎 ･渡辺) - 9-

涯木 ･草本階,クロモジ (f),7ブラチャン (i),ヤマモ ミジ (o),ムラサキシキブ (o),

-ナイカダ (r), ウグヒスカグラ (r), ニワ トコ (0), ヤマアヂサイ (o), ドクダ ミ(r),

カラスウl)(r),ゴ トウヅ)i,(o), トコロイモ (r),チヂ ミザサ (r),モ ミジガサ (r)

ProfileNo･51BB型土壌 (定積土)

94林班, 傾斜 :150, 方位 :N84DW, 標高 : 約 680m, 一基岩 : 黒色片岩

L(F)約 2cm.主 としてスギの落葉落枝,それに広葉 cm

樹の落莫｡

H 3-4cm 黒褐色,腐植替｡

A 約 7cm 暗黄褐色,腐植に富む,曲埴質壌土,

粒状構造,敬,湿｡

B 約 20cm 黄褐色,石磯 に乏 し,細砂質壌土叉は

亜埴質壌土,粒状乃至塊状構造,戟,

一部堅,潤｡

C 約 40cm以上 明鴇色,石顔に頗る富む,埴質壌

土,massive,壁 ,潤｡

tO

20

30

40

50

各官位の推移状態は,A-Bは判然としているが,B-J16O
Cは漸変的である｡梶系はA,B両凱 こほ 同ゞ様に分布 し Fig.5ProfileNo･5

B上トSOil.
ているO又 fI軌 こ仕組株が多 く認められ る0

9.4林班試験地内のスギ不良林分下土壌である｡攻LT)ProfileNob6は同 じ試験地内のスギ

優良林分下の土鮭であるが,両暦断面を対比すると,その相異が よく窺われるO

主な植物は二大の通 りであるo

喬木軋 スギ (a), 車均直径約 14cm,-,平均樹高約 14m (約 60年生の植栽木で,植冠淋

しく,既に成長が停止 している)0

葉木 ∴草本階, ミツバツツジ (f),ア七.-r (f), ソヨゴ (o),ネジキ (0),ヤマウルシ (0),

ヤマツツジ (f),コナラ (o),シキ ミ(r),ヒノキ (天然生)(o),スギ (天然生)(o),コア

ヂサヰ (o), クロモジ (o),スノキ (o), l)ヤウフ､(r), ヒカゲノカヅラ (lf), カヤ (f),

ワラビ (o),ゼンマイ (o)

profileN0.6-BE塾土壌 (崩環土)

94本柑庄内, 傾斜 こ270, 方位 : S46oW, 瞭高 : 約 520m

F 3-4cm 主 としてスギの落葉落穂o

H 約 2cm 黒褐色の腐植暦 ,銅板が多数ある｡

Al 約 35cm 暗黄褐色,腐植 に頗る富む,埴質壌土,crumb,戟,湿｡
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試料番号

Sample

No.

層 位

HoriEon

孔 院 量

Porosity

o/a

林野土塊調査報告 第2号

第 2表 理 学 的 性 質

Table2. PhysicalProperties

自 然 状 態 の 理 学 性
Physicalpropertiesinnaturalcondition.

･ ､豆 点 ･-:

Volume

恒 序 喜

82.91 43.60 i 59.92

1

■

11

57 】 Bl

1
58 f Al 11

60 : B1

61 A2

E'2 A3

63 Bl

l

b4 ∃ Al

;; ⊥ 軍

(∴' A

68 B

69 C

∩
)

1

2

〔T3

L

Al

ん
.

<n

B

A ir

capacity

45.18】 28.20
15_46F 4｡_10

199.07

48.23

137･42 ; 22･99
98.13 , 7.93 ;;:,4…工 芸:;,4

57.49【 88.50

■
ll

86.19 35.75 59.75 167.11 26.44 : 45.71r 127.84

106.19

104̀43 8･84 ! 56･74 L 87･53

78･76 ) 54･83

1

)

57.90 ; 105.60

1

?

65･84 i 100･33

6･99 I 49･39 / 3･55

2..86 .r 45.82 i 83.55

4.76 1 48.5. . 62.35
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A3 約 23cm 暗黄褐色,腐植に富む,石磯に頗る富

む,埴質壌土,crumb,敬 (Alより

堅),潤一湿｡

A3 約 20cm 暗黄褐色,腐植を含む,石磯に頬る富

む,殖■質壌土,cmmb,敬,壁,潤｡

B 約 30cm以上 暗褐色,腐植に乏し,石裸に醍る

富む.埴質壌土,cmmb,壁,潤｡

各暦位の推移は非常に漸変的である｡根系の分布はAl

管に最 も多く,A2,A3唇と攻第に減 じ,B層-にも僅かに

みとめられる｡ 94林班は勿論,経営区を通 じて最も優良

なスギ林分の土壌で,択筋 斜面下部に現われる典型的な

BE型崩積土である｡腐植の湊透は深 く,A 暦-の深さが実

に 80cm以上にも及んでいるO崩積 した石裸が多く各替

一様に分布 している｡-･見 して理学性のよい土壌である｡

主な植物は次の通 りである｡

喬木階,スギ (a),平均直径約 24cm,平均樹高約 25m

(約 60年生の植栽木)

cm

10

20

I;
50

60

撃

葦

竿

.1･･
p
.～

.11
∵

ノ
､り
.,

:,J
t%

':.Lli:lii;;;.::.?;''fT:?I::.I::..:,,肌..1,:::,
I:'
･.:.I.jJi,:,.二

∵

･

.

:

t.,

㍉

Fig.6ProfileN0.6
BE-SOil

潅木 ･草本階,アブラチャン (f),クロモジ (r),コアカソ (o),コアヂサヰ (o),ムラi)

キシキブ (r),ミツマグ(0),ウツギ (r),キイチゴ (r),フジ (r)

以上述べてきた夫々の瞥断面の各唇から搾取した供試土壌についての理化学的実験成績は第

2表,第3表の通 りである0

2 土壌型の分無及び説明

土壌図作製のためには土壌を類別する必要があるDこの土壌の類別は原則的に林業試験場の

｢土垂型の説明｣によった｡詳細は林野土壌調査報薯1号(5)に掲載されているD

本経営区は,ほとんど全域が褐色森林土に属しているものの,小範囲ではあるが,ポドゾル

化上垣の発達が見られる｡

3 土壌型の分布

惟ケ沢流域は造営区中乾性の土壇が最も広 く分布する地域で,土壌の生成も不充分である｡

即ち,急峻地であることと,黒色千枚岩の理学的風化過程が相作用して,土壌骨は一般に蒲.

く,スギの成長状態も貧弱で,BE塑土壌の分布は極めて僅かであるOポドゾ,I,化土壌が発達

することがこの方面の特異な点であるo土塊図には,その出現が小範囲なので,ポドゾル化土

壌 として P工)I,Pr)Ⅱ,Pl'Ⅲ型を一括 して表わしておいた｡即ち図示されたポドゾル化土壌の



瀬尻経営区の=t虞 (子幡 ･木崎･渡辺)

第 3表 化 学 的 性 質

Table3. Chemicalproperties

芦e 】

置換酸度試料番号 L層 位
Sample
No.

55

5と1

57

58

59

60

L:

tJ

G3

㌔Horizon

pli
E又chan

acidity
(yl)

H 4,8

A2 4.4 1 12.1

Bl ･ 4.6 7.9

A1 5.2 23.I

A2 4.8 L 20.6

B1 5.0 ; 14.i

A2 5_2 21.0

A3 5,4 1e'.tS

尿 素 窒 素 i
C N C/N

i %

20.42

3.76

4.07

19

25

…‡…7日 ≡三三日 ;言
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備 考

Note

ProfileN0.I

P工)T型土壌 (定積土)

椎ケ沢 117林班

ProfileNo.2

BD型土壌 (崩環土)

新開 a7林班

ProfileN0.3

Elユ 5.0 ⊥2.2 ･2.76
64 L A1 5.21

65 A2 5.4 . ト.… -∴ ∴

･ H.r-r･.!.1111､､日･･ ･

㌻ 昔 十 号 Ji….I4: ト音 zo'IZo三 ･' -f s5

73 B . 5.2 1 5.8 l i.25 ㌔ 0.16 .. 8

新開 94林班

ProfileN0.6

BE塑土壌 (崩積土)

新開 94林丑琵

地域では,これ ら三型が漸移的に発達 しているo粗 ′こ116･117林班界周辺にはポドゾル化土

壌Jj分布が広 く,叉,比較的判然とした P工,1,P工,Ⅱ型がみられる (ProfileN0.1参照)D全

体的には BB型土壌の分布が広範囲に及んでいるD

梓口の流域は,稚)I-沢についで,乾性に傾いてお り,BB型土壌の分布が矢張 り広範囲を占

めているD BF,型土壌は 108･109林班外及び 109･110林班界の沢筋に沿って多く分布 し,

B工'型土壌 も又同様な傾向にあるoその他の沢筋では, BE型土壌は細 く分布 し, B】)型土壌

はこれに滑ってや HFJ広くほ 帯ゞ状に分布 しているQ llO･11】林班界上部附近には B'7聖二上二

壁が分布 している.この土壌瞥断面は旧関谷 33,34,35林班内に見 られる骨断面 (Profile

N0.3)と相似の形態を示すので Bo型土壌の範噂に入れておいたが,これは,かつて苗畑そ

の他に利用され,人為が加わった結果ではないかとも考えられるo

スギの成長状態は,Bll,BI〕型土壌の分布の最 も多い 109林班附近は旺盛であるが,他に.'j:

見るべきところがないo

新開谷D流域では BIE,BD型土壌の分布は東側に多く西側に少いO全体 としては前流域と同
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様 Bp･型土壌の分布が多くなっているo BE型土壌は長達沢沼㌧1,92林班下牛,94,95,98･

林班C)沢沿い 99･100林班界周辺,東側のクチセ谷上流,68林世界附近及び二ノ沢上流附近

に多く分布 L B工)型土壌 もほゞこれに随伴 して分布 している｡93･94林ヨ粧界尾根筋のヒノキ

林等に PZ)Ⅱ型土壌が局所的に見 られるが,図として表現できないので BB型土壌に入れてお

いた｡

なお椎ケ沢,樽口,新開及び五号沢流域はほとんど黒色千枚岩地帯であり,小出氏 も認めて

いるように,その理学的風化過程は基岩-土壌,稀に基岩-磯→土壌を辿るものである｡この

結果を土壌学的に見れば,いわゆるこの地帯では A-C土壌が形威され勝ちであるということ

になるが,現地調査の結果からもかかる土壌が広 く分布することがわかる｡即ち,これら三流~

域の定積土の地域では, ほとんど B13型の A-C土壌となっている(新開谷の経営区入口附近

の土壌はその好例である)｡斜面では土垂が移動 し易く,蕗い土管が基岩上に存在しているに

すぎないのであるD これに反して, 斜面下部の折沿いでは移動 してきた土壌が堆積 して, か

なり深い崩積土 (BE塑土壌)となっているQ このようなところではスギの成長がFEE盛である

が,この局部を離れ,傾斜地では,その成長が急に劣っている｡か 1る現象は+I_流域及び五号

沢では随所に見 うけられ,新開のオツボギ谷等 もその好例であるO五号沢を含むl即日谷は,経

営区中で BE型土壌の分布が最も多く,特に 22-31林班, それについで 17,19,32,34林

班下部,五号沢の上流附近等に多い｡この BE型の崩培土上では極めて旺盛なスギの成長が見

うけられるoBE型土壌の分布 も多く,その崩積土の所でもスギの成長には見るべきものがあ

るOこれに反し,-椴に旧関谷の 12-21林班及び五号沢の 36-40林班の中月紅上部は念料地と

相まって,かなり乾性に傾いた土蛙の分布が多く,BA型土壌の出現と共に Bp･型土壌の分布

が多く,スギの成長にも見るべきものがないD 36,37林班附近の尾根筋には歴 々 Pr,n型上

盤が見うけられるが,これ らはBB塑土塊に包含 して図示しておいたDこの弱ポ ドゾル化土壌

は椎ケ沢方面からこの辺まで分布 し,旧関谷ではほとんど見 られず,趣く僅かに鉄保の 7,8

林班尾根筋附進に散見される程度であるo B()型土薮はや 1多く分布 し,鍋千附近にも見うけ

られる｡48,49林氾甫隼及び 50-54林班は現在開墾予定地で無立木地となっている｡

鉄保の部内では BJj型土壌の分布は1林班の斜面 下部,2林班の上年沢沿い周辺及び5林班

の谷沿い凹地状のところに比較的広 く分布 しているOこの地域全般についていえばBD,BB型

土壌の分布が多く,2,3林班界周辺 7-9木棚 三側は乾性に傾いている｡白倉山近辺の 6,7林

班上部は風衝地域で,林木の成立及び成長に多大の支障を与えている｡

土壌図上からプラニメーターで流域別,林班別に土壌塑分布面積を概算 した結果は別表の通

りである｡
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第4表 流域別,林班別土壌型面積表
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Ⅱ 考 察

A 土壌と環境との関係

大気候が崖営区内の褐色森林土あるいはポドゾル化土壌の生成に影響をもっていることはい

うまでもない｡しかし,犬気候的な気温,降水量等の観測値からの考察はあくまで一般的なも

のにとどまり,具体的に各種土壌の生成を考える場合には,更に後気候的な観点に立たなけれ-

ぼならないO確かに経営区内のポドゾル化土唾の出現には適度,水分等の微気候的な因子が大

いに関与しているものと見 られる｡

植生と土壌とは互に作用するもので,土壌によって植生の種類,成長等が異な9,又,植生

によって土壌 も変化する｡本経営区はほとんど人工林のため,この関係は歴然とは見られない

が,ヒノキ林はポドゾル化土壌の生成を促すようで,ほぼ同様の立地条件と思われるスギ林で

は,この傾向は弱いように見うけられる｡

本経営区の地形,地質に関する/J､出氏の観察を土壌生成と関連 して考えると黒色片岩特に黒

色千枚岩の風化土は A-C土壌であるが,これはこの種の岩石は理学的風化が困難なことと,

降水によって浸蝕され易い状態にあるためと思われる｡

土壌がこのように未発達の状態にあることは,地形と相まって,これ らの岩石の風化土を卓EL-

性に伸かすーっの原因になっているのであろう.緑色JlL岩上では風化岩屑を多く含む土壌が一

般に厚 く堆積 し, BJ]又は B工,型土壌が発達している｡

地暦の走向,傾斜と土壌生成との関係については次のことが考えられる｡天龍川流域の三波

川系結晶片岩はほぼ南北の走向を有 し,単斜構造をもって西側に傾斜 しているので,東向斜面

は道管,西向斜面は順暦の関係にある.従って前者は後者に比 して普通造かに急斜地となって

いるOこのために順昏倒では土!塞生成の進んだ林地を形成 し易く,道管側では斜面上部に基岩

の露頭を見,下部は岩塊地的林地を形威 し易い｡この両側に発達している土壌の種類を旧開谷

と正号沢について見ると,順皆の旧関谷側には BB叉はBc塑土壌の堅密な定積土が広 く分布

し,下方では崩積土的なBI)叉はBE型土塊となっているO之に対 して逆Fg-の五号沢側は,料

面上部の基岩の露出しているところでは BA又はBD型土壌となっているが,その下部では風

化岩層が極めて深 く堆穂 した Br'又はBE型土壌となっている｡この関係は黒色千枚岩上で特

に著 しく現われているが,棚地形についても観察される｡

上昇谷又は上昇的に発達 した斜面は,谷の浸蝕が斜面上の風化作用に比 して大きいから風化

土敏は常に移動 し易く,従って土壌暦は薄 く又降水の傾斜流 も大きいO その結果,乾燥性の

BA,B】〕型土壌等が発達する｡このことは特に黒色千枚岩の A-C土壌のような場合には顕著

であるO これに反して平衡谷,T降谷は地形の関係からもBr'又は BE型の崩積土を形威し

易ho
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B 森林施業に対する意見

本調査結果から森林施業に対する意見を述べるとすれば,それは適地の判定その噂の更新問

題についてである0

本経営区は前述の通 り造林地が大部分を占め,造林樹種の大部分はスギで一部にヒノキが植

栽 されている0第五攻編成瀬尻経営区経営方針要領には,現在林におけるスギの成長状態は決

して良好なものではなく,それは植栽初期の悪条件及び手人の粗漏を除けば,大体において椅

･種選定を誤った結果であることが認められてLへるが,調査の結果でも,そのことがいえるよう

である｡

本経営区で植栽するのに通する主要な構種としてはスギ,ヒノキが有利であることは論を僕

允ないOしかしながら仝崖営区を通 じて見れば,これらの樹種の造林地とするよりも薪炭林叉

は保安林として取扱ってゆく方が有利とみなされる箇所 もあるO今,現実林分の威林状態又は

成長状態を上坂の種類と関連 して考えると--土壌型と林木成育との間に密接な関係があるこ

とは既に一部触れてきたが,植栽樹種の判定及び吏新方法について攻のことをいうことができ

る｡

BA型土壌 現在この土壌の所は天然生林あるいは不良造林地である｡本土壊型の特質及び

出現 している地勢又は地利的観点からしても,この地域に対しては程宮上浸蝕の防止,林地保

全 を主眼として,積極的に天然生林分の造成を図るべきである｡

BB型土壌 この土壌の分布する地域には多くのスギ不成績造林地があり, それが更に黒色

千枚岩地の A-C土壌では極端な不良林分となっている｡このようなスギ林分に比較すれば,

この土壌のところではヒノキは,成長量そのものは少いが,一般に安定した戒林状態を見せて

いるから,かかる硯況を考慮し,本型土壌に対する植栽横唖は原則的にヒノキとし,ヒノキで

もなお威林困難な地,例えば A-C土塊又は風簡地等に対しての造林は差し睦え,薪炭生産を

目的とする林分とするか,更に地力養護,土壌保全を加味した天然生林とした方が得策であろ

う｡又この地域土柱に怠料地では,伐採後土壁侵蝕の危険が多分に考えられるので,方法的には

兼業上の規則が心安である｡

Bc型土壌 BB型土塵と同様, スギに対する不成績造林地が多く,ヒノ千に対 してはかな

りの威林が期待できる現況にあるので,造林樹頑 としてはヒノキがのぞましい｡春型土壌の分

布地域の天部分は造林可能地と見 うけられる｡

BD型土壌 本土塞型分布地域のほとんどは現在スギの造林地である｡全般的にいえばさほ

どの不成績地とも見られないがスギの水分要求変を考慮にしハれると,この土壌の水分供給量が

やや不足しているので,ヒノキの植栽により適合 しているのではないかと思われる｡ しかし,

同 じ本土壌型でも,土壌の堆積様式即ち崩積土 (崩積的岩層地を含めた)と定積土とではスギ



- 20- ･林野土壌謝李報告 第2号

の成長にかなり判然とした差が見 られる｡定積土,特にそれが黒色千赦岩地の A-C型上であ

る場合には,成長は相当に劣っている｡このことを考えると,本土壌型では,崩積土に対して

はスギ,定培土に対してはヒノ千草植栽樹種として選定する方が両横種に対 し好ましいと思わ,

れる (成長乱 材価等を考慮した場合の経営的見地からは, 虞に一考を軍するところである

が,この調査ではそれには触れ得なかった)｡本土壊型の分布地域の大部分は造林できるが,料

面の AIC土壌の林地では,土壌保全を考慮して,大面稜の伐株を回避する等,施葉上の配慮

が望ましい｡

BE型土壌 この土壌の分布するところはスギの適地である｡特に崩鎮土のところには優良

林分が見 うけられる｡BE塑土壌はスギヨ宝林に好適な土壌である｡

PD型土壌 P工,Ⅲ型土壌の地域の大部分は現在 ヒノ牛の造林地である｡それがかなり安定 し

た威林状態を示している｡又,BB型土塊からの移行帯にはヒノ千の天然性雅樹の発生が多く

見られる｡このような現状であるから,この土壌型の分布地域では今後もヒノ千の威林を図る

べきである｡ PDI,PDⅡ型土壌の分布地域ではスギ,ヒノ千時にスギの成柿状態が悪い｡こ

の土壌の出現地の地勢並びに地理的関係を考慮しても,か 1る地域では土壁保峯を加味 した天

然生林の成立が望ましい｡

上達の各土壌型に対する経営上の指針に基いて本経営区の将来の植栽横位及び更新方法を土

壌型の分布面鏡を基礎として算出して見ると=}この通 りである｡

第5表 土壌型による更新予定表

Table5. Aplanofregenerationbasedonsoilclassification

A

土 盛 型 :

l

面 積 )
l

BA 27,59

B(1 29.05

工 造 林
Artifificalregeneration

ス ギ

Cryptolneriajaponica

面 板
Area
ha

ヒ ノ キ

Chmaecyparisobtusa

天 然 更 新

Naturalregeneration

J ー ー ¶ ーl ~~盲 ~ ~盲
75-A,eaGE i o,a . Area

467.31

2う.05

計
Total

∩
)

∩)∩)

7
▲

∩)
∠U

2.64 1 30

27.59 ～ 100

6.16 70

14

註 面積歩合は土壌型に対する方針によりその概数を土壌図上において算出したO
既往の他種区分は一応考慮外においたC

上表は土塊型に主点を置いた更新予定の襟準を示したものであるが,か 1る更新予定が林姐

の経済的価値を高める資料となることができれば幸いであるO
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Ⅳ摘 要

]. 本調査は国有林野森林土壌調査要綱に基いて実施 したものであるD

2.調査 した経営区は天龍川流域で,壮年期の山岳地形を呈 しているD基岩は古生軌 こ属す

る三波川系結晶片岩類で,気候は年平均気温約 14oC,年降水量約 2500mm,年平均湿度約

70% である｡

本経営区のほとんど全域がスギ (一部 ヒノキ)の造林地となっている｡

3. 経営区の犬牛は褐色森林土であるが,極めて局所的にポ ドゾル化土さ変が分布 しているO

これを細分するとBA,B王;,Bc,B工),BJ∃,P工)I,PDⅡ,PDⅡ の8土壌･基準型となっている｡

4. 各土壌型の分布は土壌図として表わした0本造営区における各土痕の分布面積は BB及

びBI)型土壌が全面積の夫々約 40%,B】]型土壌が約 12%である｡その他はBc型,BA塾,

PD型土壌の順序で分布 している｡ポ ドゾル化土壌は全体で1%以下にすぎない｡

5. 各土壌型の標準的瞥断面を設定 し,供試土壌を採取,二,三の理化学的分析を試みたO

6. 土壌型 と至芸境との問には密接な関係が認められたOポ ドゾル/化土塊の発達は局地的な気

温の低下が影響するようであるO地質との関係を見ると黒色片岩特に異色千枚岩では乾性の定

積土 (A-C土壌)を,緑色片岩上では湿性の崩積土となっている場合が多い｡ 又地形の相異

が主として土壌型の分布を支配 しているようで,特に地形が堆積様式に影響 してLlるところは

それが大である｡

7. 本調査の結果から更新予定を判定するとBA型土壌のところは浸蝕防止及び林地保全の

目的で天然生林地とし,BB型土壌の分布地域は原則としてヒノキの造林地とし,一部では新家

材生産を主に地力養護及び林地保全を加味 した天然性林地とすることが望ましい｡Be型土壌

はヒノキの造林地,BD型定積土はヒノキ,BD塑崩積土 (崩積的岩石地を含めた)はスギの

造林地とするのが適当と思われるoBJ二型土壌はスギの造林地に好適であるoP工)Ⅲ型土壌はヒ

ノキの造林地,P工)i,Pl)JI型土壌は BA叉は B工主塑土壌の場合 と同じ意味で天然生林地とし

た方がよいと思われる｡ このような勧点からすると経営区の約 29% がスギ,又,約57% が

ヒノキの造林地として期待され,約 14% が天然性林地となる｡

参 考 文 献
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7. 同 土壌型の説明

8. 同 森林土壌図式 (莱)
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10. 同 昭 22 カラマツ造林適地調査報告

R6sum6

1.Resultsoftheforestsoilsurvey,conductedunderthesupervisionofthe
ForestExperimentStationandtheForestryAgencyarereported.
2.TheareasllrVeyediscoveredbysteepmountainsalong the Tenryu

River,ShizuokaPrefecture,and baserocksarepareozoicgneissandschist.
Climaticcharactersareasfollows:Meanalnualprecipitation:2500mm,AImual
meantemperature:14oC,Meanamualrelativehumidity:70%,Lang'srain
factor:100.

AlmostallpartsofthisareaarecoveredbySugi(Cyyplomeriajaponica)
plantation.
3.Mostofthesoils0fthisareabe一ongtothebrownforestsoilgroupand
thepodzolisedsoilspartlydevelop･
Thesesoilsareclassifiedinto8families;BA～,BB1-,Bc-,Bl)-,BE-,P工'｢,

PDⅡ-,andPDDrsoilsaccordingtoOhmasa'sclassification外･
4.Distributionoftheclassifiedsoilsisshown intheattachedsoilmap.

Thespacesoccupiedbyeachtypeofsoilsareasfollows;BA-soil:2.percent,

BB一CJOil:42percent,BcISOil:2percent,BDISOil:42percent,BE-soil:12per

cent,PD-SOils:lessthan1percent･
5.Somechemicalandphysicalpropertiesoftypicalsamplesweredeter-
mined.
6. Theexistenceofcloseinte汀elationshipbetweentheenvironmentalfactors

andsoil-typeswasfound,Thetopographicalfactor,aboveall,hasadefinite
influenceonthedistributionofeachtypeofsoils.

7.Thefollowingarerecommendedaccordingtotheretsultsofthissurvey:
TheareaoftheBA-SOilshouldbeleftasnaturalforestsforthepurposeof
erosion-controlandsoilconservation. TheareaoftheBfi-soilmayprincipally

beutilizedasHinoki(ChamaecyParisobiusa)plantation and partly asthe
forestsforfuelwoods.TheareaoftheBc-SoilmaybemadeHinokiplantation.
TheareaoftheBD-SOilmaybeplantedwithHinokiinthecaseoftheresidual

soils,andwith SugiinthecaseofthecDlluvialsoils.TheareaofBE-soilis
bestfittedfortheSugiplantation.TheareaofthePDⅢ-SOilmaybeutilized
asHinokiplantation. TheareaofthePI)ド andPDⅡ-SOilsshouldbeleftas
naturalforestslikethoseoftheBA-andBB-soils.

Accordingtotheabovementionedpointofview,29and57percenteachof

thesurveyedareamaybescheduledasSugiandHinokiplantations,respectively,
andtheremaining14percentmaybethenaturalforests.

* Ohmasa,M･: 1951,Studiesonbeechforestsoils,ForestsoilsofJapan,Report1.
ForestExperimentStation,Japan.
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Ⅰ 調 査 区 域 の 概 況

A 位置及び面積

本調査区は村松営林署所管の東蒲原,早出川南経営区の一部であるO東蒲原経営区は新潟県

凍蒲原郡内に散在する大小 11筒の団地で , 東経 139026′から ]39045′, 北緯 37027′から

ニ37051′までの範匪=てわたっているD又 早出川経営区は新渇県中蒲原郡の東南隅の川内村から

東蒲原郡西川柳 7=またがる大団地と,その北方中蒲原郡川東村及び十全村に散在する2箇の′ト
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団地で,東経 139011'から139021′,北緯 37030′から37047′までの範囲にわたっている｡

(調査位崖図参照)

Fig.1.Surveyedarea.

第 1 図 調 査 地 位 置 図

月

Month

第 1 表 新 潟 の 気 象 観 測 表

Table1. Climatological工)ata,NIIGATA.
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両経営区のうちには,奥地及び不毛に近い岩石地域等利用価値の乏しい地域が相当あるので

それを除き,その他の地域について調査を実菟 したO

調査区域の面積は 7,166haで,全面積 38,388ha(東蒲原経営区 25,109ha,早出川経営

区 13,279ha)の約 19% であるo

B 気 候

当地城山気候は基日本式気候とよばれる気候の代表的なもので,冬季の降水量が極めて多

この地方の特異な現象としては晩春に見 られる7エーン現象がある｡

冬季の降水量のほとんどは雪であるO従って夜間の放熱が阻止される結果,結霜日数は意外

に少い｡通年の気温は同緯度の太平洋岸よりもや i高 く,湿度は夏季及び冬季隼高 く,春季及

び晩秋に低いO

二大に調査区域附近 2,3の土地の気象観測結果を示すと二次の通 りであるO

海抜高 Elevation3.8m,統計年次Yearsofof.1886-1945)

5 1 6 工 1 8

1骨 1,0…喜U o針 o三…;…
10.8
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∴･_

75.7

19

.:-L,.:

~∴

∴~･..

S

4-.1

日 照■

11喜:'L3 了 三:;仁 1三:三

1
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･1.( ■ .-. ∴･

9 ≧
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l甘 描 1Lo三喜……

:…■7 日 t7;41L :て̀0
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2Ll,05QU3
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津川 (東蒲原露営区のほ 中ゞ央部)

気通 年平均 1loC,月平均最高 26oC(8月), 月平均最低 -1oC(1月),最高 34oC

(7月下旬18月上旬),最低 -7oC(1月)

降水量 最大 250-300mm (1月,2月), 最少 90mm (5月-6月), 年給雨量 (平均)

2,200-2,800mm

風 東北及び南に山岳があり,内部 も山岳重複 しているため,風向は一定 しないが,檀

して春季は SWS,夏,秋は S,冬季は NW の風が多いO暴風は稀である｡

五泉 (早出川経営区の北部)

気温 年平均 12oC, 月平均最高 26oC(8月), 月平均最低 -1oC(1月),最高 32cc

(7月下旬-8月上旬), 最低 -5oC (1月)

降水量 最大 200-230m (1月,2月), 最少 90mm (5月-6月), 年総雨量 (平均)

2,000-2,200mm

風 春季は SWS, 夏,秋季は S, 冬季は NW を主風とする｡

給電 初霜 11月上旬 (時に 10月下旬), 晩霜 4月中旬 (時に5月上旬)

降雪 初雪 11月中旬, 経雪 4月中旬

C 地 形

地形は一般に急峻で,海抜高は 55m 乃至 1,363m の問にあるo LTq因は東北隅の飯豊山塊

(2,128m)及び南方の御神楽岳 (1,386m)を中心とする大小の山岳によって囲まれているO

このほ1.1中央を本地方の大川である阿賀野川が,多くの支流を伴って貫流 している｡国有林は

お しむね南北に画 し, 200乃至 500の急斜面に分布する｡

攻に各団地毎にや 1細かく説明を加えると,高森団地 (第3調査地,第 1図参照)は阿賀野

川の支流で高暢山 (1,166m)を水源とする荒沢の流域である｡南及び南西に画した傾斜面が多

く,南部の第三紀骨から出来ている山地を除いては倉科地が多いO

新谷団地 (第2調査地)は阿賀野川の支流新谷川の上流を占め,筒は自髭山,北及び東は急

峻絶壁の多い山岳によって囲まれている｡この団地は新谷川を挟んで北西向及び南東向の傾斜

地にわかれる｡傾斜は 200乃至 300のものが多い｡

中ノ沢郵 也 (第1調査地)は中ノ沢川を囲む団地で,南は阿賀野川に臨み,束,西,北の三

方は山岳によって囲まれている｡この団地は,中心部附近を除いては,いづれ も急峻な地形で

ある｡細か く見ると,東南及び南西向の傾斜面には産科地が存在するが,南面は300以上の急

傾斜地が多い｡

土井団地 (第4調査地)は阿賀野川の滴方にあるo東及び南は福島県界の山岳に境し,北方

には目指岳 (650m),戸屋峠等一連の尾根があるO 団地のほ 中ゞ央を柴倉JIIが北流 している
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が,川の西方の山地には岩盤の露出したところや急峻なところが多く,川の東方も土井,柴倉

両部落附近を除いては 300以上の念傾斜地が多い｡ 傾斜の方向は西及び北西面が大多数であ

る｡

三五郎 (第 7調査地)及び白山 (第6調査地)の両Lq地はいづれ も古生骨から成る急峻な山

岳地である｡≡五郎団地は,西方の沢潤い,LLl脚部の一部を除いては,ほとんどが300以上の

急傾斜地であるo白山団地も同様に急峻な地形で,白山 (1,012m),画戸山 (656m)を結ぶ

山系を中心にして西及び北西に画 し,蛙野,慈光寺附近の山脚部を除 くと多くは300以上の急

傾斜地で,基岩の露出したところが多いO

D 地質 (母岩及び風化)

高森団地 (第3調査地)は花嵐岩及び第三紀骨を基底とし,随所にこれらを貫いた石英粗面~

岩が過半の面積を占めているo花覇岩はや 1粗粒でかなり探暦風化を行っており,石英粗面岩

は比較的節理が良 く発達 しているが風化は余 り進んでいない｡

第三紀暦は夜色貢岩を主として砂岩を挟んでいるが節理は少く,皮膜状に風化をする傾向が

見 られる｡

新谷団地 (第2調査地)は第三紀暦の貢岩,砂岩,軟岩が分布の大部分を占め,各所に石英

粗面岩がこれ らを貫いて分布 しているが,接脚部附近には熱水作刷に依る分解物と思われる陶

土化 したものがかなり分布 して,いわゆる地た り地の様相を持つ特異の風化形式を取ってい

るQ又南部には小地域であるが粘板岩を主とする節理の多い古生唇の岩石が分布 している (201

林班附近)0

中ノ沢団地 (第 1調査地)は高森団地とは 同ゞ様な岩柾が分布するが,中ノ沢右岸は第三紀

FF凝衣岩の分布が広く,左岸は石英粗面岩が分布の過半を占めている｡叉川の上流地域酎 E局

岩が主な分布を占めている｡

土井団地 (第4調査地)は大部分が第三紀瞥凝衣岩より成り,団地の北部に′)､規模な石英粗

面岩,安LLJ岩の分布を見る｡

三五郎及び白山団地 (第7,第6調査地)の主要部分は古生骨の粘板岩,珪岩,硬砂岩より

成 り,一般に節理が細かいQ三五郎団地の北部には粗粒の花嵐岩が分布 し,かなり探暦まで風

化 して居る｡

E 林況及び植生

調査地域の植生は森林植物帯でいう濃帯林に属 し,天然生林としては,ブナ,ミヅナラを主

林木とする広葉構林と,これ ら広葉樹にスギ,ヒメコマツ,アカマツ及び僅少のネヅコ等の針

葉樹類を混生する林分,及びこれ ら針葉構類 を主林木とする比較的小規模な林分とがある｡ブ
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チ, ミヅナラを主林木とした代表的な林相は各団地の奥地 (主として馬取川,宝谷川,柴倉川

｣二流域の山腹)に見られ,林齢 80-250年,ha当り蓄積 150-300m3 を有 して居るO針葉樹

類は大体同地域の中腹上部及び峯筋を占めて分布 し,中腹上部はスギが,峯筋にはヒメコマツ

の生立が多い｡このスギ,ヒメコマツを主とした代表的な林相は中ノ沢及び高森団地の中腹以

上に見 られる(i)O又600-700m以下の峯筋はアカマツが主林木を.占めているO三五郎団地,高

森団地その他谷筋には トチノキ, サ-グル ミにケヤキ, オ二グル ミ等を混 じた林分 も見られ

るOこれに束｢し各団地の低山地域には古来伐採を繰返された結果形威されたコナラ,クl),ホ

ホノキ,カ-ヂ類其の他の広葉樹を浪生した小径木の二次林が広 く分布するDそのほか地域内

の急傾斜地には,雪崩による土壌侵蝕 林相の破壊のたやに僅かに漉木状の林木が列状叉は小

瀦状に残存 しているに過ぎたい所が相当面積･kLJiめているo

人工林はスギ林が最も多 く,このほか ヒノ千,サ-ラ,ヒノヾ,アカマツ,クリ,ケヤ千 ,オ

ニグルミ林等があるがスギ林の一部を除いては成育不良で,漸次ナラ類,カ-デ類を主とする

広葉樹二次林に移行 して居るものが多いO

∬ 土壌の分類及び分布

A 土壌調査方法

本調査は林業試験場発行の森林土壌調査方法菩により実砧したが,土壁暦断面の設定は団地

那,地質系統別,位置及び地形別,及び植物群落別に蔑つかの試孔を掘 り,そのうち1乃至数

ヶ所に設定した｡

丈,一部の土壁型についてはその林分の材横測定を行い,土壁型と林木生育との関係を調査

した｡

二上蝮の理化学的性質のうち,窒素の定量は設備の関係で省略 した｡

B 土壌暦断面の説明

本調査区域内に現われる｣二壇の形態的特徴を団地別,地形別及び植生別に記載すれば二次の通

りであるO

(1) 当地域･73天然生針葉闇のうちスギは更新.,生汚型に著しい特徴があり,その多くは上述の

如く広葉掛こ混生して居るが,実生,伏条更新によって列状叉は小群状をなして山腹上郡及び

遅筋に分布するO叉生活型は立条をなすものが極めて多いb五条と云うのは地上約 2-3m a:潤

近で多数の枝が分旺し,その枝より夫々1乃至2本の直幹が生立してIv､7=ものであそ-｡通帯一

株より8-10本の直幹を生じているが,多いものでは 22本生立しこ⊂いる例もあった｡ この成

因は.その形状及び分肢位置から見て,積雪の影響である様に思われる｡ ▲



東蒲原早出)ll経営区の土壌 (森山 ･佐藤 ･石沢) 1 2g-

Profile1.

土壌型 PJ)Il(B)｡スギ天然林｡

所在 新潟県東蒲原郡豊実村東蒲原経営区 53林班

地形 山腹上部及び尾根｡

イ頃斜 300

方倍 N

海抜高 770m

母材料 石英粗面岩

林相 倭香木階, スギ 84%,ブナ 9%,其他

ミズナラ,ヒメコマツ ,ヲノヲレカンパ等 7%,荏

喬木階は主としてスギ,並木階はスギ,クロモジ,

エゾ-ヅ1)- ,二ホヒコブシ,マンサク,ヤマツツ

㌔ ,1)ヤウブ,ヤマダルマ,レンゲツツジ,地表階

はツル,アl)ドホシを主とし,僅かのコブシ,ツルシ

キ ミ,ヒメモチ,エゾ-ヅ1)- ,スギ,マンサク,

ノ､ナヒl)ノキ, ヒメアヲキ等より成る天然林 であ

る｡(P,6】～64,材鏡調査図表参照)

L 2cm スギ及び広葉樹の落葉,粗に

10010

20

30

40

5D

Fig.2,Profile1.
P上川ISOil.

部環賃
-

ノ

描

約

割

鉄

石

㍗

F｡
Or

隙

撰

空

根

石

aC

R

s

堆枝｡

F 4cm 比較的密に邦枝,や しplatyの感がある｡

H 2-4cm 帯紫黒褐色,1乃至 20cm の粗粒状構造が発達,A 骨との境には雲状

の墨洞がある｡根系極めて多,舵 ,この骨にある石英粗面片は酸性寓柿

の影響で軽石状になっている｡

A1 812cm 黒褐色,右横僅かに存/在する壊こし二, 1.5-2cm の塊状構造が発達,乾に

近い潤 ,戟 ,根系極めて多｡

A2 3-7cm 斑状に (場所によって帯状に)溶脱 されてこ矢白色を呈する｡右横を僅か

に含む砂壌土, Massiveに近いが堅い部分と軟かい部分が混在する｡

乾,根系が僅かに存在する｡

BrB2 5cm 橘=植及び鉄が斑状に集積 して帯黒褐色乃至黄褐色を呈する｡殊に岩石下

部を鉄が濃色に染めている｡径 10cm位の石磯を多く含む砂壊二上 粗大

な塊状構造が弱度に発達,壁,舵,根系は岩石の問に稀｡白色菌糸があ

(2) 大政正隆,昭和 26年 (1951),ブナ林土壌の研究 林野土壌調査報告 1



- 30- 林野土壌調査報告 第2号

る｡

B3 25cm 上官よりは色淡 く,黄褐色,石疎頗る多 く堅,戟,僅かに白色菌糸があ

Bo

c 上骨より漸変的に推移,黄色,石磯の間隙を砂壌土が包める感 じ,乾 ′

根系は局部的に分布する｡

Fig.3. Belttransectchartofforestnearprofile1.

註) Profilelは北斜面であるが,稜線附近はスfよりもヒメコマツが優勢となり,南斜面上部

では,lfメコマツ,ミブナラの混汚林となっているo土!翼型も稜茸泉を境として Podzol化が見

られず BA型となる｡

Profile2.

土壌型 Bc(未熟土)(3),ブナ天然林O

所在 新潟県東蒲原郡豊実村東蒲原経営区 50林珪E

地形 長い山腹斜面の中腹や 1下部｡

傾斜 350

方位 NW

海扱高 700m

母材料 花覇岩

(3) この層断面の土壌型を一応 Bc塾としたが,土壌としてかなり未熟であり,著しく砂質で

あるために形態的な特徴が判然としないので典型的なものとは区別した方が良いかも知れな

いo Bl層が異常にさらさらしていること,A,Bl両層に乾燥性菌糸が介在することは或いは

砂質の土性の影響で操水力弱く水分が下層に速かに流失するためもあると思i7れるO花尚岩を

母材料とする急斜面には,この枝な断面形態を示す土壌がかなり広く分布する｡



東蒲原早出州経常区の土壌 (森LLい 佐藤 ･石沢) - 31一

林相 倭喬木階ブナ,液木階イタヤカ-デ,l)

ヤウブ,ヤマモミヂ,ク｡モジ,ムシカl), トチ,

地表階ツタウルシ,シシガシラ,イ-ウチノ､,ミヤ

マカンスゲ,ショウマ,キツカウ-グマ等より構成 ,

され,ブナ林として本荘営区中最も蓄積が多い林分

である (ha当り蓄積 300m3)｡ 潅木階は乾性の植

物,草本階はや 1湿性のものがあるが後者は健全な

成育をしていない｡

土壌瞥断面

L 痕跡 ブナ落葉 (急斜と融雪の影響

で流されてしまうらしい)a

F L2cm ブナ腐朽薬, レンズ状に堆

fLli･u

A 10cm 腐植の含量 少く,淡 褐色,

石磯を殆んど含まない砂土,

0
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Fig.4. Profile2.

Bc-soil.(未熟土)

R---梶

S-･･-石傑

Sa--新鮮な砂粒

Crumbの形成は横弓易であるが孔隙に富み,頗る髪,潤,白色菌糸を認

めるO根系は

この官に最 も

多いが,昏断

面重体として

は少いo

B1 20cm 淡黄褐色乃至

TyJi黄色,腐植

は殆んど含有

しない｡石裸

(1-3cm) 杏

僅かに含む砂

土,特別な構

造は認め難い

が異常にさら

さ ら して い

る｡軟,潤,

白色菌糸があ

Fig.5. Belttransectchartofforestnearprofile2.



--32～
林野土盤調査朝普 第 2号

る｡

B2-C1 30cm+ 上唇に比較 して更に砂質となり,色が淡 くh:るb lOOcm に至っても基

岩は見 られない｡

Plofile3.

土壌型 Bc,ナラ薪を主とした二次林 (ヒノキ不成立地)o

所在 新潟県東蒲原郡豊実村東蒲原経営区51林埋 り小班 ｡

地形 中腹上部｡

傾斜 200

万位 SE

海技高 440m

母材料 英次岩

林相 かつてヒノ千を植栽 したが生育極めて不

良で許),コナラ,アカマツ等が陵入して二次林が形

成されているO混生する植物は上記2位の他にヤマ

ザクラ,ヤマグノ､,ヤマウルシ,アブラチャン,刀

-デ類, ムシカl), ツノ,､シバミ等が叢林状 をな

し,地表階にはモミヂイチゴ,ナルコユリ,ヲカト

ラノヲ,ゼンマイ, トコロ, トリアシショウマ等が

ある｡

土壌骨断面

L 2cm 広葉樹落葉,粗に堆積｡

F 3-4cm 簡朽葉がや 1密に堆積,骨

0
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Fig.6. Profile3.

Bc-soil.

JO言I′lu＼Jl)UFdQjL(I/C3'VIFrl

l ⊂コ1 /o十l

⊂〉

o o o S oo三1RD
-1----一′一一一-叫,-,.1-
C3 D◇ D q

〟 ::t.'･●い

R 梶

S 石雄

N 堅異状構造

状｡

A1 8-10cm 淡黒褐色,角磯 (凝爽岩)を含む壌土 軟 らかい塊状構造が素敵 潤,

根系多D

AヨーB1 34cm 帯衣銅 品色,′慨 を多数含む壌土,上部に堅凍状構造が発嵐 や 1軌

乾｡

B3 8-12cm 淡衣 黄色,右横 含量極めて

多, massive, 壁 ,乾,

Cl lOcm+ 衣黄色,1]=大磯が多数現われ

る｡根の分布僅かO堅,潤.

話) 当地方は土地の如何にかかわらず,気慣的にヒ

ノキは成立しない｡

Fig.7.Belttransectchart

offorestnearprofile3.



東蒲原早出)lI経営区の土盛 (森山 ･佐藤 ･石沢) _33_

Profile4.

土壌型 Bl)(崩積土),スギ人工林｡

所凍 新潟県東蒲庶郡豊実村東浦原産営区 53林班と小班

地形 沢に臨む山裾の緩斜面｡

傾斜 20D

方位 SWs

海技高 400m

母材料 石英粗面岩

林相 スギ植栽木10年生,生育状態 中の上乃

至上d林内の植物には,コナラ,キブシ,イタヤカ

-デ,クロモジ,ヤマモミヂ,ムシカ1才,アブラチ

ャン, トチ,ヤマブドウ,ヤマウルシ,ミヅキ,-

ヒイヌガヤ, モ ミヂイチゴ, トコロ, クズ, ヨモ

ギ,イタドリ,ワラビ,フキ,ヲカトラノヲ, ト1)

アシショウマ,ゼンマイ等が昆られるが,何れ も貧

易弓である｡

0.
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Fig.8.Profile4.
B工トSOiI.

--.ll--------a---I-L､
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Cl

土壌層一断面

L 2cm スギ及び広葉樹落葉｡

F 2cm スギ及び広葉樹腐朽砕葉｡紬根がかなりある｡潤｡

A1 8110cm 黒褐色,石嘆を含まない砂盛土,孔隙に富み, Crumb構造発達,影,

湿,根系かなり多｡

ArB1 8--10cm 淡黒褐色,石棟を僅かに含む砂壌土,massive,戟,湿｡

B3 20cm 淡黄褐色,右横は下部に進む

に従い多く,大きくなる｡砂

壌土,massive,戟,潤｡根

系少｡

C1 20cm+ 石磯は上腎より多く,土壌は

その間隙を埋めている感じで

あるが母岩には達 しない｡根

系の分布榛ない｡

Fig.9.Belttransectchart
offorestnearprofile4.

Profile5.

土壌型 BA,天然生スギ点生地｡

所在 新潟県東蒲原郡三川村新谷東蒲原経営区 14林班よ小班



- 34- 林野土壌調査報告 第2号

地形 峯の風衝地｡

傾斜 250

方位 NW

海抜高 400m

母材料 石英粗面岩

林相 スギ点生, 形質不良｡ この他 コバノト

ネ 1Jコ,カ-デ類 , リヤウブ,マ- ミ,ブナ,クロ

モ ジ,ムラサキ シキブ,ヤマツツジ等が混生 してい

るが,何れ も形質は不良である｡

L､ 2cm スギ及び広葉樹の落莫粗に畦

稜｡

F 2-3cm 破砕菓がや 1密に堆積O乾o

H 0-0.5cm 帯褐黒色,粉状,レンズ状

ミ聾暦として僅 か に認められ

る｡乾,紬根が蜜に分布.

∩)

0

∩)

1

2

Fig.10.Profile5二
BA-βoil.
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粒

塊
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A

A IOcm 淡黒褐色,石磯に富む微砂質壌土,紬粒状 (loose-glanular)構造が発Z

達,孔隙に富み影,

乾,根系が極めて多

く,吸収根には白色

菌糸が多く見受けら

れるD

BIC1 40cm 淡黄褐色, 5-10cm

径石疎の多い細砂質

痕土,上部に小塊状

構造が発達｡下部は

岩石の間隙を土壌が

埋めている感 じD乾

Fig.ll.Belttrans占ctchartofforest
nearprofile5.

に近い潤O根菜は石

疎の閲に分布 し,白色菌糸を附着するものが多いo

Profile6.

土塊型 Bc,スギ天然林｡

所在 新潟県東蒲原郡:三川村新谷東蒲原経営区 25林班と小班



東蒲原早出川経営区の土壌 (森山･佐藤 ･石沢) _ 35-

地形 尾根に近い傾斜軌 この斜面の下部は倉科となって沢に連っている｡

傾斜 250

方位 SSW

海抜高 500m

母材料 磯岩 (古第三紀盾)

林相 倭喬木階,スギ,主として立条型 (P.28

脚註1参照)で株数は少いが樹冠は殆んど純林状に

驚閉しているo従喬木階,ミヅナラ,ホホノキと小

数のカ-デ類,港木階及び地表階にはェゾ-ヅ1)ハ

が貴 も多く,クロモジ,アブラチャン,ムシカリ,

ハ ヒイヌガヤ,ウノ､ミヅザクラ,ヒメ7ヲキ,ツル

71)TI-ホシ等が見受けられるが数は少いo

土壌官･断面

L 2-3cm スギ,ミヅナラの落葉粗に堆

積.､

F 3cm スギ, ミヅナラ等の破砕妾が

0◆

10

20-

30~4050

Fig.12.Profile6.
Bc-soiL

･'限

･石碑

･塊状構造

や 1密に堆積,僅かに管状｡乾｡H層-はない｡
A 1 4-6cm 淡黒褐色,′j磯 (5-10mm)を含む壌土, や 1内容の蜜な crumb乃至

粒状構主凱 孔隙多く髭,潤,細棟多o

A2-Bl 15cm 淡黄褐色,綾砂質壌土,石磯は下部程多くなる｡粗大な塊状構造が弱度

に発達｡堅,乾山圧い潤,この暦の上部に中根が多いo

B2-C1 5ccm 石磯含量多くなり断面積の殆んどを占める｡根系稀｡

Fig.13.Belttransectchartofforestnearprofile6.



_ 36～- 林野土壌調査軸管 第 2号

Profile7.

土塊型 BD,スギ造林地｡

所在 新潟県東蒲原郡三川村東蒲原経営区 22林班い小班

地形 沢に近い山裾の緩斜面｡

傾斜 150

方位 NN二E

海抜高 260m

母材料 石英粗面岩

林相 スギ植栽木,40年生,平均直径20cm,

樹高 14-15m. 林内の植物 には コマ- ミ,- リギ

リ,ゴンゼツ,ヤマウル シ,クエウツギ,フヂ,千

マ- I), ススキ, ワラビ, ゼンマイ, ヲカ トラノ

ヲ,チ ゴ- 1), タウゲ シバ , ヒ トl)シヅカ, シシガ

シラ等が見受けられる｡

L 0-3cm スギ落葉が散槙 して,堆秩を

欠 く部分 もある｡
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Fig.14.Profile7.
BlトSOi1.
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良---梶

L

Af

Bl

A1 6-8cm 黒鴇色,石磯を含 まない埴壌土, crumb状構造が 発達,孔隈に富み

髭_.潤,吸収根が密に分布 する｡

A2 16-20cm 淡黒褐色,埴壌土,massive-,戟,潤,中根僅かに分布｡

Bl 14cm 淡黄褐色,衣黄色の王陳 部がある｡埴壌土,堅繁,潤,根系はこの暦ま

で見られる｡

Fig.15.Belttransectchartofforestnearprofile7.



束蒲原早出川経営区の土壌 (森山･佐藤 ･石沢) - 37-

B2 20cm+ 二束黄色,単色,埴壌土,聖祭,潤｡

Profile8.

土壌型 B｣∃(崩積土)

所在 新潟県東蒲原郡≡川村新谷東蒲原経営区 14林班い

地形 渓流に臨んだ山裾斜面｡

傾斜 300

方位 W

海抜高 180m

母材料 石英粗面岩

植生 スギ造林地,42年生,平均直径 32cm,樹

高21m,林内植物にはアプラチャン,ミヅキ′,ヒメ

アヲキ,キブシ,アケビ,ムラサキシキブ,1)ヤウ

0-

メンシダ,-I:-ノネゴず, ト1)アシショウマ等が見 10-

られる｡

土壌瞥断面

L O12cm スギ落葉散在｡

F 0-1cm スギ披砕菓局部的に堆積｡

A1 8-10cm 黒褐色,頗る腐植に富む｡石 40-

漢 (2cm 径)を点在する埴壌

土,crumb状構造良 く発達,

二転,湿,純株の分布は比較的 60.
リノ､い｡ 70

A2 22-27cm 黒褐色,上菅とは極めて漸

Fig.16,Profile8.

BE(BFトsoil.

:ufoLL軒'(

cp so/RI ugRD lq
l7＼ LTT: ｣:､

____一望 憲≡_･･･
C) C)
･､･ ､
･～･

A2

A-(Bl)

変的,右横 (3-5cm径)は石

英粗面岩の他に花尚岩,砂岩を含む埴壌土,上部に趣 く軽微な crum b

状構造が発達,戟,湿,中根の分布や i多｡

A-(Bl) 30cm 淡黒褐色,上菅とは漸変的,石碑は下部に進むに従い大きくなり,20

cm 径のものを含むQ埴壌土,戟,湿,根系は殆んどない｡

B2 20cm+ 黄褐色,転石の大きなものが増加する｡埴壌土,や i堅,湿O



(li上:)

Profile9.

土壌型 BA

所在 新潟県東蒲原郡三川村中ノ沢東蒲原経営区

6林班は小班

地形 輝尾根に近い急斜軌

傾斜 300

方位 SW

海抜高 460m

母初料 花梅岩

林相 ヒメ-マツ,スギ大鹿#,優喬木胤 ヒメ

コマツ,平均胸高 30cm･樹高 12m が大部分を占めこ

れに庸高 718mのス半を混滑するo従喬木階,ブナ,

ミヅナラが僅か-喘 在するO硬木階及び地表階,rコブ

シ･ナナカマ ド,アヅキナシ,マンサク,オホカメノ

千,リヤウブ ,ヤマウルシ,ホツツジ,ヤマツツジ,

ミツバツツジ,ノーヒイヌガヤ,-ナヒリノ千等がある｡

Fig.18. Profile9.
BA-soil.

L
F

班

A



束蒲原早出川経営区の土壌 (森山 ･佐藤 ･石沢) - 39-

土壌替断面

L 2crn 主としてヒメコマツ落葉o

F 4cm ヒメコマツ,スギ腐朽糞,マット状に堆積,乾｡

H L2cm 帯鼠黒色,粉状構造,紬根及び菌糸によって囲接される.A骨との境に

は大きな垂洞が連続している｡自鼠色の菌糸を多数認めるが,菌糸網暦

はない｡乾に近い潤｡

A 9crn 淡黒褐色,小換 (0.2-1cm)を含む砂盤上,粗餐な粒状 (loosegranu-

lar)構造,餐,戟,

根系の分布極めて多

く,菌糸が良く附着

している｡

B 35cm 黄褐色,花罵岩の磯

を多く含む砂上,梶

東の席順 に組粒状構

造が発達,土粒の結

合弱く,軟,舵,中

細梶がかなDある｡

C1 30-40cm 衣黄色,二巨大な石

裸の間隙を砂が埋め

る感じ,土粒の結合

Fig.19.Belttransectchartof
forestnearprofile9.

弱くざらざらしているO乾に近い潤,根系は僅かに分･布｡この暦のTに

基岩が現われている｡

Profile10.

土塊型 Bc,スギ造林地｡

所在 新潟県東蒲原郡三川村中ノ沢東蒲原造営区 o

3林班ほ小難

地形 長い緩斜面中部｡

傾斜 5〇

万位 S

海抜高 400m

母材料 石英粗面岩

林相 スギ植栽木 42年生,平均胸高 17.5cm,

平均樹高 15m,ha当土日オ積 260m3,林内植物は港

0

0

1

2

Fig.20.Profile10.
Bu-soil.
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木階,地表階を通 じて乾性のものが多いが,蟹閑が進むにつれて多少湿性の植物が寝入して来

ている｡即ち,ヤマウルシ,7)ヤウブ,ミヤマガマズミ,ツノ-シバミ,ク.),ヤマモミヂ,

ノ→クウンボク,コマユミ,ムシカl),イノ→ガラミ,ヒメアヲキ,ノ､ヒイヌガヤ,シシガシラ,

カンスゲ等が見られるOとの林分について材秩調査を行ったが,これ酎麦速するO

土壌暦断固

L 2cm スギを主とした落葉｡

F 213cm スギの腐朽破砕葉や 1密に堆積,潤 ,この骨とA暦の間に小峯洞が多数

存在する｡

A 8-10cm 淡黒褐色,石碑のない埴埴土,や 1撤密なCrumb乃至塊状構造が射j夏

に発達,敬,舵,根系がや 1多く,白色菌糸がある｡

B 18cm 淡黄褐色,石磯の少い埴壌土,上部には 1cm大の堅果状構造が発達し

て,ポロポロした感を与える｡堅密,戟,中根が点在するO下部でも根

系の廻 りは軟で,塊状構造が発達,白色菌糸を僅かに認める｡

Cl 約20cm粗大な右横が非常に多く,土壌は岩石の間隙を埋めている｡堅,戟,根

系の分布はない｡

Fig.21.Belttransectchartofforestnearprofile10.

Profilell.

土壌塑 BE(古い崩錬士),スギ造林地O

位置 新潟県東蒲原郡三川村中ノ沢東蒲原経営区3林班ほ小域

地形 前記 Profilellに揺する長い緩斜面下部の僅かに凹地形｡

傾斜 50

方位 SSE

海抜高 260m

母材料 石英粗面岩



束蒲原早出)7f経営区の士魂 (森山 ･佐藤 ･石沢) - 41-

林相 スギ植栽木 42年生,平均胸高 27cm,x

平均樹高 18m,ha当り材積 530m3,林内植物は潅

木階, キブシ, ヤマグ-, ノl]ウツギ, ヤマブダ

ウ,エゾ-ヅ l)-,ヒメアヲキ,クエウツギ,ホホノ

千,クロモジ, ゴンゼツ,ムラサキシキブ,ウ- ミ

ヅザ クラ,マ- ミ,マタグt=+,サンセウ,アブ ラチ

ャ ン,- ヒイヌガヤ,ユキツバキ等,地表階, クマ

イザサ,タチッボス ミレ,チヂ ミザサ,カンスゲ,

トコロ,ヤマイを,タケシマラン,ウチ- ドコロ,

コマムシグサ等がある｡

この林分の材積調査を行ったが, これは後述す

る｡
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土壊盾断面

L 2-3cm スギの落葉粗に堆積｡ 70

F 2-3cm スギ 腐朽薬 , レンズ状 に 堆

積D潤O
8/0

F垣.i22.Profile壬1.
BE(BF)-soil,

A1 8cm 黒褐色,腐植に頗る富む｡石磯のない埴壌土, crumb状構造発達,礼

隙に富み,髪,潤,根系殊にスギの吸牧根及び トコロの根が多い｡

A2-B 28cm 淡黒褐色,腐植に富むD石磯のない埴壌土,massive,や 1堅密,過,

中根が僅かに分布o根系の周囲は軟o

A′ 15-18cm ArB より黒色,石磯のない埴壌土,massive,堅密,湿,枚系は殆

んどない｡

Fig.23.Belttransectchartofforestnearprofilell.



ー42- 林野土壌調査報告 第2号

B1 40cm 淡黒褐色乃至黄色 石碑はこの骨下部から現われるが良く風化 していて

鍬で砕 くことが出来る｡極めて粘凋な埴土,根系はないo

Plofile12.

土壌型 Bl,ミヅナラ林｡

位置 新潟県東蒲原郡東ノl順手土井東蒲原経営区 55林班 り小班

地形 ′J､盆地を囲んだ丘稜性緩斜面｡

傾斜 100

方位 SSE

海技高 400m

母材料 凝衣若

林相 優喬木階,.天然生.ミヅナラを主としコナ

ラをi見え,平均胸高 20cm, -lf均樹高 18m,ha当

り材積 174m3 を有する. 滋木及び草本階,クl),

ヤマウルシ,ヤマモミヂ,リヤウブ,ウ-ミヅザタ

ラ,イクヤカ-デ,マンサク,コバノトネ1)コ,レ

ンゲツツジ,ゴンゼツ,ムシカlJ,ヤマ-辛,アケ

ど ,ホホノキ,チゴユ 1) ,ワラビ,アキノキl)ンサ

ウ等がある｡然し乍らこの地域はかなり三圧くまで放

散地ゼあったとのことで,大正二年版地形図でも大

部分は草生地となっている｡

こL7)林分の材積調査を行ったが後述する.

土壌替断面

L 2cm ナラ落葉｡

F 1-2cm ナラ腐朽菓C

01020
30
40

50

60

Fig.24.Profile12.

BID-soil.

造構状

目

糸

梶
塊

割

薗

求

BI

Fi

M

A1 6cm 黒褐色,黒色の甚E状部がある｡石棟のない埴壌土,軽微な塊状構造が発

達するが孔隙少,戟,戟,細根の周囲に白色菌糸が広がっている｡

A3 20cm 淡衣黒色,凝衣岩の風化 したものらしい淡色の斑状部がある｡右横のな

い埴壌土,粗大な塊状構造が僅かに発達,や 1堅,･乾, 中根僅かに分

布｡白色菌糸がある｡

ti 18cm 黄褐色,石磯のない埴壌土,縦に割日が魯るO堅署,潤 ,根系は上菅よ

りも多いO

A' 17cm 淡窯場色 埴壌土,massive,竪 ･′滞,株系は僅かに分布する｡

B' 10cm+ 黄褐色,埴壌土,massive,頗る堅軌-潤,根系はないO



束帯庶早馴 髄営区の土壌 (森山･佐藤 ･石沢) _ 43_

この土壌は森林の成立によって槌化が行われている土壌である､と考えられる｡

Figl25 Belttransectchartofforestnearprofile12.
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Profile13.

土壌型 Bl),スギ造林地｡

所在 新潟県東浦l/P.J郡東川村土#,民有林

地形 傾斜面下部O

傾斜 50

方位 SSE

海抜高 380m

母材料 第三紀瞥頁岩

林相 スギ植栽木 35年生,平均胸高 20cm,

平均樹高 20m,ha当り材積 292m3 を有する林分

で,林内植物にはヤマウルシ,-ヒイヌガヤ,ムシ

カ1)･ ゴンゼツ, クl) , アブラチャン, ヤマモミ

ヂ,ヲカトラノヲ,ゼンマイ,アキノキ.)ンサウ,

イハガラミ,ヲケラ,チヂミザサ等が散生する｡

この林分について材積調査を行ったが,これは後

逸する｡
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Fig.26 Profile13.
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土壌骨断面

L 2-3cm スギ落尭粗に堆積｡

F L2cm スギ腐朽菓僅かに堆稼o

A1 7-9cm 業鴇色 石磯 (012-2cm 貢岩片)を含む植壌土,Crumb状構造発鼠



一 44- 林艶畑 調査報告 滞J2蓉

影,湿,線素は革木本共に少い､｡

A2 10cm 黒鴇色,Alとは漸変的,細石磯を含む埴壌土,や i粗大な Crumb乃

至塊状構造が弱慶に発達,敬,湿,根系は木本のみ少数分布｡

B1 25cm 黄褐色,石磯を上唇と同程度に含む埴壌土, massive,や 1堅,湿,梶

来は殆んど分布 しない｡

BrC1 20cm+黄褐色乃至衣黄色,石磯含量は多く,下唇に進むに従い増加する.埴

土,堅署,並,根系は分布 しないo

Fig.27 Belttra_nsectchartofforestnearprofile13.

Profile14.

土嚢型 BE(崩積土),スギ造林地｡

位置 新潟県東蒲原郡束川村土井東蒲原経営区

-57林班と小班

地形 かなり意な傾斜面下部｡

傾斜 28o

方位 NNE

海按高 660m

母材料 古生替粘板岩

林相 スギ植栽木(幼令林),保残木として トチ

が残存している｡林内植生は人工的に破壊されてか

ら年数が浅いので記述する意味が掻いが,湿性の植

物が多く, リヤ ウメンシダ, コアカソ, ミヤマ カタ

バ ミ ,ウ 1)ノキ, エ ビヅル,- ヒイヌガヤ,ニ- I
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Fig.28.Profile14.
BE-Soil.
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コ等が見受けられる｡

土壌昏断固

L 0-2cm トチ,スギの落葉が散在｡

Al 13cm 黒褐色,片状小石磯は地表部

より混在するo壌土,極めて

軟かい cmmb状構造発達,

茎隙が多く髪,湿,シダ類の

根毛が多い｡

A2 10cm 淡黒褐色,小石棟をかなり含

む壌土,軟かい塊状構造が僅

かに発達,小室洞がある｡軟,

湿,根系は少い｡

B 40cm+ 衣黄色,大小各様の石疎が増

加する｡硬質壌土,特別な構

Fig.29 Belttransectchartof

forestnearprofile14.

蓮は認められないがかたり軟

かい｡湿,三択系はこの管の上部 まで分布するo

Profile15.

土壌型 BA,スギ不成績地伐跡地｡

位置 新潟県中蒲原郡川東村早即 日経営区3林班は小帯

地形 尾根に近い傾斜面上部｡

傾斜 300

方位 E

海技高 140m

母材料 古生替硬砂岩

林相 スギを植栽 レてあったが生育不良で,奴

に伐採されているので正常な林相を呈していないが

親われている植物名を記載すれば,アカマツ,ヤマ

ウルシ,ヤマグワ, コナラ,ノ､シバ ミ,ヤマモミ

0
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30~
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Fig.30 Proflle15.
BA-soil.

ヂ,クリ,ノリウツギ,ミヤマガマズミ,ウノ､ミヅ

ザクラ,サル トリイバラ,ツルウメモドキ,ムラサキシキブ,ヤマバウシ,ヒメアヲキ,-ヒ

イヌガヤ,コマユミ,ヤマシロギク,カンスゲ,シシガシラ等であるo

土塊昏断面

L 落葉僅かに散在 (伐跡地のため殆んど消失)｡
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A IOcm 淡黒褐色,石磯の少い砂壌土,粉状乃至細粒状構造,及び looseな塊

状構造が発達 して,ポロポロしている｡孔隙に富み軟,乾に近い潤,細

根,殊に草本の根が極めて多｡

B 20cm 黄褐色,石棟 (2-5cm 大)を実在する砂壌土,細孔隙に富み軟,乾-

C 硬砂岩塊｡

Pro丘le16.

土壌型 BB,ブナ天然林.

位置 新潟県中蒲原郡川東村早出.川経営区 1,2林班の境界

地形 尾根肩部の緩傾斜地

傾斜 50

方位 SW

海抜高 400m

母材料 古生骨硬砂岩

林相 ブナを主とする天然生林であるが形

質は不良である｡潅木階はコブシ,ヤマウルシ,

ユキツバキ,マンサク,クロモジ,ムシカ1),

ホツツジ,アクシバ,-ナヒリノキ,ナナカマ

ド,レンゲツツジ,リヤウブ,ミヤマシキミ,

ミヅナラ等,地表階はイ-ウチ-,シシガシラ

等が多く見受けられる｡

土壌替断面

Fig.31 I)rofile16･
B】ヨーSOil.

氏--･･限

S--･･石傑
Ca---空洞

Bl･- -塊状構造

L 2cm 主としてブナ落葉,粗に堆積o

F 4cm ブナ席朽破砕葉,や 1蜜に堆積,上部と下部では組成が違っているが ′

何れ も薄盾であるので Fl,F2には分離 しなかった｡

H 2cm 帯紫暗褐色,軽髭な小塊状構造が発達するが細根によって国技,連鎖す

るOや i乾,細根極めて多｡

A 5cm 苛褐黒色,H管との境は小峯洞が連続して明瞭に区分される｡右横を含･

まない壌土,粒状構造乃至小塊状構連が発達,軟,乾に近い潤,白色菌

糸が孔隙に滑って蔓延するO根系極めて多o

B1 12115cm 淡褐色であるが上部はや i褐色が濃いO角質届平な 2-5cm 大の石鍵

を含む壌土,塊状構述が発達,軟,潤,根系はこの骨に最 も多い｡

B2-C1 淡黄褐色,急激に石磯が増加する｡凍土.massive,堅,潤,根来も殆

んど分布 しない｡
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Profile17.

土壌型 BE(崩培土),スギ母樹林0

位置 新婚県中蒲原郡川東村早抑 廿経営区3林

難い小班

地形 山脚部傾斜面｡

傾斜 300

万位 NNE

海抜高 100m

母材料 古生Jg-硬砂岩

林相 スギ植栽小二,母樹林であるためにかなり

疎立しているので,生育は良好であるが,0.1ha当

わ材鏡は 33m3で,比較的少い｡林内植物はユキツ

バキ乾 も多く, その他サンセウ, アブラチャン,

ミヅキ,ソヨゴ,サ-了ヂサ4 ,クサギ,ヒメアヲ

千,ウリノキ,キイチゴ,コアヂサ4 , 二 - トコ,
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Fig.32 Profile17.
tSE-soil.

二

一

/

-

由㌔

R -▲-梶
S-･･-石裸

ナルコ-1),ジフモンジシダ,クジャクサウ, ミヅヒキサウ,カンスグ,ノブキ,1)ヤウメン

シダ ,カラマツサウ,T'/チ- ドコロ等が見受けられる｡

土蝮瞥断固

L 0-2cm 主としてスギ落

葉が散在｡

F 0-2cm IJと同様に散在

する程度で発達

不良｡

A1 20cm 淡黒褐色,1cm

前後の角磯が非

常 に多 い疎富

士,石磯の間隙

を極めて小 さな

crumbが埋 め

ている｡髭潤冒,

細槌が多い｡

A2B140cm Alとの推移は

Fig.33 Belttransectchartofforestnearprofile17･

qま

極めて漸変的,色 も変らないが ｢部はや i淡色となる｡石碑含量は上官よ
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りも増加する｡特別な構造は認められないo軟,潤,根系はこの骨の下部

まで分布する｡

BB 帯黒褐色,や 1粗大な岩棟の間隙を土壌が埋めているo多少の有機物を含

む｡軟,潤｡

C 土壌の分析成績

a. 自然状態に於ける土壌の理学的性質

第 2 表 理 学 的 性 質

Table2. Physicalproperties
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b. 土壌の機械的組 成

土壌層断面 i土 建 型
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第 3 表 淘 汰 分 析 表
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C. 土壌の化学的性質

林野土壌調査報告 第 2号

第 4 表 化 学 的 性 質
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I) 調査地域に現われる各土塊型の形態的特徴

当調査地域には BA,B｣;,Bcr,Bl),BE(BF),PDⅡ,Blの7型が出現 したが,各土壌型につ

いてこの地域としての形態的特徴を記述すれば二次の通 りであるo

BA型土壌 (乾性褐色森林土)

SE乃至 NW に亘る峯地附近の急斜面に現われているが,著 しく乾燥 し,又融雪時に表面

侵蝕を受けるためか,Ao暦の発達が正常なものに比較 して貧弱であ､るoA,B管には粗影な

粒状構造叉は堅果状構造が発達するO石英粗面岩を母材とする場合,粘質な土塊が形威され勝

ちであるが,この場合,B盾に縦の割目を有するものが多い｡土壌の色は一般に黄褐色である

が.一部には赤褐色を呈するものもあるO石英粗面岩を母材とするものは黄色が強いO菌糸は

AD,A,B隆に亘って蔓延するが,菌糸網腎の特に発達したものは認められなかったo

BB型土壌 (乾性褐色森林土)

や ｣広い峯地附近の綬斜地に小規模に分布 し, BA型土壌よりも土壌が明かに安定 してい

る｡ A｡暦は BA型土壌よりも厚 く,土壌はや 1緊密になり,B暦には堅異状構速が見られ

るoA,B両替共に白色菌糸が蔓延 しているo

BA型土壌に比較 して,赴木階の植物に乾性なものがや 少ゝいD

B(j型土範 (弱乾性褐色森林土)

この土壌には,いわゆる標準型のものと,前述(p.30脚註参照)の如 く未熟土で,その地形的

位道の他に,土性によって強調されるものと考えられる構造のはっきりしないものとがある｡

Ao暦-の発達は一般に貧弱で, 土壌中の有機物 も比較的少く,土壌の色も衣視)5至黄褐色J)

ものが多いD暦･の推移は一般に斬変的で白色菌糸がA,B両Tg.-に屡々認められるO土壌が粘質

な場合は,A 暦下郡及び B /rg-上部に堅巣状構造乃至塊状構造が認められるが,花崩岩の風化

土壁のうち未熟で著 しく砂許なもの等においては,この種の構造は認め難い｡

Bl)型土壌 (通潤性褐色森林土)

綬傾斜地に現われるものと,古生瞥土壌に多い沢沿いの傾斜地の土壌とに分けられる｡前者

は A,B唇の推移が比較的明瞭で,Aヨ暦以下は一般に堅密であるD後者は一般に崩稜土の堆

秩様式を取 りがちで,各官位の推移は漸変的であり,一般に右横の含有量多く,下唇まで軟

く,土壌の理学性が優るように思われる｡

BE型土壌 (射湿性地色森林土)

山間下部及び沢沿いの徴凹地に現われているために,遅積土,崩積土の堆積様式をとるもの

が多く,屡々A′腎を有するものがある｡一般に種々の犬さの右横を多数含んでいる｡

Pl)Il型土壌 (ポドゾル化土壌)

暦断面の形態は→椴のものに比して,A｡暦の発達がや 1負易易である｡普通 4-6cmで 10cnl
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を越えるものは少い｡有機物及び鉄の集積が斑状に行われる場合が多く,鉄は石磯の下部に特

に漁色を示す傾向があるO土壌は一般にかなり乾燥 していて,B替以下に至っても乾乃至乾に

近い潤程度のものが多い｡

BJ型土壌 (草原性黒色土)

表官より50cm 前後迄著 しく黒色を里している｡ 最上部骨は黒色の斑状部を残しているが

明かに槌色が認められるo土壌はかなり粘質で,A暦に堅果状構造が認められる｡母材料は凝

次岩であるが,深唇まで岩片の風化が進んでいる｡

E 各土壌型の分布状況

各土壌型の分布は別紙附図1号乃至7号の土壌図に示 した通 りであるが,なお

a) 豊実村高森団地 b) 三川村新谷団地 C) 三川村中ノ沢団地

d) 東川村土井団地 e) 三五郎及び白山団地

の5団地別に証明を加えるo

a) 豊実村高森団地

母岩を花謁岩とする 48,49及び高森事業所以北の 50林班の土壌は砂賢で, 53及び高森

事業所以南の 50林班の石英粗面岩を母岩とするものはや i粘質である｡ 51,52林班は第=_≡

妃酎 JI,J}岩及び貢岩より成 り,壌土乃至埴壁土のものが多い｡

BA型土壌 この団地は地形が急峻で尖頂に近い樺尾根が多く分布するために,この尾根を

取巻いてかなり広く分布する｡ 49,50林班の尾根には土壌を流失 した岩石露出地がある｡

BIi型土壌 50林班の綬斜の尾根に局部的に分布するが面積は僅少である｡50林班の同様

な地形の所で,海抜高のや 1低い所に花局岩を母君とし,断面形態は BB型の特徴を持ったか

なり赤色の土壌がある｡

Bc型土痩 この団地の大部分の面積を占めて分布する｡

IB】)型土壌 沢に泊った斜面下部に小面積づつ散在する｡この団地では,主として馬取川流

域のスギ造林地内に現われている｡

BE型土塊 Bl)型土壌の下縁に,趣 く小面積分布 し,主として,.罵取川上流 50林Ⅲの山

裾緩対地に分布する｡

Pl)Il型土壌 53林班の内,事業所より北方の北面傾斜の中腹以上,海抜高約 700m 以上の

所に分布する｡同様,或はもつと高い所でも,南画は植生も異 り,BA型土壌になっている｡

b) 三川村新谷団地

BA型土壌 高森団地と同様に,尾根及び附近の急斜面に分布する｡

BH型土壌 19.20,21林班と民有地の境界附近の峯地,21,22林甥界の尾根,及び14林

班の一部に分布する｡何れ も綬傾斜地である｡
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B(〕型土壌 この土壌の分布は,この団地でも最 も広い｡石英粗面岩を母岩とするものは黄

色が強く,緊密な土壌が多いo

Bl,型土壌 渓谷に接 した綬傾斜地に分布するが,面積は狭小であるo 代表的なものは 21

林班い小〕牡のスギ造林地であるが,その他 14,15,20,22,23林班の沢通 りに点在する｡

BE型土壌 14林班い,21林堆い等に代表的なものがあるが,他にもBl)型土壌に接 して

局部的に点在する｡

C) 三川村中ノ沢団地

2,3,4,7,9,10,13林班には石英粗面岩,1,6,7,8,9,ll,12林班には花嵩岩,9,

10,11林班には第三紀督砂岩及び貢岩より生成された土壌が分布するD

BA型土壌 地形的には前 2団地と同様である｡8林班の花嵐岩より成るこの型の土壌の一

部には,や 1赤褐色のものが分布するが,他は淡黄褐色のものが多いo

B】〕型土壌 地形の関係で殆ど分布 しないo

Bc型土盛 傾斜地D殆どがこの土壌であるが,槙準的なもの以外に,来賓紅Lと称すべきも

の も相当多く分布する｡

Bl)型土壌 2,3,7林班の傾斜面下部の綬斜地で,石英粗面岩を母岩とするものと,8林

班の択沿いの花絹岩を母君とするもの,及び 10,11林班の綬斜地の凝双岩より成る土壌とが

あるo

BE型土壌 3林班ほ小机及び8林班の中ノ沢川沿いの谷間に局部的に分布する｡

d) 東川村土井団地

第三紀盾凝双岩から成る土壌の分布が最も広いが,一部に石英粗面岩, 57林班には古生皆

の粘板岩,硬砂岩より成る土壌がある｡

54,58,61林甥には岩石露出地が多いo

BA型土壌 尾根附近の傾斜地に分布するが,54,55,56及び58林軌の峯は一部や i綬斜

地で BB型との中間の様相を示すものが多く見られるo

BIi型土壌 55及び58林班のうち,丘稜性峯地の緩斜面に分布するo

Bcl型土壌 中ノ沢団地と同様に傾斜面の最 も広い部分を占めて分布する｡

Bl)型土塊 55,55林班の小出川支流,58林堆及び 57林班等に小面積づつ分布するが,

柴倉部落の南部奥地には殆ど分布 しない｡

BE型土壌 55及び56林班の小出川支流のオニゲル ミ植栽地,57林班の沢潤いの造林地,

55,58林班の沢の綬料地等に分布する｡

P】)Ⅱ型土壌 58林皿の尾根近 くのブナを主とした林分に,位少な面積であるが分布 してい

る｡海抜高は 460m 附近であるD

BJ型土壌 土井部落から柴倉に至る 55,58林班の丘稜性緩斜面のナラ,クリ林に分布す
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る｡海抜高は大略 400m 前後である｡

酉川村に飛地として存在する 69,70林班は凝衣岩の岩石露出地が多く,出現する土壌は大

部分 Bc,BA型土壁で,B])型土壌は極めて僅少な面積を占めるに過ぎないo

e) 三五邸及び白山団地

両団地共に主として古生暦の硬砂岩から生成された土壌である｡

≡五郎団地は 1,2,3,4林班の内,2,3林班のL咽た帽Bだけに Bl)及び BE型土壌が分布

し,峯地の大部分は BA型土盤,他の主要面積はBc型土壌によってLl_iめられている｡渓流の

上流は細かく分岐し,開析された尾根には岩石露出地 もかなり分布する｡B王;型土壌は 1,2

林牡の境界をなす尾根の一部に存在する｡

白山団地も三五郎E却砲と略同様な分布を示 し,32,33林班の沢通 りには B工),BE型土壌が

見られるが,34,35林班は一部に BJ王型土壁が見られるに過ぎなレ､033,.34,35林班の傾斜

地は土壌が浅 く,岩石地が多くなるD

m 考 察

A 土壌型の分布について

各土壁型分布D詳細については前述の通 りであるが,全般を通 じて見ると乾性に傾いた土

塞 ,牛封こBc型土盛及び BA型土壌の分布が広いことが目につくoこの現象は,年雨量 2000

mm を越える当地区の気候から見て,常識的には意外なことである｡然し乍ら気候要素をや i

細 く分析 して考えると,本文の当初にも述べた如 く,湿度,湿度,降水量等の年間分配にかな

りの特異性が認められる｡即ち,この地方は所謂裏日本式の気候であって,春乃至夏季に亘っ

て寡間期があり,他地方に比較 して高塩になり勝ちであり,更にそしり間には所謂フェーン現象

が見られる等のことから,冬季の降水量の過牛量が雪として供給 されること,及び春季ノシ至夏

季は,しば しば高塩寡湿となi),融雪に要する期日服で比較的短L/.等々のことがあり,冬季に供

給 された多くの水は比重交的短期間に流失 し,土壌が~夏季迄保持する水分量 も意外に少し1のでは

ないかと考えられる (附近各河川の最低水任は8月)0

この様な考え方が正 しければ土壌が一般に乾性で,両 も急峻な地形の影響が強く現われる所

が多いので,BA型及び Bc型土壌が予期以上の分布を占めると云 う事実も諒解 し得る｡

又一方,融雪時の一時的な出水,又は雪崩等の物理的営力が,土壌生成,及び土壌佐蝕に強

一大な影響を与えていることが随所に広く認められる｡

Pl)n型土壌の分布は非常に局所的であるが,当地区では海抜高 460m 以上に出現すること

が分かったo 然 し乍ら 460m 以上の所でも全面的に分布するわけではなく,地形及び方位に

著 しく制限を受け,北に偏した面で,山腹の小凸部以外には殆ど見られない｡それ以外の櫛尾

根甫部,南面の殆どが BA型土壌によって占められ,史に植生では,酸性衛櫨を形威 し易いと
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えられるヒメコマツを主体とするものが BA型土壌に,落葉に塩基が多いと云われるスギ,

ナを主体 とする林分に podzol化が見られたこと等から,Pl)型土塊の生成には,少 くとも

し型土壌生成の場合 よりは多くの水分を要するものと考えられるO 然し乍ら落葉の分解にP･J

を欠くだけの乾燥と低温の条件は必要のようである｡

Bl型土塊,断面の形態的性質,及び理化学的性質の一部は前に記述 したが, 断面の様相か

退化 Bl型の更に乾燥型と見られるものである.生成条件は分らないが,草原であったこと

一つの大きな因子であるように考えられる｡ この土壌の杜材料は凝衣岩である｡ 避換酸度-

1)が他の土壌よりもかな り大きく,衆素量が意外に少い｡

B 各土壌型と植生

BA型土壌 温故高の低い所,大略 700m 以下はアカマツを主とした林分,海抜高の高il/,

はヒズコマツを主とし,これに ミヅナラ,スギを混える林分が形成されているoこの型に生_

するスギは伏条及び立条によるものは少く,主として実生によるものが多いが,生活型は資

である｡ ヒメコマツは実生によるほか,伏条による稚,小樹が見られる｡林内植物は一般に

燥性で,ツツジ科の植物,マンサク,ヤマウ)i/シ,1)ヤウブ,-ナヒl)ノキ等が代表的なも

である｡

B1う埋り二塞 低山部の BA型土塊とほぼ同様な林粕を持つものと,ブナ, ミヅナラを主とす

林分とがあるOこの土矧 て生立するブナは形質が一般に良 くない｡林I勺植生には BA型土壌

もの 1他に,工ゾ-ヅT)-, ミヤマシキ ミ,ツルシキ ミ等の常緑並木がや 1多く見られる｡

Bc塑土壌 標高,母岩,地形,林相の取扱い等によって種々の林型が見られるが,天然林

は,ブナを主とする林分と,スギ,ブナを主として多少の ミヅナラを混する林分 とがある｡

:もこの雨林分は屡々相交雑 して存在する｡ブナを主とする林分は多少のイタヤカ-デ,ハウ

-カ-デを含み,林内にはクロモジ,l]ヤウブ,ムシカl),ツタウルシ,ヤマモ ミデ, ミヤ

カンスゲ,シシガシラ,イ-ウチ-,エゾ-ヅlJ,､等が普通に見受けられるが,なは多,少検

~を加えて見ると,ブナを主とする林分は,大部分花嵐岩の風化土壌で砂質~な土壌が多く,ス

:を混清する林分は:第三紀暦貢岩,磯岩,及び石英粗面岩の風化土痕で壌土乃至埴質な土壌が

i威されている｡このことを調査地域内の隣接 した多くの事例と,スギの更新型の主なものが

二条によっていることから考えて,これ等両林分の成立の差異は,表土附近の土地の保水力或

:粘土量の差と何等かの関係があるのではないかと思われるo

そのほかに,この土壌型に見られる林分として二次林があるO即ち,コナラ, ミヅナラ,ク

を主とし,イタヤカ-デ,-ウチ-カ-デ,ウ- ミヅザタラ,ホホノキ,ムシカl),ダニT'F

'ギ,1)ヤウブ,マンサク,コマ- ミ,アヲノ､ダ ,クロモジ,ユキツバキ,ムラサキシキブ,

-ブシ,-ナヒl)ノキ,アキノキl)ンサウ,ヲカ トラノヲ等を有する小径木叢林である｡
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人工林としてはスギ及びヒノキ林が見られるが,ヒノキ林は不成立で,Profile3に例示 し

た如 く総てが二次林に移行している｡スギ林は一般に生育不良であるが,比較的綬傾斜地に植

栽 されたものは一応威株 している｡ ProfilelO に例示 したこの土壌型に成立 した林分の材輯

調査を行った結果を表示すれば次の通りである｡

第5表 ProfilelO附近スギ林材積及び生長量

Table5.VolumeandgrowthofJapanesecederforest,nearProfile10.

所 在

Location

東蒲原雇営 区3は

25

甜

_5

柑

LE,

樹 S,e｡i｡S種 lrASgf

スギ
Cryptom eriajaponicaD.Do一l

hah3/0.1ha m′/ha
25.9 [ 6.17
1

Fig.34

Bc塑土壌に於けるスギ (3ほ)の生長曲線

GrowthcurveofCryptclmeriajaponica
onBc-soil.

鴨舶 絶島 RLi& JPOD

Breo,sthe-qhtd血meter IOOO

io>aL-一 脚
電i

■一真 盈 隻真一.Plc_ri_o生C_∴ 三
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耕積数 頼 長

Vorume

了

∴ ∴

ら 10 I5 20 25 30 35 40 42

BI'型土壌 調査地区内のこの土壌には殆んど天然林は誰められチ,殆んどがスギを植栽 し

てある｡ 林分の生育は比較的良好であるが, 取 り扱いの差異によっで色々の因子が入るため

に,どの林分が正常な生育状況を現わしているか判定に苦 しむが,一応 Profile13の林分に

ついて材積調査を行った結果を表示すれば攻の通 りであ
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第6表 Profile13附近 スギ林材稜及び生長量

Table6. VolumeandgrowthofJapanesecederforest,nearProfile13

樹 種 戸年令 ≡本 数 §材 積

Species
r

土廉塑
Typeofsoil
B工)

所 在

Locatioェ1

東蒲原郡東川
村土井民有地 スギ

CryptomeriajaponicaD.Don

ミ費/E.e-riミミ忙
5 IO 15 20 25 30 35

B票 ft篭 昏RdfamRet｡r

･.∫_-､予 ~′

:-,;-:;II :I:-i:___:___二
年 5 TO 15 20 25 30 35

35 i 94 29･2

1

平均生長量
Meatl
annual
growth

m3/ha

8.34

Fig.35 B工)塾土壌に於けるスギの生長曲線

GrowthcurveofCryptomeria
laPOnicaonBt)-soil.

村殖急 げ阜
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､
.
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i>
'
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普通 スギ植栽木の他に,林内植物は,アブラチャン,キブシ,ヤマウコギ,サンセウ,クロ

モジ,フジ,アケビ,ツノ- シバ ミ,ユキツバキ,夕二ウツギ,ツ 1)バナ,マタクビ,ヤマイ

辛,オニ トコロ,ウチ- トコロ,カンスゲ,クズ等が見受けられ るD

BE型土壌 (BF型土壌) 天然林 には トチ,サ-グル ミ等が喬木階を占め,これにヤマグ)L/

マ, l)ヤウメンシダ,㌔-ウモンジシダ, ミヤマカタバ ミ等が普通に見受けられ,部分的にケ

ヤキを多数威丑二する所 もある｡
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人工林には,スギの植栽木の他に,アブラチャン,サンセウ,クロ旨ジ,テンナンセウ, -

- トコ,コクサギ,アケビ,イタド1),1)ヤウメンシダ,ウマノミツべ,コアカリ,ジ-ウモ

ンジシダ, ミヅヒキサウ等が普通に見受けられる｡

植栽木の生育に関 しては Bl)型土壌の場合 と同様に程々の条件が加っているであろうが,-

応 Profilell の林分の材積調査の結果を表示すれば攻の通 りである. なお Profile11は

ProfilelOの Bc塑土壌と同一団地内の同時に植栽 された林分である｡

第 7蓑 Profilell附近スギ林材積及び生長量

Table7.VolumeandgrowthofJapanesecederforest,nearProfilell.

所 在 liT警 樹 種

Location lofsoil Species

東蒲原経駆 3ほ1 B E )C孟 tomeriajaponica｡.｡ ｡ nl
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Fig.36

BE塑土壌に於けるスギ(3ほ)の生長曲線

GrowthcurveofCryptomeria
JaPOnicaonBJトSOil.

榊 左急頼 長

Volume

10 15 20 25 30 35 40 42

0.5000

4卿

IMO

Ll〔Ⅳ



東蒲原早出川経営区の上境 (森山 ･佐藤 ･石沢) - 61--

PI元 型土壌 この土壌に成立する林分の例示として, Profilel附近の林分 40m男の林

分組成について各瞥階別に本数,材横,常硯慶,数変等を調べた結果を記すと攻の通 りであ

る｡

a)

第8表 PDⅡ型土壌の優喬木階及び従喬木階の樹種別本数及び材積 (40m2)

Table8. Numberandvolumeofspeciesofthedominantand

subdominanttreelayers,onPl)Ⅱ-soil(40m2)

＼くここ~---- ＼ ー＼_＼ 階層 Layer
-ー ~､一､- ----

優 喬 木 . 従 喬木 合 計

樹 薩 S｡ecies ㌔ -､一環 竪 庫 恵 庭 暦 画 東

＼ ､ 本数 .材積

スギ CryptomeriajaponicaD.Don

ブナ FaguscrenataBlume

ミ､ブナ ヲ QuercuscrispulaBlume

オ ノオ レカ ンバ BetulaSchmidtiiRegel

ヒメコマツ PilluSparvifloraSieb.etZucc.

マ ンサ ク tHamamelisJaponicaSieb.et

Zucc.

ハ ウチ- カ- デ AcerJapOnicum Thumb.
var.typcum Grafv.Schw.

クロモ ジ Benzoirlumbellatum Rehd.

リヤ ウブ Clethra barbinerbisSieb.et
Zucc.

ヤマ キ ミジ Acer ornatum Car一. var.
MatsumuraeKoidz.

トチ ノキ Aesculusturbinata石lume

ホホ ノキ MagnoliaoboyataThumb.

ニホ ヒコブシ MagnoliasalicifoliaMaxim.

計 Total

3甘 言二……66

; ,17 !0.106

t5.827

1日 ;;≡

17㌔0.106
10 10.161 10≒0.161
･ ]

: !急 :i::崇
2 F
〔).098

IlJ'ju.:完 工 信 二:冒三

)

即ち,スギは優喬木階に於て材積の 83.8%,従喬木階に放て 78.2%,計 83% を占め, ブ

ナが 10%,他椀種 7% の組成を示 している.この組成は新谷団地 25林班の P工)Ⅱ型土壌に

成立する林分組成,スギ 74%, ミヅナ ラ 16%, ブナ 7%,ホホノキ 3% となっているもの

と比較 して,スギ以外の樹柾についてかな りの相違が認められる.
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b) 第9表 PDⅡ型土壌,潅木階種別本数及び常規定順位表

Table9.Orderofnumberandconstancyofthespeciesin

shrublayer,onPl)u-Soil.

順位
Order

1

2

樹 種
Species

スギ CryptomeriajaponicaD.
Don

クロモジ Benzoin umbellatum
Rehd,

4 巨 ホ 宝 器 ."憲 ;lias.alicif.olia

. Sieb.etZucc.Sieb.
ヤマツツジ6

7

8

9

10

RhododendronKaem-
pferiPlanch.

1)ヤウブ Clethra barbinerbis
Sieb.etZucc.

ヤマダルマ Trochodendron ara-
1ioidesSieb.etZucc.

レンゲツツジ Rhododendronjapo-
nicum Suring.

ムシカ1) Viburnum furcatum
Blume

樹 種
Species

37O Hクワも5-d.Benzoin umbellatum
ホ ヒ コブシ Magnoliasalicifolia
Maxi∫ll

3ヾ171Lスギ CryptomeriajaponicaD･
マンサ ク H am amelis Japonica
Sieb.etZucc.

ヤマツ ツ ジ RhOdodendronKaem･
pferiPlanch.

ムシカり Viburnum furcatum
Blume

ェゾユダ1)- Daph_niphyllum
humileMaxim.

ヤマダルマ Trochodendron ara-
1ioidesSieb.etZucc.

レンゲツツジ Rhododendronjapo･
nicum Suring.

ヤマ ウル シ RhustrichocarpaMiq.

常硯度%
Constancy

9494

91

67

5〔)

52

48

31

3】

10

C) 地表階の数変

種の或 るものは群生するもの もあるDで局所的に異なるが,本数の多いものはツルア l)ドウ

シ,コブシ,ツル シキ ミ,クロモジ, ヒメモチ,エゾ-ヅリ-,スギ,マンサク,-ナヒリノ

千,ヒメアヲキ等である｡イ-ウチ-は多 く群生 して場所によっては多い｡その他,少数の シ

シガシラ,カンスゲ ,ワラl-I,イ ノデ等が見 られ るo

附) i)林相曲練乳 ii)桟幹析解図,iii)樹幹新解供試木の生長曲線図等 を参考迄 に示す

と攻の通 りである｡

Fig.37 本科目曲線 四十米平方 (53天然スギ)

Standgraphies(40m2)

NaturalforestofCryptmeriaJaponicaonPpT-soil.

帖
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位
DI

C.3
6
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O
J太

bLCurLe,tCr

‥ ∴ ･･･■∴ ､∴ , ･ .
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Fig38. 樹幹折解図 (53天然スギ)

Stem analysisofCl-yptOmeriajaponicaonP】)Ⅱ-soil.
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Fig･39 PDⅡ型土旗に於けるスギ (天然生)の生長曲線

GrowthcurveofCryptomeriajaponica(natural)onPDⅡ-soil.
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Bl型土壌 Bl型土壌と植生との関係については Profile12の誼軋 及び前項土壌型の分

布の項で概逃 した通 り,本来は草原性のものであるらしいが,硯在は少くともミヅナラを主と

した社命林が成立して,土壌 もこの植生の影響を受けている｡故にここではこのような起源を

載った土壌と林木生育との関係を見るために行った材積調査の結果を表示すると次の通 りであ

る｡
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第10表 Profile12附近の ミヅナラ林材積及び生長量

Table10. Volumeandgrowthofthebloardleavedforest,

nearProfile12

所 在

Location

東蒲原経営
区55

蓋貰 .r 樹 S｡ecies 瞳

r
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Zucc.
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Fig.40

BIJ塑土壊に於けるナラ (58い)の生長曲線
GrowthcurveofQuercuscrispula

onB工｣-SOil.

Q340032仙50恥 欄 僻 ./

2帥仙郷 02P20 Volurrte ～′ロ

t8aJlt加∫lFoJJJX!006x)ADOZOO ･4､一普
ノ∠二./

n2, .i -:/

C 造林との園係

従来 当地方で造林の対象になっている主要樹種は スギであるが,土壌調査の結果から見る

.と,一般の造林木の伐期令内に於てスギが正常な生育を示す土壌は B工),BR(BF)塑土壌であ
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るが,(前項 土壌型別材積調査結果参照)別紙土壌型分布図に示す如 く面積が極めて狭小であ

る｡

これに対して調査地区の主要な面積を占める Bc型土壌は造林不成績地が多く,成林する場

別材合でもBl)-BE(BF)型土壌の生育状態に比較 して相当の見劣 りが認められる｡(前項土壌

型穂調査結果参照)この現象は,保育其の他森林の取D扱い方法の問題 もあろうが,土壌LXJ子

が根本的なものであると思われる｡殊に過去の造林成績から見て,少くともBo型土壌のうち,

白LLJ及び三五郎団地に多い念斜地の古生唇の風化土にはスギの造林は避けるべきであろうD

この地方の気候条件から見て,大部分の Bc型土壌にはカラマツの導入を考えたい｡

又更に,当地区の Bc型土壌には,多くの天然生スギが生立 しているが,一般に釘葵樹,秩

に伐期令に制限を加えた場合に就いて云えば,天然更新が容易である所 と,造林 して生育が良

好である所は喰い違って居 り,更新が容易な土地に造林をして失敗に終る例が多いことに注意

しなければならない｡

この地区のBA,BB等の乾燥型の土壌はいづれ も人工造林に適当な樹種がなく,天然東都に-L-~->＼JJJ

よってアカマツ,ヒメコマツ等の成立をうながすべきであろう｡然 し乍らBA塑土壌はその位
一---■-■▼- ■

選 と地形から,経済林としての施業 と云うよりは土地保全と云う観点から取 り扱いに注意を要

するo

Pl)型土軽の所は人工造林の対象としては不適当で, スギを主とした天然更新法に待つべき

であろう｡

Bl型土壌は硯衣のナラ類の他に針葉樹としては アカマツ,カラマツの造林が考えられるO

以上述べたことの他に,当地区を全般的に見て土地保全と言 うことに注意が必要である｡殊

に雪崩を生じ易しJ,地形の所では全面的な皆伐を避け,地面露Hの防止,更には迅速に地表を植

物で覆うことを考えること等が必要であるO

(附) 当地方では従来から新椿に際 して春植を実施 しない一つの理由は,特有の気候の影響

を受け,植付後から夏季にかけて土壌表替が乾燥するために活着が不良のためもあると思われ

る｡

Ⅳ 稔 括

1) 前橋営林局村松営林署管内 38,388haの内の略森林施業対象区域 7･166haについて

土壁調査を実施 し,土壌型分布図を作製すると共に,これに必要な気候,地形,地質,林況及

び枯盤,一部の材稗調査を併せ調査し記述 した｡

Ⅱ) 土壌瞥断面の性質は多くの試孔の中,17ヶ所について記載 した｡これには土壌暦断面

模式図と植生の トランセクトを併記 した｡

m) 土壌の理化学的性質については, 自然状態の理学的性質,横域的弧威,pH,遣換酸
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痩,米案等につき測定を行ったが,試料の採取,実験操作等の技術面に種々反省を要する点が

多く,一部の性質以外は一定の傾向が認められなかったO然 し乍ら土壌は一般に酸性が強く,

殊に podzol化が行われる傾向のあるところは甚 しい｡機械的性質では,母岩の性質によって

土性がかなり異り,殊に石英粗面岩を母岩とする土壌は他の母岩より成る土壌に比較 して班

砂,細砂が少く,微砂,粘土が多い等の傾向が認められた｡

Ⅳ) 土壌型は主として褐色森林土の BA,BB,Bc,BT),BE(BF)型土壌であったが,海抜

高 460m 以上の傾斜面上部に局部的に Pl)E型土壌,海抜高 400m 凝双岩を母岩とする緩斜

面にBl型土壌が見られた｡褐色森林土のうちでは Bc型土壌の分布が最 も広かったOこれは

当地方の気候の影響を受けて生成されたものと考える｡

V) 附帯調査として Pl)Il型土壌の植生の概要と, Bc,Bl),BE型土壌に造林 されたスギ

林の材積調査を行い各土壌型とスギ生育との関係を比較 した｡ その結果スギの生長量は BE>

BD>Boの傾向が認められ,Bc型土毅は殊に生育が落ち,当地区でのスギ造林の限界となっ

ているように思えた｡

Ⅶ) 各土壌型と植生の関係について調査 した結果,夫々一定の傾向が認められた｡

即ち主要な天然生林について言えば,海抜高によって差異があるが,BA塑土壌はヒメコア

∫ _,ー_I___カマ?カ羊,BB型土壌ではブナ,アカマツが,Bo型土壌ではブナ,スギが,Bli型土

壌では トチ,サ-グル ミが,Pl)Ⅱ型土壌ではスギが夫々擾勢であった｡

BJ型土盛では草原によって形威されたものが現在 ミヅナラを主とした林分の成立によっ

て,視化型に移行 しているものと思われたO
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R6sum6

1･ TheresultsofthesoilSurveyundertakenontheareaof7,166ha.,the･
actuallymanagedpartofwholearea,38,388ha,,in theMuramatsuDistrict

ForestⅣ OfficeinthejurisdictionoftheMaebashiRegionalForestryOfficeare

reported･Thesoilmapandtheadditionalsurveyofclimate,topograph,geology,
foreststandstatusandvegetationareattached.

2･Themorphologicalfeaturesof17typicalprofilesaredescribed.

3･ThephysicalPropertiesinnaturalcondition,mechanicalcompositions,
pHvalues,exchangeacidityandcarbonandnitrogencontentsofsoilsaredeter･
mined.

Soilsareratheracidic,andparticularlythoseonthelocationswhich are
apttobepodzolisedareveryacidic.

Thetextureofsoilsisinclinedtovary accordingtothenatureofthe

parentmaterials. Especially,soilsweatheredfrom Lipariteispoorerincoarse
sandandfinesand,andricherin siltandclaythanthesoilsfrom otherparent
materials.

4.AlmostalltypesofsoilsbelongtotheBA-,BB-,Bc-,BD-andBE-,
(BF)-SOilsl)ofbrownforestsoilgroup. ThePI)Ⅱ- andBLsoils2) arelocally-
seen,theformerbeing on theupperpartofthemountainslopehigherthan
460m.alt_,andthelatteronthetuffaciousgentleslope_
Am OngthebrownforestsoilgroupBc-Soilismostwidelydistributed,which
isconsideredtohavebeenformedundertheinfluenceoftheclimaticconditions
onthisarea.

5.Accordingtotheadditionalsurvey ofthevegetation on thePl)Ⅱ-soil

and ofthegrowthofCrypiomeriajaponicaontheBc一,B工卜andBEISOils,the
rateofgrowthofCrypiomeriajaponicaisasfollows:

BJ∃>Bl)>Bc.
GrowthofCryI,10meriajaponicaonBt〕-soiliseopoorthatmuchconsidera- -
tionisneededfortheplantingofthisspeciesonthistypeofsoil.

6.Astheresultsofthesurveyontherelationshipbetween soiltypesand
vegetationinnaturalforeststhefollowlngisfound:

OnBA-soilPinusparvifloraandP.densifloradominate,andonB王卜SOil
FaguscrelLaiaandPilLuSdensiflora,onBc-soilFaguscrenaiaandCrypiomeria
japo7dca,onBiI-SoilAesculuslurbinaiaandPierocaryarhoifolia,andonP工'Ⅱ-
soilCry♪iomeriajaponica_
TheB1-soilissupposedtobeoriginallyformedunderthegrass-landcondition,
butnow itisonthecourseofdegradationbytheinfluenceofinvading forest
standsdominatedbyQuercuscrispula.

1) Ohmasa,M.1951,Studiesonbeechforestsoils,ForestSoilsofJapan,Report.1-
ForestExperimentStation,Japan,
2) 1952,Forestsoilprofiles(1),ForestExperimentStation,Japan
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Ⅰ 調 査 区 城 の概 況

1. 位置 及 び面積

この崖営区は高知県香美郡北部の高峯部一帯に三重統する国有林の二大団地で,横山村外二村

に地籍がある｡ 即ち東経 133048'-13304'北緯 33040′-33050′の間に任 し,面積 12,247.9

haである｡

2. 気 候

本経営区は標高が高いため気候は一般に寒冷であるO降霜は10月下旬から4月下旬に及び,

降雪は 11月下旬から3月下旬に及ぶ｡冬季には北西の季節風がある｡棋山村に於ける気象観

測の最近 10箇年の平均は第1表の通 りである0

第1表 気 象 観 測 表

棋山村観Ln(l所 海技 300m (白昭和 16年至昭和 25年 10ケ年平均)

Table1.Averagemonthlyandannualtemperatureprecipitation,

Yearsofob.1941-1950,Makiyamamura.

?nthlMonth気 温
Temperature

三日

【

15.33 F
J

降水量 mm
】

2

7
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8
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3

/b

8
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3
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q
ノ
7
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/b

nO

0

n
)
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3

0

0ノ
4

1

1

8

2

2

2

4

5

3

4

2

1

-

⊂J

8

1

7
1
3

フ
1
3

2

3

4

/b

降 雪 日 数
Numberofsnowdavs

9

8

7

3･地 勢

調査区域は物部川流域に属する国有林の全部で,北は高知.徳島の県界山脈,西は長岡,香

美,東は香美,安芸の都外支脈に国境され,その中問を上韮生,横山の村外となっている支脈
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が走り,物部川の上流は二つの流域に分れているo国有林はこれら山脈の中腹以上に位するも

のが多く.艇々 】0教皇に連なる山岳林を形成 し,地勢は概 して急峻であるO

傾斜は山裾が念で渓谷の両岸には基岩が露出し,断崖上の絶境地 も少くないO峯筋は却って

綬傾斜となり,土壌も探しへところが少くないO全体を通じて傾斜は300-400の所が最 も多いO

国有林は槙高 400m (字筒舞山)乃至 1,894m (三嶺)であって,白髪山 (1,769m),別府山

(1,701m),安野山 (1,643m)等は何れ も四国東部の高峯剣山に連なり,物書f川Iの水源をなし

ている｡

附 図 1 大 柿 経 営 区 位 置 図

4. 地 質

本経営区は播佐古山の北部から笹 LLJ,安野山,酉熊山を経て東北東に走 り徳島県に至る断隆

線によって北側の御荷鉾骨と南側の秩父古生骨に分れるO叉大柄Fflj妃から横山川に拾い勘定山

山麓で右岸上方を走 り, ､別府部落を崖て四つ足堂に至る断暦線によ/)て, 北側の秩父古生替
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とその南側の中生昏珠疑紀に属する安芸川暦に分jtるO秩父古生督中には上玉生川の中流高井

附近より勘定山,-シ谷山.月谷山を経て石立山に至る帯状の部分に,中生骨に属する鳥の巣

石衣岩骨が断骨によって区劃されて出現 しているO

御荷鉾Jg-は緑泥片岩,千枚岩,珪岩からなり.輝岩,綿雲杜片岩の暦を混じ.地形は急峻な

ところが多いDこの啓の走向は概ね北 束々であるが,数条の断骨によって横断され,傾斜の方

向は一定せ丸 南又は北向である｡地隆の傾斜と平行に侵蝕した地形の反対面.即ち地厚を垂

直的に侵蝕 した地形の部分 (道管面)には処々崩壊地があるD就中梧佐古n17林1:LFEの峯筋及

び三嶺附近の崩壊地はその最大のものである｡

秩父古生啓は御荷鉾骨の南側を東北東に走 り谷楯山,猪野々山南団地をはじめ横山川右岸よ

り別府山団地がこれに含まれ,安芸川唇と共に本経営区内の二大地暦であるO岩石は主として

砂岩,粘板岩,輝蕨凝灰岩,珪岩からなり,別府山,束熊山には石衣岩,蛇紋岩の薄骨を混じ

ている｡

鳥の巣暦は-シ谷山,月谷山,石立山の一部に分布 し,東北東に帯状に走り,面積は狭少で

あるOこの隆は石衣岩を主とし,珪岩,貢岩を混じ.地形は急峻で土壌は浅 く,処 々に岩石の

露亘的;現われている.

安芸川骨は損山川の南部芋筒舞山,桑 ノ川山,杉熊山,行者山団地等が之に属し,その面積

も最も広いOこの腎の走向は東北東で,苗に400乃至700傾斜 しているO地形は概 して急峻で

ないが渓谷拾いには倉科地 も見受けられるO

基岩は主として砂岩からなり,この間に貢岩の薄｣昏が帯状に走っているD土壌の深さは一般

に中庸のところが多く,壌土又は砂壌土であって,堆積状態は一般に膨歌である. 逆盾面に

は小さな崩壊地が多い｡

5.林 況 及 び植 生

本経営区内の天然林は通帯林に属し,モ ミ,ツガ,ブナを主林木とし,これにヨグソミネノミ

l),ケヤキ,カ-デ額,シデ森等を混じているO

高知営林局の植生分類によれば,Lf部地帯はモ ミ,ツガ群系中のモミ,ツガ,サカキ,シキ

ミ群叢,その上部はモミ,ツガ,ブナ,シキミ群叢,更にその上方地帯はブナ群系坤のブナ,

ツガ群叢,その上部はブナ,ウラジロモミ群叢となってし･,るO白髪山上部には寒帯性のダケカ

ンバも僅かに現出しているO又峯筋の風街地帯には過去の火災により笹新が寝入し,その後の

植生の連続を妨げ,笹類7)葦原を規Hiしている所 もある｡針葉樹は別府山,杉熊山等には多く

分布しているが,その他の大部分は広葉樹によって産われている｡

人工造林地は北部谷相山,猪野々山南団地の大部分.楢佐古山の一部,南部字箇舞山の過

午 ,桑の川山団地の大部分,沖の谷山,城山,木綿旨山の一部で,標高凡そ 400-1200m の問に
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附 図 2 大 柿 経 営 区 植 生 図
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木されている｡

監林地の生育状況を見ると南部の諸団地は比較的生育良好で不成績造林地はtJy-い｡

化書B諸団地中梧佳古山 18林班に相当大面槙に亘 りスギの不成績造林地がある｡その他の団

こ於ても局部的にスギ,ヒノ千の不成績地があるOこAtらは明かに適地の選定を誤ったもの

ド.二､｡

ヒ患当経営区に分布する群叢別植生の特徴を挙げれば二大の通Dである｡分類は高知営林局管

司有林植生調査報普 (No.8)に従ったO

二1) モ ミ, ツガ,サカキ,シキミ群叢 (Da)
軽群叢は濃苛性中山植生に属 し,本経営区の下部 400m11200m の位置を占め,主として杉

山,別府山両団地の中部以下谷楯山,猪野々山,宇筒舞山,桑ノ川山団地等の人工造林地の,

半が本群叢に属 していたものと認められる｡
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本群叢の上部はモミ,ツガ,ブナ,シキミ群董及びブナ,ツガ群叢に接 している｡本群叢は

キ ミ, ツガが その首位を占め,樹冠を最上酎 こ提出し詳叢の外観的特徴を支配するものであ

るo広葉樹はサカキ,シキミ,ウラジロガシその他瞥性樹種を主とし,常に喬木階以下にあっ

てよく地表を覆い,林相は驚蒼として繁茂 し,林内は薄噂い状態を呈し,地表にはオホキジノ

ヲシダ,キジノヲシダ等の羊菌類が生育し,極めて安定な状態を呈している｡

本群叢を構成する樹種中喧規定の高い樹種を挙げれば次の通 りであるOモ ミ,ツガ,エゴノ

千,アセビ,ネヂキ,リヤウブ,ヒサカキ,ヒメシャラ, サカキ, カェデ, ソヨゴ, アヲノ､

グ,カゴノ千,シキミ,ワラジロガシ,アカシデ,ヨグソミネバl)O

(2) モミ,ツガ,ブナ,シキミ群叢 (Dg)

本群叢は過苛性中山相生に属し海抜凡そ 60011200m の問に分布 し,モミ,ツガ群系中最上

部 を占め,ブナ群系との推移帯を構成する植生で,その下部はモミ,ツガ,サカキ,シキミ群

叢 に接 し,上部はブナ群系中ブナ,ツガ群叢に接するもので,その外観は上部に位するブナ,

ツガ群叢に類似するが,これと比較すると,未だ多少の常緑広葉樹を混じ,且つ従喬木階以下

には佃多数のシキミの生立を認められるもので,ブナ,ツガ群叢は全 く落葉広葉欄を以て構成

されるのに上ヒし,そJj趣を異にするものであるo

又下部に位するモミ,ツガ,サカキ,シキミ群董 (Da)に比較する時はその擾勢樹であるモ

ミが減少し,これに代ってブナが寝入し,且つ藩某広葉樹を著 しく増加 して (Da)が常緑広葉

樹によって構成される陰性植生であるのに反し,本群叢は落葉広葉樹で構成され,概 して陽性

を帯びた植生である点が相違 しているDその構成状態を見ると針葉樹はモ ミ,ツガがその首位

を占め,常に優々喬木階にあり,広葉樹は便喬木階を占め,アカシデ,イヌシデ,ヨグノミネ

バ リ,イヌブナ,ブナ,ケヤキ,アヲノ､ダ,カ-デ,アサヒカ-デ,コノ､ウチ-カ-デ,ヒメ

シャラ, ミヅキ,1)ヤウブ等の落葉広葉欄が優勢で,唯一つシキ ミが従喬木階以下にあって優

勢を占めている｡

このように本群叢は普通のモミ,ツガ群系中に認められる数多の植生とや 1その趣を異に

し,陽性且つや 1湿性を帯びる植生で,林内には陽光の封入することが多く,従って地表には

スズタケが密生して他の寝入を許さぬ状態にあり,林業は概 して安定 している｡

(3) ブナ,ウラジロモミ群叢 (Ea)

本群叢はブナ群系中最上部を占め,海抜凡そ1300m11700mの問に帯状をなして分布してい

る遮苛性高LE｣植生であって,その下部はブナ,ツガ群叢 (Eb)に接 し,その上部は白髪山附近

で一部シラべ,タケカンパ群叢に推移している｡

ブナその他の落葉広葉樹を主とする植生であって,就中ブナが最も優勢であり,外観も亦こ

れによって文配され,殆んど純林状景覇も認められるO針葉樹は概 して少く,多くは広葉蘭の

問に点生し,稀に局部的に群生しているにすぎないO然し乍ら多くは横冠を最上暦に現わして
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いるo従って本群叢の一般的景観はその下部のブナ.ツガ群叢に類似 しているが.その構成状

態を比較する時はや iその趣を異にし,区別は容易であるO即ち本群叢ではツガを著 しく減少

し,且つモミは殆んどその姿を認めない状態とたり,これに代ってウラジロモミが侵入し,そ

の生育 も旺盛であるO本群叢上部にあっては題寒帯性のダケカンバの寝入が認められる0

本群叢の構成状態を見ると,多くは落葉広葉横によって覆われ,就中ブナは優,従喬木階を

通 じて優勢であって,これに次いでコ-ウチ-カ-デ,ヨグソミネバリ等が優勢を占める｡針

葉樹の多くはこれ らの問に点生し,稀に局部的に群生するにすぎない｡概して小数であってウ

ラジロモミがその首位を占め,ツガがこれに次 ぐ｡

このように本群叢は主に落葉広葉樹にi:つて覆われる植生であって.林叢は疎開して林地に

陽光の射人が容易で.地表には笹鞘が密生して.殆んど他の草葉頁の侵入を許さぬ状態となって

いる｡なお本群叢上部の峯筋には往昔の火災のために立木が全 く泊失し,高山の風衡地帯であ

るために. その後の植生三重続が妨げられて, 今もなお笹要目の草原を形成 しているところもあ

:5.､

なお本群叢の占める地域は地表並に谷中湿度が概 して高 く,地表には重苦類が最 も多く,又

樹幹高 く,重苦,地衣類並に羊菌類が彩しく繁茂 している0

本群叢を構成する横木申出硯慶の高い主要樹種はウラジロモ ミ,ツガ,ヨグソミネバリ, ブ

ナ,アヲノ､ダ,コ-ウチ-カ-デ, ヒメシャラ,1)ヤウブ,エゴ,コバノトネl)コ等である｡

(4) ブナ,ツガ群叢 (Eb)

本群叢はブナ群系中海按凡そ 700m1500m の位置を占め,多くは帯状をたして分布 し,そ

の上部はブナ,ウラジロモミ群叢に,下部はモミ,ツガ,ブナ,シキミ群叢に接 し,両群叢の

中間に位するものである｡

その構成状態を見ると,針葉樹はツガ,モミ,ヒノキ,ウラジロモミ等が優勢で,ツガが首

位を占め,多くは点生するが又群生して往々純林状景観も認められる｡モミはこれに攻 ぐが,

概 して少く,多くは本群叢中海按の低いところに分布 し,点生或は群生する｡ヒノキは一般に

認められるが群生せず点生するにすぎないo上部のブナ,ウラジロモミ群叢に接近 したところ

にウラジロモミが転入し‥民生或は稀に群生している｡これら針葉横は常に優喬木階以上にあ

って,樹冠は最上暦に拡張して,外観的にもよく現われている｡広葉樹は主に落葉広葉樹を以

て覆われ,ブナ,ヨグソミネバl),クマシデ,コ-ウチ-カへデ,イヌシデ.ヒメシャラ等が

優勢で.就中ブナは本群叢全般に亘 り,最 も優勢で,点生或は群生し,往々純林状景観 も認め

られる｡ヨグソミネパリ,クマシデ,イヌシデ,コ-ウチ-カ-デ,ヒメシャラ等がこれに二大

ぐ､.

これ等落葉広葉樹は優喬木階以下にあって,上.中骨を構成してをり,主に針葉横の下部に

あって外観的並に内観押棒徹を支配しているO常緑広葉樹を空足することがあるがごく少く,任
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かに従喬木階以下にあってその名残をとどめる程度にすぎない｡

このように本群叢は針葉樹を上木として,落葉広葉樹を下木とする植生で,その外観は フ･

チ,ウラジロモミ群叢に類似するが,針葉樹が著しく増加し,就中ツガが多く,モミも又かな

り多く,旺盛に生育 している点でその趣を異にしている｡又ブナ,ウラジロモ ミ群叢は落葉広

葉樹を主体とするが,本群叢は針葉樹を主体とする点でその趣を異にし,又常緑広葉樹を未だ

蔑分包含する点等に於て,ブナ,ウラジロモミ群叢とは相違を認めうるO叉本群叢～下嘗βに分布

するモミ,ツガ,ブナ,シキミ群叢とは落莫広葉樹が著しく増加する点.及び従喬木階以下に

常緑広葉樹を著しく減少する点,又モミが減少し上部にウラジロモミが侵入する点等はあきら

かにモミ,ツガ,ブナ,シキミ群叢と区別される0

本群叢は概 して疎開した植生であって,地表には笹類が倭人し,殊に尾根筋は甚 しく.殆ん

ど他の革新の侵入を許さぬ状態にある｡叉本群叢は高山にある関係上地表並びに墨中の湿度が

高 く,迫合等では-ヒミヤマシキミ,カンスゲ等の密生しているところが多く,叉地表には帝

苔斯 ,樹幹には上部に至るまで蘇苔,地衣類或は羊歯類が着生し,旺盛に繁茂していて陽性且

つ湿性を帯び,安定 した植生状態を示している｡

本群叢中出現度の高い主要樹は ツガ,ヒノキ,イヌシデ,クマシデ, ヨグノミネバl), フ

チ , アヲ-ダ, アサヒカ-デ, コ-ウチ-カへデ, ヒメシャラJ l)ヤウブ,エゴノキ等であ

I:､｡

∬ 土壌の分類及び分布

1. 土壌調査の方法

本調査は原則として林業試験場発行の森林土壌調査方法書により実施したが,多少異なる点

もあるので調査方法を簡単に述べれば攻の通 りである｡

(1) 土壌督断面の描写及び分析試料の搾取

断面の描写は方眼紙を用い縮尺を1/5とした｡分析試料は表暦及び下唇に分けて各々一箇所

宛,理学分析試料は 400cc客の円筒を用い,化学分析試料は木綿袋に 2kg以上を採取したO

(2) 各種土壌の分布調査

各林小班毎,叉は地形.位置,林相の変化 している毎に,土塊替断面を設けて土壌型を決定

し,土壌の深さ,石疎の含量,土性を調査し,植生との関係を明らかにして5,000分の1の基本図

に明記 した｡二大に林内をできるだけ頗査 し,又は対岸から遠望して地形J 植生の概況を朝察 し

て,主要な谷,尾根等の位置を明らかにして土壌の分布状況を図示した｡この分布図を20,000分

の1に縮小製図したものがこ 1に報薯する土壌図である｡

土壌型は林業試験場の森林土壊調査方法書土壌型の説明に従って分類 した｡調査区域内に出
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硯する土壌の種頓と特性については後述するO

土壌の深さは従来のスギノ ヒノキ造林適地調査等の成果を綜合 し,攻の規準を設けて調査 し

たOこの規準は適地判定の指針として意義のあるものと考えているO

l lOOcm 以上

2 100-70cm

3 70-40cm

4 40-30cm

5 30cm 以下 (岩石地)

(3) その他調査事項

以上述べた外気凪 地質系軌 基%,標igi,海岸よりの拒敵 傾斜嵐 万札 樹高,苦手乱

疎密度,成長状態等を参考事項i:して調査した｡

2. 土壌層断面の形態

上記の方法に従って設定観察した土壌骨断面の総数は 71欄で,その内主要なものについて

記戟すれば次の通りであるOこの他に土壌ul)分布状況調査のため多数の簡単な試孔を設けたO

なお断面の記載のうち色名は輿林会発行の色

名図鑑によったo

PTDfi且eNo｡射. (第1図参照)

BA型土壌=

位置 別府山55林甥,尾根筋,標高 1090

m,南西面,傾斜 320

林況 ツガ天然林,喬木階にはブナ,ヒメ

i,ヤラが混交し, 濯木膳にはシラ千, ネヂ

千, ソヨゴ, アセビ, シデ類が 生育してお

り,地床には笹が密生しているが接生で,far

生するカンスゲの某は黄化 している｡

母材料 頁岩及び砂岩

暦断面の記載

L 2cm

H-A 8cm 黒控一黄色,棟に富む埴質埴

土,粗腐植状の有機物を多

量に混えるO堆積歌,舵,

細中根多｡
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Fig.1.Prof.No.40.
BA-soil.
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A-M 17cm 濃黄掛 黄槌色,疎に富む埴質壌土,屠梅に富む,菌糸網が発達,菌糸のた

めに固結 して堅,細中根多,上下骨に判接D

A-B 43cm 濃黄健一黄槌色,磯に頗る富む埴質壌土,腐植に富む,堆積 粗 ,粒状及び堅

異状構造,戟,細根散在,Cfg-に判接o

ProfileNo.18. (第2図参照)

BB型土壌 残積土

位置 別府山 50林班,尾根に近い所,標高 780m,北軌 傾斜 340

林況 ツガ,ヒノキを主とし,カウヤマキを混交する針葉樹天然林,濯木階にはアセビ, ゾ

ヨ ゴ ,ミツバツツジが生育 しているD

母材料 火山衣及び粘板岩

暦断面の記載

L 2cm

F 5cm 下部は F-H暦-の様相を

呈する｡

い壌土,根が網状に分布,

堆積状態は堅,菌糸を散

見,乾｡

A-(B)28cm 暗躍--黄干色,磯に乏 し

い蛙二L,堅,腐植を含む,

乾に近い潤,細,中根散

fL:._

Ci 30cm 暗樫-黄千色,磯に富む壁

土,根少,石棟の間に粗

い粒状の構造を認める｡
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Fig.2-Prof.No.18.
BfトSOi1.

ProfileN0.25. (第3図参照)

B工;型土壌

位置 束熊山 38林批 標高 1560m,南西軌 綬斜面の突出部,傾斜 2()o

林況 ウラジロキミの天然林でヨグソミネノてl)を混交,従喬木階以下には ミヅナラ, ヒメシ

ャラ,1)ヤウブ ,アララギ,カへデ類,ツツジ類が生育 し,地床には笹が密生している｡

母材料 珪岩

層断面の記載
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m

m

m

m

C

C

C

C

1

2

1

52

や 1乾燥

黒黄-樫干色,上部に僅かに団

粒状 (crumb)構造を認めるが

塊状構造が発達,裸を含む細砂

質壌土,腐植に頗る富む,堆稜

軟,乾乃至潤,細中根多,B暦

との境界明d

50cm+ 濃桂一黄平色,裸に富む細砂質

壌土.腐植に乏 しレ､,組中根散

在,堆積軟,乾乃至潤O

この土壌はこの区域では趣 く部分的に存在する

けで,他は湿潤型土垂であるD

rofileⅣ0.29. (第4匡卜参照)

B】ヨ型土痕 残積土

FIE.4.Prof.No.29.
BB-soil.
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Fig.3,Prof.No.25.
BB-Soil.

位置 谷楯山1林班,捜高 1080m, 尾服筋

南西面,傾斜 27oo

林況 ヒノキ造林地,生育や ｣不良,砲床に

は小さな笹が散生｡

母材料 珪岩

腎断固の記載

L 0.5cm

F 0.3cm

H Icm

A1 2cm 黒樫-黄濁色,磯に乏 しい培

土,腐植に頼る富む,団粒状

構造を認める｡禍根多,堆積

軟,湿｡

A2 14cm 黒桂一黄色,疎に乏しい埴土,

僅かに団粒状構造を認める｡

軟,湿.細根多,下唇との囁
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界明｡

B 50cm+ 曙樫-煮干色,疎を含む埴壌土,大きな塊状構造,堆鎮軟,湿, 細根散在.

ProfileN0.31. (第5図参照)

BB型土壌

位置 谷楯山2林班,尾根に近い所,梗高 880m,南西面,傾斜 300

林況 スギ人工造林地,生育不良,液木階にはサカキ,ツバキ,アラカシ,コナラ, ミツバ

ツツぴ,ア ヒビ等が生育 している｡

母材料 砂岩及び珪岩

啓断面の記載

L 2cm

F Icm

H-A 0.3cm

A 3cm 暗樫一黄槌色,腐植に煩

る富む,磯に富む壌土,

塊状 乃至粒状構造 が発

達,割目多,堆積粗,乾

乃至潤,細,中根極めて

多,下唇に判接する｡

A-(B)17cm 濃樫-黄槌色,磨酎こ富む

壌土,腐植を含む｡割目

が多いが他の癌蓬は認め

られない｡堆積軟,乾乃

至潤,細中根多,下唇に

漸移するU｡
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Fig.5.Prof.No.31.
BfトSOil.

B1 30cm 樫-黄槌色,腐植に乏しく概汁こ富む壌土,堆積軟,乾乃至潤,細根散在｡

B2 20cm+ 樫一黄槌色,磯に富む壌土,衛櫨に乏 しい,戟,潤,根少,下部に粒状の構

造を認める｡

ProfileN0.4.(第6図参照)

Bo型土壌 残榛土

位置 別府山 63林班,槙高 1720m,尾根筋,南西面,傾斜 10 D,風街地O

林況 笹が密生しているが成長悪 く,その高さ約 1m,や 1下方では成長が良くなり,更に

約 60m 下方ではウラジロモ ミが群生している｡

母材料 火山衣 (上層約 30cm)及び砂岩風化物U



大 栃 経 営 長 の 土 壌 (窪田 ･井上)

骨断面の記載

I- 4cm

F Icm

A 18cm

ササの落葉

ササの腐朽共

時樫色一樫鈍色,磯に乏

しい埴質塊土,団粒状構

造,腐植に頗る富む｡潤,

軟,笹の根多｡

虹(B)14cm 黒芳一樺干色,石裸に乏

しい培質壌土,弱度の塊

状構造,腐植を含む,潤,

軟,笹の根多｡

B 16cm 暗躍一黄色,石磯を含む

埴質壌土,塊状乃至堅果

状構造,囲柘に乏 しい｡

潤,堅,笹の板少,C唇

との境界刊｡

樫一斉髄色,石磯に頗る

富む埴質壌土,壁,潤｡

profileN0.9.(第7図参照)

Bc型土壌

位窟 別府山 57林班,繰高 900m,尾根,北

野面,傾斜 200

林況 喬木階にモ ミ,ツガ点生,択伐後にヒノ

f･を補椙,補植後11年を経過 し,樹高3乃至5m

cl生育中庸,植栽木の問にヒサカキ,エゴノキ,

ミツバツツジ,リヤウ7,ガクウツギ等の小径木

)言密生している｡

母材料 砂岩

魯断面の記載

2cm 広葉樹の新鮮な落葉

･ 1cm 腐朽菓

i Icm

L1 10cm 黒黄 -樫-'Ji色,磯に富む埴質壊

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

Fig.6.Prof.No.4.
BcISOil.

Fig.7.Prof-N0.9.Bc-soil.

L
F
H

A



- 82-

Â7 20cm

B 15cm

林野土壌調査報告 第2号

土,易者慶の亀裂が認められるが特別の構造はない｡腐植に頗る富むO潤,

敬,細根多｡

時世-莱-2F色,磯に富む埴土,堅巣状構造発達,潤,戟,根多O

暗躍一斉干色,磯に富む埴土,堅巣状構造発達,腐植は少く波状に侵入,湿,I

軟,細板散在｡

C 35cm+ 暗桂一黄色,磯に頗る富む埴土,堆積は堅に近 くなる. 無構造,湿,細根点

在D

Ao管の形態は BB型にやや類似してし･lるが,A管の下部及び B暦の構造は,Bc型土壌､

の特徴を比較的顕著に現わしているo

ProfileNo.28. (第8図参照)

Bc.型土壊 残積土

位置 東熊山 41林班,槙高 960m,尾根に近い所,北西面,傾斜 230

林況 ツガ天然林,従喬木階以下にはシキミ,ツバキ,ヒメシャラ,ヒヒラギ,クロモジ,

ソヨゴ,ウラジロガシ,カ-デ類,シデ類が生育し,地床には-ヒミヤマシキミが密生してい

:･:.｡

母材料 火山衣及び砂岩

盾断面の記載

L 0.5cm

F一一H 2cm

A 6cm 黒栓黄-樫濁色,機軸こき乏しい

埴土O衛桂に頗る富む｡塊

状構造 が 発達 し扱かに団粒

(m b) も認められるo 堆

0

10

20

30

40

積粗,湿,紺,中根多｡ 50

A-(B)14cm 暗黄一樫干色,疎に乏 しい塵

土,腐植を含む,敬 ,湿,塊

状構造ができて,淡巨点状に汚

染されているO細,中根多D上

唇との境界明,下唇に漸移｡

Bl 準 m 礎黄僻 地 ,棟を含む細砂
質壌土,席概に乏 し,堆秩軟,

lf rl

湿,細根散在,無構造,B3暦

との境界判｡
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Fig.8. Prof.No,28,
Bc-soil.



大 栃 経 営 区 の 土 壌 (窪田･井上) - 83-

】 42cm+ 濃樫 -責平色,磯を含む壌土,砂岩の風化物,堆積軟乃至堅,潤,根は殆ん

ど認められない｡

rofileNo.ll. (第9図参照)

BD型土壌 (Bl型に類似) 残積土

位置 横尾山 87林班,標高 1000m,傾斜 70,鋪頂の尾根O

林況 スギ人工造林地,58年生,生育良 (第 21図参照)｡潅木階にシロモジ,エゴノ干,

メシャラ,シラ千,クロモジ,ゾヨゴ,シログ壬等散生｡

母材料 火山衣及び砂岩

昏断面の記載

3cm スギの落葉

-a lcm スギの腐朽薬

14cm 曙樫黄一樫鈍色, 疎を令

まない細砂貫壌土,団粒

状構造発達,過,戟,中

根散在,黒色の火山7yt性

土壌,

】 14cln Al層-と類似 しているが,

砂岩の小棟を含み,堆積

やや 密, 下骨 との 境界

判｡

20cm 濃樫-黄草色,石棟に富

む壌土,無構造,湿,堰

積堅,腐植に乏 し,根僅

かに散在｡

∃
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Fig.9.Prof.No.ll.
B工トSOit.

ー(C)17cm 明樫-黄平色,燦に頗る富む壌土,堆積堅,湿,無構造,根なし｡

15cm+ 明桂一煮干色.砂岩が風化 したままの青味を帯びた土壌,堆積堅｡

rofileNo.13. (第 ]0図参照)

Bl)塑土壌 崩積土

位置 柿尾山 87林班,標高 920m,南西面,傾斜 39ロ,斜面中腹｡

林況 ミヅ千, トチの落葉広葉樹疎生林,正木階にはガクウツギ,シロキジが蜜生 し,ヤプ

ラサキ,カナクギノ千,サンセウ,イヌツゲ,ア ヒビ等が混生する｡

母材料 砂岩

暦断面の記載



_ 84- 林野土壌園査報告 第2号

L 5cm 広英樹め落葉厚 く堆稜｡

AL 8cm 黒桂一黄平色,小疎に富む

粒質壌土,腐植に頗る富み

団粒状構造発達,堆積状態

粗,湿,細,中根散在｡

A2 32cm 暗樫一黄濁色,石磯に富む

埴質壌土,腐植 に頼る富

む,無構造で堆積やや堅,

湿D

(A)-B 18cm 黒樫一黄色,磯に富む埴土,

腐植を含む,堆積堅,港,

根が散在D

B 25cm十 濃黄樫-黄槌色,石磯に頗

る富む埴土,近,壁,梶少o

ProfileNo.14. (第 11図参照)

B工)型土壌 崩積土 (BE型に近い)0
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Fig,10.Prof.No.13.

BT)-soil.

位置 播尾山87林班.標高 850m,南軌 ー

傾斜 380,渓流潤いの迫合D

林況 スギ人工造林地,58年生, 生育優

良,潅木階にはミヅ千 , シロモ ジ, ヤブムラ

サキ,カナクギ ノ 千 ,シデ類.草本植物はイ

ク ドl) ,ナガバモ ミヂイチ ゴ等で, ミカへ .)

サ ウを僅かに混える｡

母材料 砂岩

暦断面の記載

L 7cm スギの落葉厚 く堆積,腐朽

薬の暦は殆んど認められな

い｡

Al lOcm 黒樫j+#濁色,2乃至 3cm

の角磯に頼る富む埴質壌

土,腐植に頗る富み団粒状



大 栃 経 営 区 の土 塊 (荏田 ･井上) -85-

構造発達,堆積粗,湿,吸収根多,内生菌根多｡

A2 25cm 黒樫-黄濁色,角磯及び腐植に頗る富む埴質壌土,戟,湿,顕著な構造を認

めない｡細,中根多｡

Ar-(B)25cm 曙桂一黄色,右裸に頗る富む埴質壌土,腐植に富む,過,堆積堅,massive｡

B 25cm+ 濃黄桂一黄槌色,大磯に富む埴質壌土,腐植に乏 しくmassive｡堅,湿,根少o

ProfileN0.23. (第12図参照)

Bl)型土盛

位置 酉熊山 35林班,槙高 1200m, 南西面,傾斜 42O, 山腹,約 10m 下方より緩傾斜

となるQ

林況 落葉広葉樹の天然林｡喬木階はケヤキ, サ-グル ミを主とし, ヒメシャラ, カ-デ

類,シデ類及びモミ,ツガの針葉樹を捉える｡潅木階は無 く砲床にはミカ-リサウ, カンスゲ

が散生,笹が鮮状に侵入してL,,る｡

母材料 珪 岩

骨断面の記載

L 2cm

F 0.5cm

A 12cm 暗樫一黄槌色,磯に乏 しい砂

質垂土,腐植に富む,堆積軟,

構造は認められないO紬,中

根散在,上菅は軽度の面侵蝕

をうけたものと思われる｡

Bl 18cm 暗栓-黄平色,軟を含む砂質

壌土,腐植 に乏 しいO 堆積

軟,湿,細,中根散在｡

B3 70cm+ 濃桂一黄桜色,疎を含む砂質

壌土,上部は堆積軟,下部は

堅,根なし,下部は大きな岩

塊を含む｡
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Fig,12.Prof･No･23･
BtトSOil.

ProfileN0.24. (第13図参照)

BD型土壌 古い崩積土 ■

位置 酉熊山 35林班,標高 1200m,南面,傾斜 250,尾根に近い山腹O

林況 モ ミを主とした針広混交天然林,喬木階はモミ,ツガを主とし, トチ,サ-グ)I,ミ,

ブナ,ケヤキ等の広葉樹が混交し,従喬木階以下にはこれ等の幼社令横が生育しており,地床



- 86 - -林野土壌調査報告 第 2号

にLri笹,カンスデが散生している｡

母材料 珪岩

督断面の記載

L 3cm

A 12cm 暗躍一黄槌色,裸に乏 しい

砂質壌土,腐植に富む,構

造は認め難い｡堆積軟,湿,

細,中根散在｡

B1 18cm 暗樫-黄平色,磯を含む砂

質壌土,腐植に乏 しいD堆

積軟,過,中根散凄,上官

B2 50cm+ 濃桂一黄桜色,大磯を含む

砂質盛土,堆積軟乃至堅,

湿,根少b

ProfileNo.34. (第 14図参照)

0

10

20

30

40

500

06

7

T
.
..:
････

,

.

:.:･.I..,
.
.

.1pJl･

T

J
!r.;

(
7

.
.

I..I'.tl:欄
･/..
I

i:.A''-:;:tti

∵

･

･

.

.

Fig.14.Prof.No.34.
BlトSOil.
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Fig.13.Prpf.No.24.
BTLsoil.

BD型土壌 崩積土 (BE型に近い)

位置 谷相LU2林軌 療高 800m,北東

面,傾斜 300,主渓流に画した迫合｡

林況 スギ人工造林地,生育優良D

母材料 砂岩,珪岩,粘板岩

督断面の記載

L 3-5cm 真相羊な落葉,盗20乃至50

cm の転石が多い｡

A1 12cm 黒樫十黄色,石疎を含む壌

土,腐植に頗る富む,団粒

状構造発達,堆稿粗,湿,

細撮多,内生菌根多,下唇

に漸移する｡

A2 28cm 黒降一黄色,上唇より石磯

に富み堆積やや密,構造は

顕著でなしへ.下唇と判接.



大 柄 経 営 区 の 土 盛 (窪田 ･井上) - 87-

B IOOcm+ 濃樫一黄槌色,磯に頗る富む壌土,櫛板に乏 し,軟乃至堅,湿,根僅かに散

在｡

ProfileN0.37. (第 15図参照)

BJ)型土壌 崩積土

位置 猪野々山5林班,標高 900m,南東軌 傾斜 320,谷に近い山腹の午斜面O

林.[)UL スギ人工造林地,生育中庸,スギの植栽前に ミツマタを栽培 した所で,今な丸折々に

点在する｡

母材料 珪岩,輝緑疑衣岩

官断面の記載

1 1cm スギの落葉,斑状に欠除｡

F 0.5cm

A1 8cm 黒桂一黄色,磯に富む埴質

壌土,腐植に頗る富む,団

状構造発達,埴鏡粗,潤,

細,中糧多｡

A｡ 14clll 曙樫 -黄槌色,磯に富む埴

土,腐植に富む,軟,明別

の構造は認め られ ないD

湿,細,中根多,上f両替

に潮移｡

B 1 20cm 暗桂一黄千色,磯に富む埴

質壌土,腐植に乏しい,戟,

湿,細,中根散在,massive,

BB 40cm+ 濃桂一黄槌色,磯に富む埴
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Fig.15.Prof.N()_37.
BTトSOil.

L
F

AI

Aa

質壌土,敬,上唇より堆積や ｣密,湿,根は僅かに散在o

ProfileNo.20. (第 16図参照)

BE型土壌 崩鎮土 (BI)型に近い)

位置 西熊山 32林軌 標高 1150m,北西面,傾斜 320,渓流-描-いO

林況 針広混交林で喬木階はサ-グル ミ,ブナを主とし,ヒメシャ ラ ,モ ミ,ツガをIilE]tえ,

従喬木階はチ ド.)ノjlf,ウ.)ノキを主とする｡

母材料 粘板岩,砂岩,珪岩

瞥断面の記載

i 新鮮な落葉が僅かに散在D



-88- 林野土壌調査報骨 第2号

A 17cm 黒樫-樫千色,磯を含む

糖質壌土,腐植に頗る富

み,団粒構造が発達,純

銀多.下唇に漸移するD

A-(B)9cm 暗躍-黄槌色,磯を含む壌

土,腐植を含む,堆積軟,

湿,根が散春,massive｡

B暦との境界判｡

壌土,堆積軟,massive,

下部は堅,湿,根が僅か

に侵入｡

ProfileN0.21. (第 17図会照)

BJ∃型土壊 崩積土

位置 酉熊山36林班,標高 1300m,西

南,傾斜 390,凹形の山腹｡

Fig.17.Prof.No.21.
BlトSOil.
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Fig.16.Prof.No.20.

B】ヨーSOil.

林況 落葉広葉樹の天然林,喬木階はサ

ハグル ミを主とし,ケヤ千,ブナ,モミを

混え,従喬木階以下にはチ ドリノキ,ダニ

ウツギ, ミカ-リサウが生育しているD

母材料 砂岩,貢岩,珪岩

骨断面の記載

L 広葉樹の落葉散在｡

A1 25cm 黒枠二黄千色, 径 10cm

内外 の磯に富む砂貯壌

土,腐植に頗る富み団粒

状構造発達,堆積粗,潤,

禍根多｡

A2 10cm 暗樫黄一樫鈍色,磯に富

む砂質壁土,麻植に富む,

堆積軟,潤,細,中根多,

後弱な団粒状構造,上下
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暦に漸移する｡

A-B 50cm+ 黒樫一黄色,棟に富む砂質壌土,腐植を含む,堆積軟,潤,massive,根は

僅かに散在｡

ProfileN0.41. (第 18図参照)

PDI型土盛

位置 別府山57林班-58林班境乳 槙高 900m,北西面 ,傾斜 410,尾根｡

林況 カウヤマキ,ヒノキ,ツガ天栗林｡潅木階にはソヨゴ, シデ, ヨグ ゾ ミネバ 17, シャ

クナゲ等が生育している｡

母材料 火山衣及び砂岩

督断面の記載

L 3cm

F-H 7cm 黒樫黄-樫 濁色, カウヤ

マキの腐朽葉 を主とす

る｡湿｡

A2 5cm 棒 晩 暦 ,明澄-黄槌色,

磯を含む砂質壌土,潤,

堆積軟,下僚との境界は

明o

B1 7cm 集積 督 ,荏-黄擾色,石

磯に富む埴質壌土,堆積

軟,潤,下僚に判接｡

A｡′ 18cm 淡樫-黄平色,礫を含む

粒質壁土,堆積軟,潤,

下管に判接,上下暦に比

し淡色で,過去の溶階骨

であると判定されるD
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Fig.18.Prof.No.41･
PT)I-soil.

Bl′ 32cm+ 濃樫-黄平色,磯を含む埴質壌土,堆積堅,潤,下唇に判接｡

ポ ドゾル化した土薮の上に虞に土壌が堆積して再びポドゾル化が進行中のものであると考え

られる｡

3. 土壌の分類及び各土壌型の特撒

本調査は大政がブナ林地帯で行った,森林土壌の系幹的分類9)に準拠して実行 したものであ

る｡大柄地方に於ても概ねこの分類が可能であり,土敏の深さ,土性,堆積様式等若干の項EI
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を組合せる時は,林木の生育や植生と極めて密接な関係にある事を確め得たD調査区域に現わ

れ る主要な土壌型と,その特徴及び指青票植物を挙げれば二大の通 りである｡

(1) B.A型土塊一乾性褐色森林土 (傾斜地型)

この土壌は厚いF層-と,黒色のA菅･TLLr伴い,B骨には特徴のある軽影な粒状構造が発達する

ことが特徴であるが,この地区では一般にF盾の発達は微弱である｡菌糸網の発達は顕著で,

その下部に粉状,紬粒状,堅異状の構造が現われる｡この土壌の槙準的なものの,分布は極めて

局部的で,西南向きの傾斜急な尾根筋に線状に現われるにすぎない｡ ツガ, ヒノキ, アカマ

ツ,ツツジ類,ネヂキ,アセど,イヌツゲ等が生育 している場合が多いO

(2) BB型土壌一乾性褐色森林土 (嬢料地型)

いるが,この地区ではH層-の発達は左程顕著でなく,寧ろH-A暦の形態をとる｡A暦一及びB

l軌-Lは外生菌梶を認めるが菌糸網暦の発達は顕著ではないo又A層及 びB層-上部に堅異状構造

乃至塊状構造が現われる｡膨敢な堆積の土壌ではB暦下部叉はC暦上部にしぼ.しぼ軽髪な粒状

叉は塊状の構造が現われる｡-一触 こ各啓伍の推移状態は判然としているOツガ,カウヤマキ,

ヒノキ,アカマツ,シキミ,イヌツゲ,サカキ,ヒサカキ,ソヨゴ,シヤクナゲ,ハヒミヤマ

シモミ,ア ヒビ,カシ糞勘 ツツジ類,ナラ,l)ヤウブ等が多く生育している｡

(3) Bc型土壌-霧乾性褐色森羽こ土

この土壌はA督T部叉はB腎上部など有機物を合有する部分に堅果状或は塊状構造が発達す

る土壌であるO調査地区では構造の発達は模式的な Bc型に比較 してそれ程顕著ではなく,大

部分が BL,塑土壌と Bl)型土壌の中間型と見たしても差支えない程度のものであるoBJ3型土

-壇より堆積堅密でB暦の色調が淡く,菌糸を散見する場合があるO
植生は BIl型土壁のそれに似ているがツツジ類,7セビ,イヌツゲ等の乾性の栢物を減じ,

モ ミ,サカキ,シキミ,シデ,カ-デ等が多く寝入している｡

(4) BtI型土壌一連潤性褐色森林土

Fji骨の発達が認められす,A管は有機物に富み,団粒伏構造の発達 した土壌で,正常な

褐色森林土であるoA,B唇の推移状態はBI3型土壌等に比べて-粟に不明瞭で,有機物の合

バl),ブナ,シヂ類,ケヤキ,ホホ等が多いO

(5) BE型土壌一窮湿性褐色森林土

この土壌は粗粒状構造のH暦が比較的厚く堆稜し,腐植に富む粒状構造の A暦が発達し,

massiveでや i青味の勝った褐色のB層-ができる事を特徴とするが,この地区ではF,H暦-の

｢発達は認められない｡団粒構造が発達し,粒状構造のA骨が深く,B暦-の推移状態は漸変的

であるo 渓谷に臨む傾斜面の下部或は迫合に現われる｡ トチ,サ-グル ミ,ケヤキ,チドl)ノ
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千 , ミヅ千 ,タエアヂサヰ,タニウツギ等が多く, ミカ-リサウ,テンニンサウ等の地床植物

が繁茂 している事が特色である｡

侍 BF型土壌は BE型土壌と区別 して存在を認めることが殆んどできない｡これはこの地区

が傾斜念で BE-BF塑土壌のできる所は殆んど崩横地に限られ,土塊の堆積が粗で,透水性が

良好のため BF型の特徴が現われないためであると考えられるOグライも又認められないO

(6) PDI,PDⅡ型土壌-ポドゾル,ポドソル化土壌

PDI(ポドゾル化土壌のうち溶脱唇が帯状に現われているもの) 及び PDIl(溶脱暦が斑状

に現われているもの)型土壌は四国では面河山,不入山等のカウヤマキ林下では部分泊勺に見ら･

れるが,調査地区内では梗高 800m以上のカウヤマキ,ヒノ千,ツカ等の天然林下に局部的に

認められたOカウヤマキ落葉等の厚い Ao管が発達 してrいる皐がl持徴であるb

佃 PDⅢ型土壌は BB型土観と類似 し,その高山型ともみなされるもので,厚い F暦,H

暦が発達 し,B層･上部が濃褐色を帯びて,形態的には集積暦のみが認められる土壌であるが,

BI;型土壌の分布区域にもこの傾向の土壌は認められなかった｡

以上は母材利の如何を問わず分類 されたものであるが,特に母材の影響を強 くうけ,その生

成と分類上の位置が末だ明でなく,両 も相当の面積を占めている土壌に 火山衣土壌があるo

Bl型土壁は丸山友を母材とし,A暦又はB暦一道黒色の甚 しい1二壁であるO本荘営区では火山

衣土塊の分布は尾根筋,綬料地等にかなり認められるが,顕著な黒色7)火山衣土は認められな

かったC

4.土壌の分布状況と土壌型に関係のある諸因手

本経営区は地形の急峻たところが多く,中腹以下の土壌は殆んど通観土で,残横土は峯筋に

帯状に分布 し,そのうち傾斜の綬な断にはしばしば火山安土が見られる｡一班に土壌は適澗性

土壌 (Bl))が多く,谷拾い叉は凹形の地形のところには弱湿性 (Brl]),尾根筋には乾燥型土壌

(BB.Bc)が分布 している｡ 土塊図に現われた各種土壌の分布状況を観察すると,土壌型と環

境国子の間には密接な朗係があるOこれに就いて簡単に述べれば攻の通 りであるo

(1) 地 質

地質と土壌水分の関係は詳かでなく,今後の研究にまたねばならないが,母質物の相違や風

化の程度が土壌の深浅,按城的組成,緊密慶等に関係があり,これが土壌の水分に強 く反映す

るもののようであるD地質と土壁との関係については後茸に述べるこ一ととする｡

(2) 植 生

森林植生は気候及び土壌等の環境の如何により異なるものであt),叉一方植物は植物自体の

作用により,二次的に局部の気象及び土壌を変化させるものであることは晩に広 く認められて

いる事であるC土壌の分布状況と植生分類上の群系,又は群叢との関係は比較的少いにもか ｣
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h らす,単位群落叉は植物の種類やその生長状態との間には密接な関係が認められる｡シヤク

ナゲ科の植物,シヒ,ウバメガシ,イヌツゲ,ネヂキ,アヤビ,ヒノキ,ツガ,アカマツ等は

よく乾煉型土壌に生育し,チ-グル ミ, トチ,ケヤキ等は湿潤な土地に生育している｡

叉乾燥地に生育した笹類,岩石地に生立したツガ,ヒノキ等はその某の色が黄色を帯びてい

る寄等はその-一例である｡植生はその欝閉により日光の直射を妨げ,地表面の蒸発を防ぎ,土

壌の乾燥を防 ぐ力があるといわれる.植物の種類によっては外生菌根を附着し,土壌中に菌糸

盾を生する｡この菌糸管は雨水が土中に侵入するのを防ぎ,土壌を益々乾燥させる｡ウバメガ

シ,シヒ,アカマツ群落下に於てはしばしばこの状態を見受けるO

(3) 気 候

本経営区は海抜凡そ 400m-1900m に亘 り,気温 もかなりの差がある｡従って植生の分布状

硯 も暖帯上部 より寒帯下部に至る広範囲であるb気候の相異と共に土壌 もその分布状況が蔑分

相違するのは勿論である｡

一般的には海抜高の低いところは塩暖で,蒸発量が多く,土壌 も乾燥されやすい｡高度を増

すに従い気湿は低く,蒸発量を減 じ,土壌 も又湿潤となる｡このことは雨量の影響を蒙る事も
~大きいが,当経営区内の雨量は年平均 3000ェlml内外で大差はないと思われる｡

(4) 地形及び位置

地形及び位置は土壌の崩壊,堆積等と関係があり,局所気候を変化せしめ,土壌の形態を決

定する最重要な国子である｡即ち峯筋は乾燥しやすく,従って乾燥型土壌の分布 も多い｡又土

壌は侵蝕されやすく,表面は流亡され,土壌 も比較的浅いところが多いO谷沿いは土壌の崩

壊,転落 したものが堆積 し,又は水分,養分の下降 したものが集積 し,土壌は肥沃であって,

･湿潤型土手裏の分布が広い｡

傾斜の綬なところは土砂の洗亡が少く,従って土壌は探しへ｡地形の急峻な箇所は土砂の流亡

が多く,土壌は浅 くて乾燥され易く岩石の露頭を見る所 も多い｡

凸形の地形の所では土壌は侯蝕されて浅 く,乾燥し易く,叉崩壊を起 し易い｡凹形の地形の

ところでは土壌は流亡する事なく,反って集接される｡従って土壌は深 く湿潤である｡

又谷潤いは谷形によって欠のような特徴がある｡

a.上昇谷は谷の両側の傾斜面が風化作用よりも侵蝕運搬される作用が大であるO

この形態の谷沿いでは土壌が浅く,叉は乾燥され易い状態にある｡叉岩石地 もこの型の谷に

多いo

b. 中衛谷では慶蝕と風化が平衡を保っている状態で,土塊の深さは一般に中庸であるD

c. 下降谷は山腹に於ける風化作用の方が侵蝕道教作用よりも大である事を示 している｡こ

の型の谷濃いは土壌が最も深 く湿潤で,土地 も肥沃なところが多いO

(5) 方 位
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方位は微気候,矧 こ日照の影響をうける事が甚だ大きく,これがひいては土壌に影響を及ぼ

す ものであるO即ち日照時間が長 く,気塩 も高い南西面は最も乾燥 しやすく,従って乾燥型土

壌て(BA,BB,Bc)の分布が多く,反対に日射時間の少い北面は湿潤型土壌 (B工),BE)の分布

が多いのは当然である｡

土壌と外界との因子については前述 した通 りであるが,土壌は更に土壌暦内部の形態の如何

によって,その水湿の状態に変化を来すものである｡その主な因子について考察すれば次の通

りである.

a. 土壌の深さ

土壌の深さは横木の根を支えるためにも必要なのは勿論,水分並に養分を保持する上にも最

も必要な因子であるD即ち土鮭の浅い箇所は体水力が弱 く,乾燥 しやすく,従って乾燥型土壌

の分布するのが多い｡一方土壌の深いところは保水力が大であって土壌の乾湿の変化が少く,

通潤を保ち易く,土壌 も又比較的安定している.なお土壌の深,溝は局所地形及び基岩の影響

をうける事が大きい｡

5階級に糞朋りした土廃の深さと地形,叉は土壌型との問には=jcのような関係があるO

(1) (土壌の深さ 1m 以上)は傾斜の綬な迫倉又は谷沿い,下降斜軌 傾斜の援な平衡斜

面又は尾根等に普通現われる.BI),B玉:型土壌がよく分布 しているO

(2) (土壌の深さ 70-100cm)は干衝斜面,傾斜の梢々念な迫合,叉は谷沿い,叉は鋪頂

の尾根等にi:く現われ その占める面積 も相当広いD BJ)塑土壌の分布が最も広いが,谷拾

い,迫合等は BE型,又南西画の尾根筋や風街地には BI∋型,Bc型に属する地域 もあるO

(3) (土壌の深さ 40-70cm)は傾斜の念な上昇谷,上昇斜面,或はや 1尖った尾根等に普

通見うげ.られるo北面の斜面や迫合等では通常 BJ,型土壌が広く分布するが,南西斜軌 尾根

筋,風衝地では Bc型,BB型,BA型土壌となっているO

(4) (土壌の深さ 30-40cm のもの)は急峻な地域に分布し, 特に上昇谷,上昇斜面の上

部や,尖った尾根筋に多い.谷拾い叉は上昇斜面 では土壌は侵蝕をうけ,表替から流亡 して石

磯にとむ地域が多い.谷沿いではBJ)型土壌となっているが,中腹以上では殆んど乾燥型土壌

となっている｡

(5) (土壌の深さ 30cm 以下叉は岩石地).は一般に断崖又は急峻地である｡

b.土壌の堆橡状態 (緊･密度)

土壌の堆積状態の如何は土壌水分並に植物の成長に関係が深いo 堆積が蜜であれば保水力は

犬であるが窒気及び水分の透通を悪 くして樹木の根の発達,摂能を不良にし,疎にすぎる時Irii

保水力を減 じて乾燥しやすく又橿蝕をうけ易いo

多 くの場合上菅が疎で,下唇程緊密となっているが,風化や植生の影響が普通である場合に
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はこのような堆積状態が正常な堆積と考えられる｡BI)型土壌はこのような堆積状態をなして

いる場合が多い｡

土壌図の各種土壌型は各種因子の相蘭聯 してできた土壌の形態を類別したものであるが,地L

形の複雑な地域では土壌の分布の仕方も復姓になる｡

然 し斯様な複姓な小面積についての分布図は作製する上に非常な困難を伴うだけでなく,図

面と現地を照合する場合もその位置を判定 し難い｡それでこれ等の複雑な地域では最 も広く分

布する型をもって代表 し,色分けしたもので,全体的に見てその主な型が 70% 内外を占めるr

ものである｡

例えば Br)型に色分けした地域でも,谷拾い又は迫合等には Bl∃型土嚢が局部的に分布する

地域 もあり,尾根筋又は土壌の浅い地域では Bc,Bfi,BA型等が僅かに分布する地域 も存す

るのである｡

BB,Bc型土壌についてもBl),Bc,BB,BA又は PD型が含まれる場合 も存するO但しこ

の場合 BE型は殆んど存在しない｡BL,型中にはBD又は極 く局部的に BF型を含む地域も存

するが,Bc,B13,BA等の乾性の土境は殆んど含まれていない｡

BA型,P工,壁,BF型については土壌図中に全然色分けがされていないが,現地では局部的

に趣 く小面積に分布していて, その面積が狭少なため前二者は BB型中に後者は BtE型或は

B工)型中に編入した｡

土壌の深さも土壁型と同様な関係がある｡即ち地形の変化の多い地域,或は基岩の錯綜した

地域,又崩壊,堆積した地域等があって,深さも一様でない｡1のil/突きを宥する地域中には 2

に属するものが若干含まれ, 3,4,5等は殆んど含まない｡全体的にはその主なものが 80%

内外を占める｡ 2の中には 1及び 3若干, ときには 4或は 5を極 く僅かに含む場合 もあ

る｡但し2の占める面積は全体の 70% 以上である03の中には 1,2,3,4,5を常に若干

含むが,3は全体の 70% 内外である｡4の中には 1,2若干含まれる地域 もあるが 3を 20

-30% 含み叉は 40% 内外は 5の地域が多い0 4は全体の 30-50% 内タトである0 5中には

1,2,3,4が若干含まれるが,5が全体の 70% 内外を占めている｡

廿 土 壌 の 分 析 成続

1. 理 学 分 析

(1) 実 験 方 法

土壌昏断面の描写撮影が経った後断面を上唇及び下唇に分けて理化学分析試料を搾取したO

理学分析試料は 400cc円筒を用いて,できる丈自然の状態を崩さないように注意 して搾取

し,次に述べる実験に供 した｡
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a. 土壌の比重

b. 土壇の容積重

密な状態の容積重は内容 100ccの円筒を月]いて測定した｡ 自然状態の容積重は土壌搾取円

筒 (内容 400cc)より根及び石磯の容積を控除したもの,即ち細土の占める容槙で根,石楓

水分を除いた細土重量を除 したものであるo

c. 圧 桔 度

圧結度は是 警諾 窓 で硯d-,Lたo密な状態の硝 重は土塊を人為的にできる最 も

堅密な堆積状態のもとに置いて測定 したもめである6)｡

d. 自然状態の全容水量

e.採取時含水量

f. 土壌の孔隈量

土壌の孔隙量は土壌の容積と比重とにより次式により算出した｡

g. 淘 太 分 析

土壌の機械的組成の分析は洗惟淡 (A.S.K.)とピペット法により実施した｡

(2) 央 験 成 績

実験成績は第3表及び第4表の通 りで,これ等について考察するo

a. 比 重

比重は腐植の含有黄が最 も強 く影響 し,腐植L71含有量の多い上官は下隆より何れ も比重が小

となる｡又火山衣土塊は一般に土壌は軽 く上官2.20,下僚2,38とレ､う∠円三Jl.在を示しているo

各土壌型と比重の関係を見ると,BB型土塊の上官2.20,下僚2.42,Bc型-J･.壊PL暦2.31,

下唇2.46,BD型土壌では上骨2･33,下暦2･42,BL]型土塊,上暦2,51,下替2.54となり,

上rg-,下唇共に BE型が最も犬であるo
攻に上官では BD型,Be埋,Bp,型と乾燥土壌程小となっているO これは勿論乾燥型の土

!変には火山衣土壌が多い事にもよるが,その影響は比較的少 く,むしろ砂の含有量,基岩の種

斯及び有雑物の分解の程度が最も強く影響 したものと思われる｡即ち湿潤塑土壌では腐粕 の分

解が良好であって,粗腐植を止めないJ-)に反し,乾燥型土壌では莱分解の粗蘭棺の含有量が多

い事と,第5表に示す様にBE,B工)型｣二展は砂分が非常に多いためこの様な結果を生じたもの

である｡

b. 容 積 重

密な状態の容稜束は比重と大体同じ様な傾向にあるO

自然状態の容積重は比重及び密な状態の容積重等の影響があるのは勿論であるが,土壌の堆

積状態 (堅密度)並に土壌水分の含水量等 も影響するものであるo
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第 2表 理 学 的 性 質

Table2. Physicalpropertisofrepresentativesoils.
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断面

番号

P rofile

(年月日)

Location
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全 容 水 量
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第 3表 土垂型別理学性一覧表

Table3.Physicalpropertiesofeach typeofsoils.
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採 集 時 含 水 率
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上下啓共に火LLl衣土壌が境 も軽 く,Bo型土壌を険し･lた各型については,上唇は BB型土壌

が最 も軽 く,BD型,BE型土壌は大差ないが BE型土壌の方がや 1重い｡下唇についても大

体上官と同じ様な傾向にあるO即ち客稜重につし･lても比重と同様に有機物の分解状態や機械的

組成が強く影響 しているもの ＼ようである｡

C.圧 結 度

土壌の緊密慶を示すもので一晩こ上唇は下唇よりも数字的に小さし･lo即ち堆積状態が上官は

疎で,下軌 ま上菅よりも密 となるものであるo但 し昏断面9,10,24,27等のように上菅が下

唇より密 となる箇所 もあるO当経営区に於て緊密な堆積をなす箇所は少く一般に上軌 ま ｢粗｣

又は ｢軟｣に属 し,下唇は歌の堆積をなしているO

次に土壌型と圧結度について見ると比重及び容積重の大きい BE型土壌が比較的堆積状態疎

となっている｡これは有機物の侵入,団粒状構造の発達,或は崩壊 した土砂の堆積等により,

重い土壌でも疎髪な堆積をなしてLへる事の証左であるo

d.採取時含水率

特殊な火山矢土壌を除いては各型の土壌共にその平均値については容積%,重量%,全容水

量に対する% も明かな関係を認め難いo

註 1) 土嚢は同一環境のもとに採取したものでなく,永く雨が続いた後数時間を経て採耳吏したも

の,又は晴天十日以上も続いた時に]果敢したもの,或は採取の季節を異にしたもの等種々の

状態のもとに採取したもので,各々の層断面では或は乾燥し,或は多湿の状態を呈するもの

があり,個々の断面についてその含水量を云 す々るのは当を得ないものと考えられる.

e･ 土壌の孔隈量は荷椎の含有量,堆積状態,含水量等によって影響され,一郎に上J酎j:下

僚よりも孔隙量は大であり,又火山萩土壌は他の土壌 よりも孔隙量は大となっているO土壌型

と孔隙量の関係は殆んどないものと思われる｡火山友土壌の孔隙量が大であるのは火山衣自体

の茎隙と,堆積状態が粗であるためである｡緊密な堆積状態をなしている火山衣土壌の分布は

当経営区では見当らなかった｡

f. 土壌の棟械的組成

土壌の機械的組成の分析結果は第4表及び第5表の通 りである｡機械的組成を左右する重要

な因子は母岩及び風化の程度であるo即ち砂岩Jj分布の広い安芸川管では,壌土,又は砂質壌

土の分布 した箇所が多く,輝緑英次岩,粘板岩或は千枚岩等の分布 した箇所は埴質壌土又は埴

土の分布が多いO但 し当経営区は前に述べた様に崩積土が多く,未風化の砂塵を混する箇所が

広 く分布 していて,このような箇所では粘板岩,千枚岩等の分布区域で も砂を多量に含む事も

ある｡しかし残韻土に於ては母岩の影響が最 も大きい｡各土壌型との関係については乾燥型土

壌は湿潤型土壌に比 し,粘土の含有量が天となっている｡又乾燥型土壌は上唇が下骨よりも粘

土の含有量が天であり,湿潤型上境では反対に上層に粘土が少く,下骨では多くなっているQ



大 栃 経 営 区 の 土 塞 (荏田･井上)

第 4 表 淘 汰 分 析 表

Table4.Mechanicalanalysisofrepresentativesoils.
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第5表 土壊型別淘汰分析一覧表

Table5.Mechanicalanalysisofeachtypeofsoils.
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これは湿潤型土壌は概ね中腹以下の斜面又は谷沿いを占め,土壌は崩壊した土砂の堆積 した

箇所が多いので,従って砂,棟に富み,下唇程粒子の大きなものが堆積 したものである｡しか

し上唇は風化分解が下層-よりも盛んなために,粘土粒子の生成も盛んであり,堆積は裸で,安

定 した箇所では下暦よりも上/%に粘土含有量天となり,堆積状態は疎で,常に雨水に洗われる

箇所では風化 した粘土は下降し,下唇に集積 してこの骨に粘土粒子を増すものである｡又乾燥

型土痕は残培土 (残積土は尾根筋だけ分布 している)に分布するものが多いので上記の様な成

績 となったものである｡即ち残積土に於ては,上菅は下唇よりも風化分解が盛んなため多量に

粘土粒子を生成するものである｡但 し地形又は位置の状態により､,風化された粘土が流亡して

上官がかえって粘土含有量の少い場合 もあるo

又火山衣土壌はその分析成績に示す様に砂壌土乃至粧壌土である｡これ等は風化の過程を良

･く現わすもので,即ち風化の患いものは砂壌土であり,風化の進んだものは埴壌土,更に進む

と埴土となるO

又火山友土壌は粗砂少く,細砂及び微砂が非常に多いもので,これは火山友土壌の乙障徴の一

つと思われる｡

土壌の機械的組成が土壌の性質に及ぼす影響については,既に前項において度々述べたよう

に,土塊の埋化学的性質と重要な関係を有するものである｡横根的組成は一基岩の影響をうける

のは勿論であるが,当経営区のように崩積土の多い地域では,局所地形とその位置が最 も強い

匝】子となるもののようである｡

2.化 学 分 析

化学分析は置換酸度, pH (水及び塩化加盟浸出液)仝窒素,炭素,珪酸,燐酸,石衣,秩

及び教士について実施 した｡

(1) 分 析 方 法

分析方法は林業試験場発行の森林土塊調査方法書及び土壌実験法,農芸化学分析方法害等に

i･つ/JJ.

(a) 置換酸度

(b) pH

･(C) 仝窒素

(d) 炭素

(e) SiO2,Fe203,

法によった｡

(2) 分 析 成

カツペン民法によった｡

アンチモニー電極を使用した｡

ケルダール民法 (塩入,奥田両氏改良)によった｡

Jiurin法によった｡

含量 R203,PiO 5 (容量法)CaO (容量法) をフェスカ氏熱塩酸浸出

績

化学分析の結果は第6表及び第7表の通 りである｡
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第 6表 化 学 分 析 表

Table6.Chemicalpropertiesofrepresentativesoils.
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土壌型
Typeof
soil

BJ王

林野土虞調査朝昔 第 2号

第7表 土壊型別化学分析一覧表

Table7.Chemicalpropertiesofeachtypeofsoils.
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(a) 置 換 酸 度

遣換酸度 ylの価について見ると,最 も小さい値を示すものは石立山 56林班 (暦断面番号

38)の 0.45であり,最 も大きいものは衷熊山 41林班 (暦断面番号 28)84.35である｡

この成績について考察すると土壌型と置換酸度については注目すべき関係が現われている｡

即ち乾燥型土壌は一般に ylの値が大で, 湿潤型土壌では小である｡ この原因は乾燥型土壌

くBB,Bo)は概ね尾根筋で,土壌 も叉一･版に浅い｡ この様な所では土壌の風化,分解が行われ

ると塩基の流亡を来し易い｡これがために強い酸性となったものであろう｡文末分解の有機物

が厚 く堆積する場合が多いので,酸性腐植の影響 も少くないと思われる｡

湿潤型土壌 (BT,,BE塾)I,i概ね谷潤い,迫合に分布するので塩基の流亡が少く,かえって

上部から集稜 していると考えられる｡

この事は乾燥型土壌では上菅が下唇よりも置換酸度が高く,湿潤型土壌では上菅が下唇より

も置換酸度が低いものが多い点等から見ても推察される｡

(ち) pH
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Hヨ0及び KClの浸出液について測定 した pH価について考察すると,一般に KCl浸出

液の pHは HL,O浸出液の pH よりも価が低いD

土壌型との蘭係については H30浸出液の場合は前記の置換酸度と同様の傾向にある｡

湿潤型土壌は乾燥型土壌に比し,有機物の分解が良好なためであろうO

(C) 石衣 CaO

Ef衣の量と崖換酸度,pH価等は密接な関係があるものであるが, 分析価を比較すると pH

KCl浸出液)値と類似の傾向を示している｡

(d) 燐酸 PBO5

土壌中の燐酸の含有量は比較的少く0.04-0.26% の範囲であって,平均 0.1% 内外の合有

をである｡土壌型と燐酸の含有量榛殆んど関係を認め難いO

(e) R303及び Fe2.03

熱塩酸可溶の F303,Al302の含量が Rっ03である｡R303及び Fe203は風化の程度又は岩

iの種類に左右されているようである.土壌型と是等の関係は明らかでないo

(f) 家素 C,窒素 N,呆素率 C/N

家素率は土壌中の棟生物の作用に塞 く有機物の分解の状態を示すもcT)である.米案及び窒素

)含有量 (平均価)は乾燥型土壌が湿潤型土壌 よりもその含有量はや 1多く,湿潤型土壌の茨

を率は低くなっている｡

以上化学分析成績について考察すると,湿潤型上境は乾燥型土壌に比較 して,一般に塩基の

･石畳が多く,酸性が弱く叉衆素率も低くて土壌中の有機物の分解は良好である｡

湿潤型土壌,特にBE型は迫倉又は谷拾い,あるL,,は凹形地形に普通硯われるもので,これ

の位置は水分及び塩類の集積される場所となり,従って石衣等の土壌塩基に富み,酸性弱

,有機物の分解 も良好であるのに反して,乾燥型土壌ではその位置が概ね尾根筋又は上昇斜

等で,土壌は佐蝕をうけ易い位置にあり,土壌塩基の涜亡多く,少くとも時季的に渇水し

,有機物の分解 も円滑を欠き,従って酸性土療となり,これが選に二=jl的に作用を促進す乙

のと思われる｡

Ⅳ 母 岩 の 調 査

土壌や地形と母岩の種類との関係を明らかにする目的で,土壌調査に附帯して岩石の調査を

施したo 調査の結果は,岩石の種類と地表の状況との関係を簡単に結論づけることは困難

,このことは後日に譲ること1するが,観察の結果を簡単に記載する｡

1. 岩石の性質と土壌
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に推移するか叉は粘板岩,砂岩,珪岩等と五官をなしているO軽質又は軟質で風化分解は容易

のようであるD一般に土壌に深 く,粘質で石磯を混することが少く,堆積状態も柔軟である場

合が多い｡

(2) 砂岩,硬砂岩 衣色 叉は衣白色を里する｡石英,長石,雲母 及び岩石の細片からな

り,其他教程の重金属鉱物及び生物の遺骸を含む｡秩父古生暦では大部分が硬砂岩であり安芸

川暦では砂岩であるO土壌は風化の程度によりかなりの変化があるが,一般に砂質で壌土乃至

砂質壌土である場合が多い｡深さは中庸であるが軟質の砂岩地域には崩壊地が多く,饗砂岩地

域は崩壊地は少いが土隆は浅いO

(3) 珪 岩

石英質砂岩の変質したもので,結晶質となっている｡ 白色,淡衣色,淡緑色,暗赤色を呈

し,赤白珪岩,青白珪岩等 と呼ばれるO北部の御荷鉾暦,秩父古生暦中に出現するO風化は一

般に困難で土壌浅く,基盤が露出したり叉は岩塊の転落,集積 した所が少くない｡

(4) 頁岩,粘板岩

火山夜を混えたものは凝双岩に類似 し,夜色,淡衣色,淡緑色を呈するが,赤褐色又は黒色

のものがあるO粘板岩は沌板状に剥離するO貢岩は安芸川暦の砂岩の問に帯状をなして現われ

る｡何れ も崩壊し易く,小磯の多い土壌が多いが,風化の進んだ土壌は埴質である｡

(5) 石衣岩 島の巣石衣岩盾に含まれる石衣岩は珊瑚石衣岩であるO岩質は種々変化があ

るが,一般に堅暑なものが多いO白色,衣白色,乃至暗色を呈し洞孔が見受けられるO急斜地

をなしているため土盤は浅いが,若干の粘質物を爽雑 していて,これから生成された土壌は一

般に埴質である｡

(6) 千枚岩 御荷鉾瞥中に現われる･｡容易に片状に剥離するが,化学的風化は緩陵で,こ

の岩石の地域では片状の岩JILが極めて多い.風化が進むと強い粘質の唯二丁二となる｡

(7) 緑泥片岩,絹雲母片岩 雲母,緑氾石,角閃石類や結晶形の棺延長 した石英,方解石

等からなり,片理がよく発達し,板状叉は某片状に割れ易し10着質は施縞で小片に壊れ易いが

化学的風化は遅 く千枚岩とほぼ類似の土壌二を作るO

2. 山地の崩壊と地質

地質は山地崩壊の素質的原因の中で最も重要な因子である｡従来の調査研究によると豪雨に

よって崩壊 し易い地質は花FLLrf｡岩,集塊岩,凝衣岩等で,荒廃 し難い地質は古生臥 火山岩類,

御坂盾 (第三紀暦に属 し砂岩,貢岩,蛮岩,凝衣岩からなる)等が挙げられている｡

本経営区について見ると古生瞥 (御荷鉾暦,秩父古生暦)は南部の安芸川暦と比較すればそ

の崩壊箇所が少し･l｡これは地質時代の相違によるものか,あるいは分布する岩石の種類による′

ものかは明らかでないが,筆者は≒欠の様に考える｡崩壊地はその大部分が
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1. 連唇面に現われていること｡

2. 複合斜面上に多し･lこと.

3.軟質の岩石,或は節理,Tg-堤,片理の発達 した岩石の分布 している所に多いこと.

4. 秒質の土壌に多いこと｡

5. 断昏線の上方に多いこと｡

6. 人工造林地に多しへこと (伐採後数年乃至 10数年経た造林地)

等である｡これは地質,地形,土壌,森林の四着が互に関連 して,山地崩壊の原因となって

～､るものである｡

今回の調査によれば,崩壊は逆骨面の複合斜面に於てしかも軟質な岩石,或は節理,唇理,

片理の発達 した岩石の分布 している箇所に最 も多く起っている｡か 1る点から推察するとある

いは谷が侵蝕をうけるような状態,即ち足下を洗われるような状態ではないかと考えられるO

-即ち下降斜面の部分は土塊が深 く,上昇斜面の部分では土壌は浅 く,叉堆積状態 (堅密度)に

相違を菜たすものである｡なお小出5)は豪雨による山崩れは複合斜面についで,下降斜面に多

く,平衡斜面,上昇斜面では一般に崩壊 し難いo然 し地震によって山崩れが起る場合は上昇斜

面,平衡斜面に多く,又山地の傾斜については400内外の傾斜を有する斜面に最 も多いと述べ

ている｡

又土土盛と任地との関係については川口は平地叉は綬斜地に於ては砂質土唾は粘質土壌よL)ち

侵蝕され難いが,我国の様な傾斜 30% 以上の山地では一般に砂質土が粘質土よりも侵蝕され

やすいと想像される,と述べている.我々し73調査結果 もよくこれに一致 している｡

順瞥面に於ては崩壊地を殆んど見うけなかったが,もし崩壊する場合には地た りの形態とな

るのではないかと思われるOこの間題については資料がないので今後研究 したいD攻に断層に

ついてであるが,断暦が起ればその上部と下部に急激な地形の変化を来たし,上方の崩れるの

は当然であるが,この際疎い岩石からたる場合は崩れる事なく斬骨崖を生する｡

横山川上流の民地の崩壊 したところ,あるいは石立山の断督崖はその一例であるOそして断

層線上に於ても旧いものは班に崩壊を終止 して全 く平衡状態となっている所が多し10崩壊は新

しい断暦上部に多いものである｡

森林は樹冠により降雨を遮断し,降水量を減すると共に落葉藩校は地表部を保護する｡根は

その柱網により土壌を結合 し,土壌の侵蝕を防 ぐ等,森林は山地を保護 し,侵蝕叉は崩壊を防

ぐものであるが,森林を伐採すれば当然これ等の機能を停止する｡伐托後数年を経て崩壊の多

いのは樹木の根の腐朽することにより土壌の結合度を弱める結果であろう.

以上綜合すると山地崩壊の原因としては,地質時代による影響というよりはむしろこれ等地

質時代に含まれる岩石の種額と傾斜,地形 又は 断骨の多少による影響が太であると考えられ

る｡
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なお森林は山地荒廃を防止する上にも,重要な因子である事が観察されるので,その取扱に

も注意すべきである｡

現在比較的崩壊地の少い秩父古生臥 御節鉾藩に於ても禄泥片岩,千枚岩,輝岩,輝線凝安

岩,砂岩,粘板岩等の分布 している所で逆唇面の念斜地,或は複合斜面上部では森林の伐採に

より相当の崩壊を起す可能性が強いと思われる｡珪岩,硬砂岩の分布 している箇所,或倒炉唇

面では崩壊は少い｡叉造林地は古 くなると共にその被青は減少されると思われる｡

V 考 察

1. 土 壌 型 と 植 生

土壌型とこれに生育する指標的な植物は,土壌型の説明の項で蓮べたが,植物は気候的条件

により,その生丑二を異にするものであるO当経営区内に於てもその気候にかな りの差があり,

従って植物の生立状態 も異なるが,土壌瞥断面調査と共に調査した植生調査の結果からその指

枚的な植物について考察すれば二大の通 りである｡

(1) 乾燥型 (BB,Bc)土壌は針葉樹ではツガが乾も多く,モ ミ,ウラジロキ ミ等 も侵入す

るが比較的少いOヒノキ,カウヤマキ,j7_カマツはツガ或はその他の広葉樹と共に分布 し,そ

の生立歩合は少いが,この型にだけ生立し,B.,,BE塑土壌には殆んど分布旦旦ないO叉広葉

樹では常緑広葉樹が比較的多 く, シキミ, イヌツゲ, サカキ,.ヒサカキ,ソヨゴ,シヤクナ

ゲ,ヒヒラギ,ハヒミヤマシキ ミ,アセビ,カシ類等が多く,落葉広葉樹ではツツジ類,シデ

類,カ-デ新が多く,ヒメシャラ,ナラ,7)ヤウブ,ヤブムラサキ等 も可成 り多い｡又ブナ,

ケヤ千,ア-ブキ,ヨグソミネバ リ等 も僅かに侵入しているO

(2) 通潤塑土壌(B】つ)について見ると針葉横ではモミが最 も多く,ウラジロモ ミがこれに

次ぎツガも可成 り生立している｡

広葉横でLIj:落葉広葉横が多く,常緑広葉樹は乾燥型土壌に比べると著しく減少している｡即

ち常緑広葉横ではアヲガシが多く,サカキ,シキ ミ,シ.,ダモ,カシ類等 も散在する｡落葉広

葉樹はよく生育し,就中ケヤキ,ブナ,シヂ類,ヨグゾミネバ リ,ヒメシャラ等が最 も多く,

トチ,ヤブムラサキ,シロモジ, サハグル ミ, ホホノキ, ウl]ノキ, 7-ブキ等 も可成生立

し,l)ヤウブ,カシ類,クサギ, ミヅキ等が屋入してCrlる｡

(3) 崩湿性型土壌 (BE)のところでは針葉樹を減 じ,落葉広葉横が大部分を占めている｡

即ち針葉横では僅かにモ ミ,ウラジロモ ミが生立 しているが,ツガは全然現われない｡

広葉樹ではサノ､グ)i,ミ, ト子,ケヤキ,チ ドl)ノキ,ヨグソミネバl), ミヅキ,ブナ等が多

く,刀-デ,シデ類, ヒ}シャラ等 も現われている｡ 叉地表には ミカ-1)サウ, テンニンサ

ウ,タエアヂサイ,タニウツギ等の湿性の植物が繁茂 している｡
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以上通審するとBB型,Bc塑土壌のところに分布する植物はその区分が困難 であるが,こ

すL等乾燥型土壌に生育する植物は針葉横ではアカマツ,ヒノキ,ツガ,広葉樹ではイヌツ ゲ ,

了セビ,シキミ,-ヒミヤマシキ ミ等の骨縁広葉樹並びにツツジ類,ナウ,1)ヤウブ等の落莫

広葉樹であって,これ等の植物がこの土壌型の代表的なものということができる｡BI,型土壌

は針葉横ではモ ミ,常緑広葉椀ではアヲガシ,落葉広葉樹ではケヤキ,クロモジ,ホホノキ,

クサギ等が代表的なものであるということができる｡B耳型土壌ではサ-グル ミ, トチ,チ ド

リノキ等の落葉広栗樹及び ミカ-リサウ,テンニンサウ,タニアヂサヰ,タニウツギ等が代表

的なものである.

ヒメシャラ,シダ類,ブナ,カ-デ類,ヨグゾミネノミ1)等は各土壌型を通じて出現するが,

その頻度はBl'型に最 も多く, その成長 も叉良好のようである｡ 又 ヒサカキ,サカキ,シキ

ミ,-ヒミヤマシキミ,カシ矧せBp,,Bcr,BD型土薮に分布するが,BB,Bcの乾燥型土壌

に多く現われる｡

以上土療型と植生には密接な関係が在するものであるが,翻こiに考えられる零は乾燥型土

壌巾には酸性土壌の分布する場合が可成 り多いことである｡これは即ち乾性の植物は耐酸性植

物を意味するものではなかろうか0時に-ヒミヤマシキ ミの群生する地域は土壌は可成 り湿潤

な地域でも置換酸度 (yl)の暦は上軌て於て30以上の高い数字を示しているO ミカへ1)サウの

分布する地域は何れ もその価は非常に小であり,スギ人工造林地に於て生育良好なところは置

換酸度は割合に低 く,分析緒英では16･90が最高となっている事等から考えると,適潤性ある

いは弱湿性土壌でよく生育する植物は土壌の酸性に野して弱い植物ではなからうかと考えられ

:I:1,,

2. 土壌型と主要林木の成長並びに更新について

湿潤型 (Bl',BE)｣儀 は枕に説明したように土壌も一般に深い所が多く,堆積状態もjE常な

状態を示すと共に,腐栢貫土管も乾燥型土壌i:りは-･娘に深 く,機械的組成についても砂分が

割合に多く,叉上T凱ま下唇よりもや し砂分が多く印水し7)透通良好で,土壌の酸度も一般に弱い

等,スギ及びヒノキの適地としての条件を具備 しているO叉乾燥型土壁(BB,Bc)は土壌J｡水

分不足は勿論,理化学的性質もスギには不適当な条件を具備する所が多いC即ちスギに対 して

はや i乾燥にすぎると共に土壌が浅く,粘質な土壌で正常な堆積をなさない所,あるいは強い

酸性土塵が多く,衛積の分解が不良でA盾･が浅く,スギには不適当である｡然 しヒノキは土壌

に対する要求度はスギよりも低 く,乾燥にも耐え得る性質を有するもので,(Bf‡,Bc)型ii境

でも比較的良好な成長をなす所 も見 うけられるO本経営区に於ける調査もスギ人工造林地で良

一好な箇所は全部BI)型七填あるいは BB型土壌で就中B】王型土壌が幾分優れているように思わ

れる｡
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B73型, BG型土壌ではスギはみなその成長が不良である｡然しヒノキに就いては BBBcr

型土壌でも成長が比較的良好な所 (断面番号 1,29,32)がある｡

株屋山 86,87林軌 峯の川山 84林班 (断面番号2)は BD型土集でスギの人工造林地のF+

生育良好な所で,スギと並んで (同じ立地関係)ヒノキが帯状に造林 してある｡これらについ

て樹幹析解を行った.(第 19図参照)

Fig119･ Prof･Not2･ BD塾土壌に驚けるスギ,ヒノキ生長曲線

GrowthcurveofSugi(Cryptomeriajaponica)andHinoki

(Chamaecyparisobtusa)onBb-soil(Prof.No.2).
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Fig.20,Prof.No.1. BB型土壌に於けるスギ,ヒノキ生長曲線

GrowthcurveofSugi(Cryptomeriajaponica)andHinoki

(Chamaecyparisobtusa)onBB-soil(Prof.No.1).
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その成長量よりスギを植える方が ヒノキより当を得たものということができる.叉播尾山

86林班 (断面番号1)は B13型土壌にスギを造林 した所で, その中にヒノキの造林木が数本

あり,これ等に就いて械幹析解を行ったO結果は第 20図の通 りである｡このような立地条件
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の所ではその成長状態から見て当然ヒノ千を造林すべきであるが,スギを造林 したためにこの

ような結果を生じたものである｡

Fig,21. Prof.No.ll. BD塑土壌スギ生長曲線

GrowthcurveofSugi(Cryptomeriajaponica)onBb-soil(Prof.No.ll).

(1) 樹 高 (2) 胸高直径 (3) 材 積
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第 21図は 87林班の Bl)型叉は Bl型土壌にスギを造林 したもので,火山衣土壁でも有椀

物の寝入が多く,適潤で堆積状態良好な所では良好な成長をなす事を知るのである｡故に土壁

型との関係については スギは BE,Bl)型で土壌が深い所,即ち B工)型土薮 (撞き 1,2)と

BE型土壌 (1,2)に植栽すべきであるD

B13,Bc,BT),BIE型土壌の 4(深さ)については人工更新不適当と云い得べ く,矧 こBB,

B(./型土壌の 4は天然にヒノキ,ツガ,アカマツ等の稚樹がよく発生しているので,このよう

な所は天然更新に侠つべきである｡なおBT),BE型土奥の 3ではスギを造林すれば,幼令鞘

の生長は良好であるが, 中年以後の生長が恵いためか 1る地にはヒノキを植栽すべきである

が,地理的に便利で,問伐木の利用できるところはスギ及びヒノキの混槌を適当とし,又民間

のように短伐期更新を行う場合はスギを造林する方がヒノキよりも得策であると思 うO

フカマツ,ケヤキ等についてはその資料が少いが,アカマツは BB,Be型土塊の 3,4で,

良好な生育をなすものと思われる｡但しこの際堆積状態堅密な所では嬢形となりいわゆる傘袷

となり易い傾向がある｡ケヤキは天然の分布状態から推察すれば大体スギの適地に似た所を適

当と思われるが,幾分スギよりも湿潤型で排水の良好なところ,即ち BE型,BF型あるいは

B】一型等の士集で,土壁が深 く,右横に頗る富む砂質壌土あるいは壌土を適当と思われるO こ

れに反して乾燥地或は粘質にすぎる土壌は不適当の様である｡

以上土壁型と林木の成長並びに更新関係について述べたが,最後に一言附言 したいのは気候

の問題であるO即ちスギ及びヒノキも如何に土壌条件が適当であってち,気候によ仁周り限される

のは当然であるO当経営区に方さける気候の限界 (毒崇高)については漠然としたものであるが,
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筆者が当局管内を視察 した錯乱 又は当経営区の調査の結果或は管内植生調査の結果等から綜

合すると,当経営区内では蔑帯上部に属するブナ,ツガ群叢の終 り,.即ち槙高 1,300m 附近

がスギ及びヒノキの造林の限界点ではたかろうかと推察する｡且つ人工更新にあたって注意す

べき事勘 槙高の限界内にある場合でも,尾根筋の風間地帯は人工造林に不適当であり,天然

更新によるべきであろう｡

3.土塊図による重新計画

土壌図調製の方法は前述 した通 り土壌型と土壇の深さを基準としたもので,これに基いて吏

新計画を樹立する事ができる｡即ち土壌図 (5千分の1基本図に調製 したもの)を用いて各林,

小班毎に更新不可能な面積 (岩石地5及び梗高 1,300m以上及び尾根筋の風簡地帯)を除き,

夷に土壌型別,深さ別の面積を等二出し,BJ),BE型土敏の 1,2(深さ)の占める面積をスギ及

びケヤキの適地とし, Bl),BE型土壌の 3の占める面積はヒノキ或は地理的条件に意まれた

林小班はスギ及びヒノキの混植地 (-クタール当り3000本を植える場合はスギ 2000本,ヒ

ノキ 1000本程度を適当と思 う)とし, B】三,Bc型土壌の内 1,2の占める面積は ヒノキを

BB,Bcl型土壌の 3には ヒノキ或はアカマツを植栽するものとして計画を立てる事が望まし

LへO

更に湿潤型土壌にも若干の乾燥型土壌が分布し,又乾燥型土壌中にも湿潤型土壌が,或は土

壌の深い区域にも浅いところ,又反対に浅い区域にも深いところが若干含まれるもので,これ

等は局所地形或は植生の状態等により,判別できるので,造林実行に際 してはこの点に注意す

れば不成功造林地をなくし,森林資源の増産に寄与しうるものと信する｡

･4.将来の作業法並びに土地保全に対する意見

土盛調査の結卿 こ其き土壁及び地質の面より森林作業法について簡単に意見を述べるO-皆伐

作業は経済的な見地に立てば最 も合理的であるが,山地の荒廃を来たし易く,叉国土保全の立

場から考えれば調度の択伐が最 も適当であり,両者の立場は相反するものであるO

大栃経営区では山地の崩壊 した場所は前述 した如 く,断骨組上部或は逆唇面の複合斜面に最

も多く,しかもこれ等は軟質な岩石の分布 している地域に多いOそjtでこのように崩壊され易

い地域については択伐 (50%以下)を施 し,急激な疎開は見合すべきである｡その他の地域に

ついては皆伐作業を実施 し,速やかに嘩林すれば,その被昔は比較的少くてすみ,経済的な面

から見て最も有効であり,且つ又国土保全の点から見てもその影響するところは比較的′むく最

も合理的な方法であると思 う｡

又土壌の浅い地域,或は岩石地等人工更新に不適当な地域は択伐作業を兵施 し,跡地は天然

更新によるべきであるO なお上部尾根筋の風衝地帯は これを伐採すれば 風衝地の面積を拡大
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し,現在の笹地をして更にその面積を増加させる結果となるであろう｡故にこれ等風衝地帯は

Jf部を保護する民地より,保護地域として或程度の巾で防風帯を残存すべきである｡

Ⅵ 掩 括

1. 昭和 24年,25年の両年に亘って高知県脊美都北部の国有林大栃経営区の土壌調査を実

施した｡この調査は国有林の経営合理化を目的としたものであって,最 も基礎的な調査である

が,この程の調査ははじめての試みであって,不備の点が少くないが,一応の成果を得たので

取纏めて報著 したものである｡

2. 調査区域は物部川流域の仝国有林で,総面積 12,247haであるO高知,徳島県界の背梁

山脈に位置し,海抜高 400m11894m の間に跨っている0

3. 午-,LF均気櫨は 15.33oCで降水量 3,000mm,降雨日数 100に及ぶ多雨地であって,夏

季 6-9月には特に降水量が多く,12月-2月の問は比較的少いが,最低1月の降水量も66mm

Jこ達する｡

4. この地方の地質構造は北より御荷鉾臥 秩父古生暦,中生盾 (安芸川骨)の三大地厚に

よって構成されてをり,各暦はそれぞれ断骨によって分れているO

御荷鉾骨を構成する岩石は縁泥j=.L一岩,千枚岩,珪岩等で輝岩,絹雲母片岩の暦を挟んでいる｡

秩父古生腎は安芸川暦-と共に調査区域の大部分を占めるもので砂岩,粘板岩,輝緑凝衣岩,珪

岩よりなり,石衣岩,蛇紋岩の蕗隆を混じ,安芸川軌ま主として砂岩よりなt),貢岩の薄腎を

混じえているO島の巣石衣岩盾は石衣岩の閥に貢岩,砂岩を混じえて帯状に走りそのr面積は狭

い｡

5. 大部分が 温帯相生のモミ, ツガ群系, ブナ群系に覆われ,上部の一部は寒帯性のシラ

べ,ダケカンバ群叢となっており,下部は暖帯性のシヒ,カシ群叢に推移 している｡スギ,ヒ

ノキは海技 400m から 1,200mの閥に造林されていて,-舟削こ生育良好で あるが,北部のEB

地には不威横地 も抄 くないoこれは大面積の一斉造林を行ったため,適地の判定を過ったこと
I

に基くものである｡

6. 林業試験場土壌調査方法書に基いて土壌を区分し,各種土薮の分布を調査し,土煙と深

さの分布を組合せて土壌図を作製 した｡試孔点 71の内,BA型土壌 1,BB型土壌 4,Bc型

土壌 3,BZ)型土壌 7,BE型土壌 2,PT)T型土壌 1の断面を詮明し,BA,Pl'Ⅰ型土壌を除

く39点の分析を行った｡この内には火山爽性土壌9点を含んでいる｡

'7.土壌型と土壌の理学的性質の間には若干の関係がある事を認めた｡然 し理学的性質の相

違は各型の土壌の性質としては本質的なものではなく,それぞれの種類の土壌の占める位置や

地形に特徴があるために現われたものであると考えられるが,これ等の理学的な性質の相違 も

林木の生育に強く影響 していることは明らかであるC
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a 比重 乾性型土壁 (BB,Bc型土壊)上官の比重は湿潤型土壌 (BD,BE型土壌)上唇の

比重に比 して小であるD火山衣土壌の比重は他の土壌の比重よりも小であるo

b 容積重 比重と同様の傾向にあるD

c 圧結慶 40乃至60の所が最 も多い BE型土壌の圧緯度は比較的小で堆積が粗であるn

d 搾取時の含水率測定の結果は土壌の種数と含水率との問には一定の関係が見られないO

これは表示法に問題があるのみならず,採取の時期にも支配されるためであるD

e 孔隙量 上官は下啓よりも大であるが土壌型との間には明らかな関係を認める事ができ

ない｡火山友土壌の孔院量は他の土壌よりも大であるD

f 機械的組成,湿潤型土壌では上軌 こ砂分が多く,乾燥型土塊では下管に多いOこれは前

者が崩積土である場合が多く,後者は残額土である場合が多いためであって,崩積土の多

い地域では機械的組成は基岩や母岩の影響よりも局所地形に左右される事が強いようであ

る｡

8.形態的特徴によって分けた土壌の種類と化学的性質の間にもほ 一ゞ定の傾向がある事を

認め得た.化学分析の結果と土壁型との関係は次の様である｡

a 置換酸乱 pH価 置換酸度は乾燥型土壌程大で土壌型との相関は密接である.HzO,

KCl浸出液について測定 した pH価についても乾燥型土壌が酸性が強いということがで

きる.然 し下僚ではこの傾向は顕著ではない｡

b 熟塩酸可溶成分 熱塩酸可溶の総量は火山衆土壌や英次岩の風化土敏等埴質のもの程大

である. CaO の量が酸度と祁対的な関係を示して,乾燥型土壇に少く,又上菅では下唇

より多い. P205,R203 等については一定の傾向を認め得ない｡

C 有横物 袈素及び窒素の含有量は乾燥型土壌の方が多い傾向にある｡家素率は上暦では

が,下皆では乾燥型土壌は湿潤型土壌よりも犬であり,土壌の種類と有機物分解の程度に

は明らかな関係が認められる｡

9. 土壁の種類の区ラ封ま大政の分類に従った.更に火山衣土壁を便宜上 5つに区分した｡

10. 最も広 く分布するものは BJJ型土塊で,中腹以上に Bc,BI)型土壌が分布 し,BE塾

土壌は谷沿いに小面鏡分布する.BA型土壌は尾根筋に趣 く局部的に認められるのみである.

PDJ,PDH土壌はカウヤマキ群生地に僅かに認められる｡ 火山茨性土壌は綬傾斜の尾根に分

布 し,堆槙が疎髪であるO火山衣土壌は大部分が BB型土壌となってお り,一部にBc型及び

Bl)型土壌の形態を示 しているO 傾斜が一般に念で,山腹は崩積土を示す所が多い.分布状況

は流域別に半開Uのf障徴はないが,西南斜面,又は西南向の流域は全体として B王;或はBc型土

壌の分布削合が多くなっている｡

ll.各種類の土壌の形態的特徴は概ね標準の土壌型の通 りであるが, BB型土壌の Ao盾
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の形態や,Bc型土壌の堅巣状構造の発達は左程顕著ではない｡本地域の Bc型土壌は BB-Bl)-

型土塊の中間的な形態のものである｡

12･地質や岩石と土壌型との問には特別な関係は認められないが,基岩の差に基 く地形,

特に傾斜の相違は土壌暦の深さに影響しているようであるD輝撮凝双岩,千枚岩,粘板岩,蛋

岩等から生成された土壌は埴質土壌になっており,砂岩を母岩とする土壌は砂質になり易く,
珪岩,硬砂岩は風化困難で,土啓が浅い場合が多い0

13.崩壊地は斬唐紙の上部 叉Lrli逆唇面に多 く,節理,盾理,片理の発達 した基岩の所に多

い｡叉崩壊は森林伐採後数年乃至 10数年問に最 も多く発生するようである｡

14.群系や群叢等の植生上の大きな区分と土壌型との問には関連性が認められないが,早

位群落や樹種等との間には比較的判然とした関係が認められる.乾燥型土壌のところには乾性

の植物が多く,このような土壌は一般に酸性が強く,植生も耐酸性のものと思われるO-イミ

ヤマシキミは主要な指標植物であるD湿潤型土壌のところは酸性が余D強くなく, ミカ-1)サ
ウが主要な碍療転物であるo BD型土壁,BE型土塊のスギ人工造林地は成長 もjE常である0

15. 既往の調査資料に基 くスギ,ヒノキの適地としての種々の土壌因子と土壌型との間に

は密接な関係がある｡スギの適地としては BI)型土壌叉は BE型土壌で 70cm以上の深さを

有する所がよいようで,ヒノキは Bp,,Bc,BD,BE塑土壌で概ね何れ も良好で 45cm 以上のJ

深さが必要である｡7カマツは Bp,,Bc又は BA型土壌でもよく生育するが,堆積が竪密にす

ぎる時は矯形 となるDケ1,キはスギの適地と同様であるが,BE型土壌にさ圧い湿性の土境で,

砂疎の多い所が良いようである｡土壌が浅く乾燥型土鮭の地域は ヒノ千の造林木 も生育が悪

く,天然にはツガ,ヒノキ,アカマツ等の稚樹がよく発生しており,この様な所は天然更新に
保つ方が妥当である｡

16. 造林に当っては Bl),BE型土壁で深さ 70cm 以上をスギの適地とし,BB,Bc,BI)壁

土壌で深さ 40cm 以上の所はヒノキ叉はアカマツを目標とし,PT)壁,BA塑土壌や BB型 ,

Bc型土壌で 40cm 以下の浅いところは天然更新を計画すべきである｡又スギ,ヒノ千等の人

工造林は海抜高 1,300m迄は可能であると考えられるが,尾根筋や風簡地は注意すべきで,伐

拝に当っては一定の巾で保護構帯を残す等の考慮が必要である｡

17.崩壊地の多い地域は 50% 以下の択伐とし,他は･皆伐作業による事が望ましい｡
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R由um6

ThedetailedsoilsurveyofOhdochimanagementunit,whichisapartof

theNationalForestin Shikoku,wasmadeby thetechnicalofficialsofthe

KohchiBranchStationoftheForestE)q)erimentStationin1949and1950,This
report,whichisthefirstofShikokuNationalForestsoilsurveytobepublished,
discussesthemorphologicalfeaturesofsoils,andtherelationshipofvegetations,
bedrocksandreliefswithsoils,andthatofsoilswithforestmanagement.
OhdochiNationalForestissituatedonthenorth-eastern partofKohchi
prefecture,andhasaarealextentof12,247hectares.Thenorth-eastemboundary
ofthisareaisformedby Shikokumountain range,from which theMonobe
RiverflowsintothePacificOcean.

Elevationsvaryfrom 400metersabovethesealevelto1894metersatthe
topoftheMt.Sanrei.

Theclimateofthisarea,influencedbyOceancurrent,isveryhumid,and
variesgraduallyfrom warmtemparatetotemparate,accordingtotheincrease
ofelevation.Meanannualtcmparatureis15.33oC,almualprecipitation exceeds
30()Omm,anddaysofrainfallinayearread1100,attheOhdochiObservation
Station.

Bedrocksandgeologicalstructuresofthisareaareasfollows: From
northtosouth:-

Mikabuseries(Metamorphic.Pre-carboniferouc,)
Chloriteschist,Sericiteschist,Phyllite,Quartzite
Chichibusystem (Palaeozoic)
Sandstone,Greywake,Clayslate,Quartzite,
Torinosuseries(Jurassic)
Limestone.

Akigawaseries(Jurassic)
Sandstone,Clayslate,Shale
Thisareaiscoveredmainlywithtemperateforests(AbtesfirmaandTsuga
Sieboldiiformation),somehigherpartsarecoveredwith sub-alpineforests
(AbiesshikokianaandーBelulaconmiunisassociation)andthelowerpartsadjoin
thewarm-temparateevergreenbroad-leavedforests(Cycrobalano♪sisandShiia
association).Sugi (Cryj･lomeriajaponica)andHinoki(Chamaecyparisoblusa),
mostimportantcommercialtrees,areplantedontheareafrom 400metersto
1200meterSelevatiorl,andtheyshow generallyfavorablegrowth,butin the

l10rthem partsofthisarea,thereare£omepoorartificialforestsresulting
from inadequateselectionofplantingspecies.
Theclassificationofsoilswasconductedinaccordancewiththesystem of
theforestsoilsurveymethodestablishedbyM.Ohmasa,DirectoroftheForest

ExperimentStation. Soilson thisarea areclassified asLithosolsbythe

Americansoilscientists.Theslopeofmountainsidebeingverysteep (400),
soilsareimmature,gravelyorrocky.However,iftheareaiGcoveredbystable
forestvegetation,wecanrecognizethedevelopmentofhorizonsonthesoil
profiles.Soiltqonthisareacanbeclassifiedmorphologicallyintotwogreatsoil
groups;brown forestsoilandpodzolizedsoil. Brown forestsoilshavethe

largestextent,andareclaESifiedintofivefamiliesaccordingtothemorphological
features.

BA-soil..･･-Drybrownforestsoil(Steepslopetype)

BB-Soil- '' (Gentleslopetype)
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Bc-soil---Slightlydriedbrownforestsoil
BlトSOi1--.･Moderatelymoistbrown forestsoil

BEISOil･IA･･･Slightlywetbrownforestsoil

Podzolizedsoils(PDT)OccuronlyonpeakscoveredbyKohyamaki(Sciad0-
9iiysveriicillaia)forest.
Theattachedsoilmapsshow thelocationanddistributionofeachtypeof
soils,whichwerefirst血awnon1:5000scalebasemapsinthefield,andthen
thefielddataweretransfe汀edinto 1:20,000scalemaps. BA and P工)ISOils
occuronlyonsosmallareas,thattheycannotbeillustrated.Bl)SOilsoccupy
thegreaterparLoftilemountainside,andB】;andBcsoilsoccurontheupper
partsofthemountainside,andoccasionallysouthorwestside.Morphological
featuresofeach typeofsoilson thisareaaresimilartothatoftypicalsoil

profileswhicharediscussedintheSoilSurveyReportNo.1.
Theaccum ulationofA｡layerofB王ミSOilsandthedevelopmentofnutty

structureofBcsoilsarenotsodistinct.Bcsoilsinthisareashow thefeatures

ofintermediatetypebetweenBBandB工)soils.
SeveralphysicalandchemicalpropertiesofeaclltypeOfsoilsweredeter-
mined,and itwasrecognizedthattherewascloserelationshipbetweenthe
morphologicalfeaturesofsoilprofilesandthechemicalcharacteristics:acidity,
exchangeacidify,CaOsolubleinhot1.15sp.gr.HCl.
Naturalerosion issosevere,thatmuchdisintegrationoccursonthefaults
lineandsoilparLiclesfallusuallydownthesteepslope,thusmolmtainsideand

footsoilsareverygravely andporous. Butsoilsonthisareaaregenerally
influencedmorestronglybyreliefthanmothermaterials. Soilson thegentle
slopesideareform edbyoldloamyvolcanicash.Soilsfrom volcanicashare
calledAndO-soil,b･uttheircharacteristicpropertiesassucharenotsodistinct
onthisarea.B王卜andBc-Soilsarelargelyformedfrom volcanicash.
Accordingtotheresultsoffieldobservation and laboratoryexamination,
thefollowingisadvisable:
1.TheareaoccupiedbyBE-andBl)-soilshaving70centimetersdepthis
£uitableforplantingSugi.

2,TheareaoccupiedbyBB-,Bcl,BI)-andBE-soilshaving45centimeter
depthissuitableforplantingHinoki.

3.PinusdensifloragrowsonBB-I,Bc-andBA-soilswiththeexceptionof
verycompactsoils.

4.OnBATandPl卜SOilsandshallow Bf卜andBc-soils,naturalregeneration
maytakeplace.

5.ItseemsthattheartificialregenerationofSugiandHinokimaybe
successfullyconductedup tothealtitudeof1300meters.

6･Regenerationby selectioncuttingismoresuitablethanclearcutting on
theareawithmuchdisintegration.
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